




































































































































































































































































































































































laH05 
’P•×–E—Î‹îƒ‰ƒ~ƒhƒ‚ƒiƒX‚Ì•Ú•‡’¼Œã‚É”­Œ»‚·‚éˆâ“̀ Žq zys1 ‚Ì‰ð•Í

”’ŒŒŠî”Õ•C—é–Ø—æ“Þ1 (’}”g‘å•E•¶•¨‰ÈŠw“Œ‹žˆã‰ÈŽ•‰È‘å•Eˆã)

’P’I•ï—Î“ ƒNƒ‰ƒ~ƒhƒ‚ƒiƒX‚Å l••—²—Y”z‹ôŽq•¬•‡Œã‚É—Y—R—ˆ˜m‰•‘ÌŠj‚Ì‘I

‘ð“I•ÁŽ¸•E•×–EŠj‚Ì—Z•‡•E‚×‚ñ–Ñ‚Ì•k‘Þ•E–EŽq‚ÌŒ`•¬‚Æ‚¢‚¤Œ»•Û

‚ªŠÏŽ@‚³‚ê‚é.‘½‚­‚Ì‘”—Þ‚É‹¤’Ê‚É‚Ý‚ç‚ê‚é‚±‚ê‚ç‚Ì•”Œ»•Û‚Í•C

•Ú•‡ŠJ•—•¹ˆ¤‚É”­Œ»‚³‚ê‚éˆâ“`ŽqŒQ‚É‚æ‚è•§Œä‚³‚ê‚Ä‚¢‚é‚Æ•l‚¦‚ç

‚ê‚é.‚±Ž—•i’ö‚Ì‘•Šú‚É‹@”\‚·‚éˆâ“`Žq‚ð’P—£‚·‚é‚½‚ß‚É•C”z‹ô

[P0h–Ì–Ä‘MPv[Pm÷T�_Œ�1�0 R�0n}Ï€Þ0h0g0Ç0£�7�7 0ì0ó0¸0ã�J�~�^�? 0ê0ü0Ë0ó0²0’ˆL0D

•Ú•‡Žq“ÁˆÙ“I‚É”­Œ»‚·‚éˆâ“`Žq‚ð cDNA ƒ’ƒ••[ƒjƒ“ƒQ‚µ‚½.“¾‚ç‚ê‚½̂â“̀

Žq‚Ì 1‚Â zysl ‚Í•C ORF “à•E 3' ”ñ3•[ƒh—Ì̂ æ‚ª‚»‚ê‚¼‚ê 99 •E50% ‚Ì•R“ú ƒÁ

•[‚ª‚ ‚é 2‚Â‚Ì•T“`Žq (zys1A •EB) ‚©‚ç•\•¬‚³‚ê•C—¼ˆâ“̀ Žq‚ÍƒQƒmƒ€

•ã‚Å14kb ‚Ì MboI ’f•Ð“à‚Éƒˆ•[ƒh‚³‚ê‚Ä‚¢‚½.Œ»•Ý•C‚±‚Ì—Ìˆæ‚ðŠÜ‚Þ

ƒQj ƒ~ƒUƒ’’m‚·‚Ì•§ŒÀ•y‘f’n•}‚ð•ì•¬‚µ•C zyslA. B̂â“`Žq‚Ì‰–Šî”z—ñ

‚ð”äŠr‹ù‚·‚µ‚Ä‚¢‚é.

laH06 
’P•×–E˜ ‘̂”ƒNƒ‰ƒ~ƒhƒ‚ƒiƒX‚Ì•Ú•‡’¼Œã‚É”­Œ»‚·‚éˆâ“`Žq zys 3‚Ì
‰ð•Í
ŒIŽR‰p•v•A•‚–ì”Ž‰Ã•A—é–Ø—æ“Þ\“à“c‰p•L2•A‰Í–ì•d•s•A••Šâ•í
•Ë (“Œ‹ž‘å-‰@•E—•Œn•E•¶•̈‰ÈŠw•A 1“Œ‹ž̂ ã‰ÈŽ•‰È‘å•E‹æ•A 2’}

”g‘å•E•¶•¨‰ÈŠwŒn)

‚ß /a lV'tt< Œ è ’ ¬ ” ûs reinhardtii (‚Ü â̂“̀ “I‚ÉŒ ’̂è‚µ‚Ä‚¢‚éŒð”z—ô
‚É•]‚Á‚ÄŒüŒ^”z‹ôŽqŒ ‚̂Ì—L•«•¶•B•ûŽ®‚ð‚Æ‚é’P•×–E•¶• ‚̈Å‚ ‚é.
‚»‚Ì•Ú•‡Œã‚É‚Í—Y—R—ˆ—t—Î‘ÌDNA ‚Ì‘I‘ð“I•Á‰»•A•×–EŠj—Z•‡•Aˆ»
–Ñ‘Þ•k•A–EŽqŒ`•¬‚Æ‚¢‚Á‚½—l•X‚ÈŒ»•Û‚ª‹N‚±‚é‚ª•A’¼•Ú“I‚ÉŠÖ—^
‚·‚éˆâ“̀ Žq‚Í‚·‚×‚Ä•Ú•‡Œã‚É”­Œ»‚·‚é‚Æ•l‚¦‚ç‚ê‚Ä‚¢‚é.‚æ‚Á‚Ä•A
—Ë•‡Žq“Á•MŽç‚©‚Â”äŒíŽç‘•Šú‚É”­Œ»‚·‚éˆâ“`Žq‚Í‚±‚ê‚ç‚ÌŒ»•Û‚ð
“•Š‡‚·‚é•d—v‚È–ðŠ„‚ð’S‚Á‚Ä‚¢‚é‰Â”\•«‚ª•‚‚¢ . zys 3 ‚Í‰ä•X‚ª
•Q•‡Œã10 •ª‚ð•Ï’¼‚µ‚½•Ú•‡Žq—R— ‚̂Ì cONA ƒ‰ƒCƒuƒ‰ƒŠ•[‚©‚çƒfƒB
ƒtƒ@ƒŒƒ“ƒVƒƒƒ‹ƒXƒNƒŠ•[ƒjƒ“ƒO‚É‚æ‚Á‚Ä’PŒµ‚µ‚½‚à‚Ì‚Å•AƒQƒmƒ€
’†‚É•”ƒRƒs•[‘¶•Ý‚·‚é‰Â”\•«‚ª‚ ‚é . zys 3 mRNA ‚Í•Ú•‡Œã 10 •ª
‚ÅŒŸ•o‚Å‚«•A 4 ŽžŠÔŒã‚Éƒs•[ƒN‚É’B‚·‚é‚ª 6 ŽžŠÔŒã‚É‚©‚̄ ‚Ä‹}Œƒ
‚ÉŒ¸•­‚·‚é.‚Ü‚½ƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿‚Í•Ú•‡Œã 1Žž•·‚©‚ç•oŒ»‚µŽn‚ß 6 Žž
ŠÔÈ̂•~‚É•Å‘å‚Æ‚È‚è•A 1 “ú‹ß•q‘¶‘±‚·‚é.‚³‚ç‚É‚»‚ÌƒAƒ~ƒmŽ_”z
—ñ’†‚É‚Íƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿ƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿–â‘ŠŒÝ•ì—p‚ÉŠÖ‚í‚é‚Æ‚³‚ê‚éƒAƒ“
ƒLƒŠƒ“ƒŠƒs•[ƒg‚Æ‚¢‚¤ŒJ‚è•Ô‚µ”z—ñ‚ª‘¶•Ý‚·‚é‚ª‚±‚Ì—Ìˆæ‚ðŽ–ŽÀ
•ãŒ‡Ž ‚̧µ‚Ä‚¢‚é‚à‚Ì‚Ì‘¼‚Ì•”•ª‚Í‘S•q“¯ˆê‚Å‚ ‚é•V‚½‚È cONA ƒN
ƒ••[ƒ“‚ð’PŒµ‚µ‚½.‚±‚Ì 2 ‚Â‚Ì•ªŽqŽí‚É‚Â‚¢‚Ä 1Žj—§‚É”­Œ»ƒpƒ̂ •[
ƒ“‚ð”F‹c‚·‚é‚½‚ß‚»‚ê‚¼‚ê‚É“ÁˆÙ“I‚Èƒvƒ••[ƒv‚ð’²•®‚µ•A RNa se
protect i on ‰ð•Í‚ð•s‚Á‚½.‚»‚ÌŒ‹‰Ê•A•Û‘¶—Ì̂ æ‚ðŠÜ‚Þ•ªŽqŽí‚ªŽå
—v‚È•\•¬—v‘f‚Å‚»‚ê‚ðŠÜ‚Ü‚È‚¢‚à‚Ì‚Ì”­Œ»—Ê‚Í•­‚È‚¢‚±‚Æ‚ª–¾‚ç
‚©‚É‚È‚Á‚½.‚µ‚©‚µ‘o•û‚Æ‚àŽžŠÔ“I”­Œ»ƒpƒ^•[ƒ“‚ª‚«‚í‚ß‚Ä—ÞŽ—
‚µ‚Ä‚̈ ‚è•A•ÊŒÂ‚Ì–ðŠ„‚ð‚à‚Á‚Ä‚¢‚é‰Â”\•«‚à‚ ‚é‚Æ•l‚¦‚ç‚ê‚é.
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laH07 
ƒNƒ‰ƒ~ƒhƒ‚ƒiƒX‚Ì•Ú•‡Žq“ÁˆÙ“Î â“̀ Žq”V“à•́
•Ú•‡ŽqŒ`•¬‚É‚̈ ‚̄ ‚é‹@”\
–~–{‰v—¦•A“à“c‰p•L•AŒIŽR‰p•v2 •A• ‚–ì ”Ž‰Ã’ j •AŠâ•íŽ•2

(“Œ‹ž̂ ã‹ŠŽ•‰È‘å•E ã̂•A i ’}”g‘å•E•¶•¨•AŽO“Œ‹ž‘å•E—••E•A)

’P•×–E—Î—¨ƒNƒ‰ƒ~ƒhƒ‚ƒiƒX(Chlamydomonas 
reinh ‘ n • o7 ‚Í•Ú•‡Œã•”ŽžŠÔ‚É—Y•«—t—Î‘ÌŠj‚Ì‘I‘ð“I
•Á‰»•A•×–E•Ç‚Ì•V•¶•A•×–EŠj—Z•‡“™‚ÌŒ»•Û‚ª˜A‘±‚µ
‚Ä‹N‚±‚é•B‚±‚ê‚ç‚É‚Í•A•Ú•‡’¼Œã‚©‚ç”­Œ»‚ðŠJŽn‚·
‚é•Ú'•‡Žq“Á̂Ù“Îâ“̀ŽqŒQ (LYs) ‚ªŠÖ— ‚̂·‚é‚Æ•l‚¦‚ç‚ê
‚é•B”z‹ôŽq‚Æ•Ú•‡Žq•·‚ÌƒfƒCƒuƒAƒŒƒ“ƒVƒƒƒ‹•EƒXƒN
ƒŠ•[ƒjƒ“ƒO‚É‚æ‚Á‚Ä“¾‚ç‚ê‚½ zys4 ‚Í•A“]ŽÊŽY•¨
2.6kb ‚Å•AmR NA’~•Ï‚Ìƒs•[ƒN‚Í•Ú•‡Œã 3 ŽžŠÔ‚Å‚ 
‚Á‚½•B cDNA ‰–Šî”z—ñ‚ðŒ ’̂è‚µƒzƒ‚ƒ•ƒW•[ŒŸ•õ‚æ‚è•A
�=�o�/ �s�~ 0~0»0ê0ó0ü0×0í0ê0ó0n~p0Š•Ô0W‘MR�0’c�0a0�}0
–E•ÇŽå•¬•ª‚Å‚ ‚é hydroxypro 1i ne-richglycoprotein
(HRGP) ‚ðƒR•[ƒh‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚ª‚í‚©‚Á‚½•BƒNƒ‰ƒ~
ƒhƒ‚ƒiƒX‚Í•Ú•‡Œã‚É‰h—{•×–E‚Æ‚Í•\‘¢•E•«Ž¿‚Ì̂ Ù‚È
‚é•×–E•Ç‚ð•V•¶‚·‚é‚±‚Æ‚ª’m‚ç‚ê‚Ä‚¢‚é•B•Ú•‡Žq•×
–E•Ç‚Í•Ú•‡–EŽq‚É•¨—•“I‹­“x‚ÆŠ£‘‡‚Ö‚Ì‘Ï•«‚ð— ‚̂¦
0‹0_0•0k0�c¥T�_Œ�2�~ 3 Žž•·‚©‚ç•×–EŠO‚É’~•Ï‚³‚ê
Žn‚ß‚é•B zv s4 ‚Ì m•„ A ’~•Ï‚Ìƒs•[ƒN‚Æ‚±‚Ì•Ç•‡•¬Žž
Šú‚Í̂ê’v‚·‚é‚±‚Æ‚©‚ç•A zvs4 ‚Í•Ú•‡Œã•A•V‚½‚É•‡•¬
‚³‚ê‚é“œƒ^ƒ“ƒpƒN‚ðƒR•[ƒh‚µ•×–E•Ç‚ð•\•¬‚µ‚Ä‚¢‚é
‚Æ•„’è‚³‚ê‚½•B

laH08 
in vitro •d•¡Žó• ‚̧É‚̈ ‚̄ ‚é’̄ ‚Ì‚¤‚Ö‚Ì‰Ô•²ŠÇ—U“±‰ß’ö‚Ì‰a’¡

“ŒŽR“N–ç•A••Šâ•°Žq1 •A‰Í–ì•d•s•A••ŠâŠÔ”¼

(“Œ‹ž‘å•E‘å–¾“À—•ŠwŒn•E•¶•̈‰ÈŠw•A 1‹¤—§•—Žq’Z‘å•E•¶)

”íŽq•A• ‚̈Å‚Í•Ë•RŠÇ‚É‚æ‚Á‚Ä—A‘—‚³‚ê‚é 2 ‚Â‚Ì•̧ •×–E‚ª•A”¶’I•ï‚ð

Œo—R‚µ•A—‘•×–E‚̈ ‚æ‚Ñ’†•S•×–E‚Æ•d•¡Žó• ‚̧·‚é•B‚µ‚©‚µ•A‰Ô•²ŠÇ‚Ì—U

“±‹@•\•A‰Ô•²ŠÇ‚Ì•••×–E‚Ö‚Ì•i“üŽ÷”¦•A 2 ‚Â‚Ì•̧ •×–E‚Ì—A‘—‹@•\‚È‚Ç•A

•d•¡Žó•¸‰ß’ö‚Ì‘½‚­‚Ìƒ•ƒJƒjƒYƒ€‚Í‰ð–¾‚³‚ê‚Ä‚¢‚È‚¢•B‚±‚ê‚Í‚Ù‚Æ‚ñ

‚Ç‘S‚Ä‚Ì”íŽq•A•̈ ‚Ì‰ö‚Ì‚¤‚ª’øŽì‚Ì“à•”‚É‚ ‚è•A•d•¡Žó“í•i’ö‚ð•¶‚«

‚½‚Ü‚ÜŒoŽž“I‚ÉŠÏŽ@‚·‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚È‚¢‚½‚ß‚Å‚ ‚é•B‚»‚±‚Å•A•o‚Ì‚¤

‚ªŽìŠ±‚µ‚©‚ç nD Žé‚ÌŠO•”‚É“Ë•o‚·‚é‚¨ >r enia fournieri ‚ð—p‚¢‚Ä•A–EŽì

”|—{‚É‚æ‚Á‚Ä—‘•×–E•A•••×–E•A’†•C Nˆå‚ð•Ú•×‚ÉŠÏ—Ã‚Å‚«‚é•û–@‚ðŠJ”­

‚µ‚½•B‚Ü‚½ SYBR Green ‚ð—p‚¢‚½ŒuŒõ•õ•F‚É‚æ‚è•¶‚«‚½‰ö‚Ì‚¤‚Å‚à•×

–EŠj‚âƒIƒ‹ƒKƒlƒ‰‚Ì DNA ‚ðŠÏ•Õ‚Å‚«‚é‚±‚Æ‚ð–¾‚ç‚©‚É‚µ‚½•B‚±‚ê‚ç‚ð

—p‚¢‚Ä•d•¡Žó•¸‚Ìƒ•ƒJƒjƒYƒ€‚ð‰ð•Í‚·‚é‚½‚ß‚É‚© vitro ‚Å‚Ì•d•¡Žó

• ‚̧ðŽŽ‚Ý‚½•B’_Žì‚ÆŽó•²Œã‚Ì‰Ô’Œ‚ð’́ ”Y”ø“_ƒAƒKƒ••[ƒX‚Ì‰t‘Ì•\’n’†

‚Å•Ø‚è•o‚µ•A‚»‚Ì‚Ü‚Ü”|’n‚ðŒÅ‰»‚µ‚Ä”|—{‚µ‚½•B‚»‚ÌŒ‹‰Ê•A•Ø‚èŽæ‚Á

‚½‰Ô’Œ‚ð’Ê‚Á‚Ä•L’·‚·‚é‰Ô•²ŠÇ‚ð•A 1n V1 tro ‚Å’¼Ž÷•p‚Ì‚¤‚É—U“±‚·

‚é‚±‚Æ‚É•¬Œ÷‚µ‚½•B”|’n•ã‚ð’¼•i‚·‚é‰Ô•²ŠÇ‚Í•o‚Ì‚¤‚ÉŠ| E‚·‚é‚Æ“Ë

‘R‹““®‚ð•Ï‚¦•AŒƒ‚µ‚­‚¤‚Ë‚è‚È‚ª‚ç•••×–E‚Ìˆê•”‚Å‚ ‚é•üŒ`‘•’u

(filifonn apparatus) ‚ÖŒü‚©‚Á‚Ä‚µ•A‚­‚±‚Æ‚ðŠÏŽ@‚µ‚½•B‚±‚Ì‚Æ‚«‰Ô

•²ŠÇ‚Ì—U“±•o•K‚̧ •¶‚«‚Ä‚¢‚é”ì‘a‚Å‚Ì‚Ý‹N‚±‚Á‚½•B‚±‚ê‚ç‚Í”|–±“@’æ

‚É‚¨‚¢‚Ä‰Ô•²ŠÇ‚Ì—U“±•¨Ž¿‚ª•V‚½‚É•••×–E‚©‚ç”|’n‚Ö•ª”å‚³‚ê‚Ä‚¢

‚é‚±‚Æ‚ðŽ¦•́ ‚µ‚Ä‚¢‚é•B



laH09 
雌雄異株植物雄性生殖器官特異的遺伝子の蔚内における発現

パターンの解析

盤丞主本、河野重行、黒岩常祥(東大大学院・理・生物科学)

性染色体を持つナデシコ科雌雄異株植物Me1andriuma1bum 
(Silene 1ati 101 ia)の初期の替には雌雄両方の生殖器官がある
が、替の成熟に従って雄株では雌蕊の、雌株では雄蕊の発達が

抑制され、雌維の単性花が形成される。雌雄の奮由来のcDNAプ
ロープを用いたディファレンシヤルスクリーニングにより、雄

性生殖器官(雄昔、雄花)で特異的に発現する遺伝子を4個
( lIROS1， lIROS2， lIROS3， lIROS4 )単離した。ゲノミックサザン解析
の結果、これらの廠'OS遺伝子は雌雄両ゲノムに存在しているこ
とから、脈'OS遺伝子の器官特異性は転写制御によることが示唆
された。塩基配列決定の結果、 MROS2は中央部分にグリシンに
富んだ領域をもっ20kDaのタンパク質を、 lIROS3は既知のタンパ
ク質と相向性のない23kDaのタンパク質をコードしていた。

lIROS2とMROS3の組織特異性をDIGラベルプロープを用いたIn
situ hybridization法により解析した。暗視野顕微鏡を観察に
用いることにより、シグ‘ナル部分を青紫色に鮮明に判別するこ

とが可能となった。 lIROS3転写産物は約内に四分子が形成され
る時期の成熟したタベータム細胞内に蓄積していた。 lIROS2転
写産物は雄蕊伸長後期に蔚の内皮と表皮で検出され、約聖置の発

達とともに約の表皮と口辺細胞(sto田ium)近傍に特異的な蓄積
がみられた。開花直前期になると、 lIROS2の転写産物は蔚の内
皮と表皮では減少するが、成熟した花粉内では多量に検出され

た。このことから、雄蕊発達段階においてlIROS2は異なる時期
と場所において蔚と花粉の成熟の双方に関与する遺伝子である

ことが示唆された。

lpHOl 
イネのプロテアソームC2サプユニットの生化学的解析

盗旦孟盟、真鍋弓月、内宮博文(東大・分生研)

我々はすでに、イネのカルス由来O)cDNAライブラリーよ

りプロテアソームC2サプユニットと相同性を示すcDNAを単

離し、その塩基配列を決定した。 C2サプユニットは205複合

体の一成分で、プロテアソームのマーカーとしてよく利用

されているが、その機能はまだ明らかになっていない。そ

こで我々は、細胞分裂におけるプロテアソームの機能を明

らかにする目的で、まずこのC2サプユニットの生化学的特

徴を解析した。

単離したcDNAを用いて、 G5TとC2サプユニットとの融合

タンパク質を大腸菌内で生産し、このタンパク質を用いて

抗体を作成した。グリセロール密度勾配遠心でイネの細胞

質タンパク質を分離したところ、この抗体は265複合体と

205複合体の両方に含まれるC2サプユニットと反応した。ま

たこの過程で、 265複合体を保持するためには、他の生物種

と同様にATPが不可欠であることが明らかになった。さら

にG5T-C2の融合タンパク質を基質として用いてリン酸化ア

ツセイを行なったところ、 C2サプユニットはイネのカルス

または植物体の粗タンパク質によってリン酸化されること

がわかった。このリン酸化活性はへパリンによって阻害さ

れるが、 c品 1P依存性キナーゼ阻害剤の影響は受けない。現

在、このキナーゼ活性についてさらに詳細に解析している。

また、プロテアーゼ活性とC2サプユニットのタンパク質量、

リン酸化活性との相関についても調べている。
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lpH02 
コムギ種子発達過程における休眠関連遺伝子の発現

Aよ車ム、野田和彦 1(横浜市大・木原生研、 1岡山大・
資生研)

休眠を持つ正常系統のコムギ種子怪には存在するが、

完熟時に休眠を示さない突然変異体の種子肢には蓄積

しないタンパク質、 “ポリペプチドe"を見いだした。

種子発達過程におけるボリペプチド e遺伝子の発現様

式を調べるため、ポリペプチドeの完全長cDNAを単離

した。スクリーニングの過程で、ポリペプチドecDNA

と70%程度の相向性を持つ 2種の cDNAも得た。ポリ

ペプチドe遺伝子の発現は匪の形態形成終了後、水分の

減少とともに明らかとなり、成熟過程で増加した後減少

した。この発現量の変化は、怪における ABA量の経時

的変化と一致する。ところが、ポリペプチドeの mRNA

量は脹を ABAで処理しても増加せず、未熟種子および

一度吸水した休眠種子を乾燥させると増加した。低湿度

下で成熟したコムギ種子は、高湿度下で成熟した種子よ

りも強い休日民性を示すことが知られている。したがって、

ポリペプチド eが種子の休日民性に役割を担っている可

能性がある。

lpH03 
シロイヌナズナのアブシジン酸欠損変異株の解析

南原英司、川出j羊\神谷勇j台1、内蘇哲 C~じ海道太・農・応用生命

科学、 1理研・フロンティア・値物ホルモy)

;費者ら1cJ;、アブシジン酸 (ABA)の種子成熟期における役割を理解

するために、シロイヌナズナを用いてジベレソン笠合成阻害剤存在

下で発芳できる変異株の選飯および解析をおこなっている。その中

の一つであるEN7蛮異綜1cJ;、種子係自民が浅い形質を示す他に値物体

が乾燥レ易い形質を示レた。このような形質IcJ;ABA欠損愛異株ちレ

く1cJ;非感受性変異椋に見られる。そこで、発芽時のABAの発芽阻害

作用を指標に発芽実験をおこなったところ、 EN7変異稼は野生株と

同僚lこ2μM以上のABAIこよって発芽が阻害された。このことから、

EN7変異株はABA欠損変異稼である可能性が考えられた。そこで、

EN7変異株の内在性ABA:3量を定量レたところ、 EN7変異稼では野

主株と比べて顕著(新鮮棄で1/5程度、乾燥葉で1/30程度〉に内在

性ABAð量がj~下レていることがわかった。シロイヌナズナで 1cJ;こ

れまでにABA生合成に係わる3つの遺伝子座 (ABA1， ABA2， ABA3 
遺伝子座〉が知られている。相補性E式験、マッピングなとの遺伝学
的実験の結果から、 EN7愛巽株は新レいaba<笈異株 Caba2-2変異
株〉であることが明らかとなった。 aba2-1蛮異株Iel:、 ABA生合成経
路キサントキシンからABAアルデヒドが生じるステップに欠損が生

じているとされている。 aba1主主異株の纏物体l志乾燥レ易く質化レ
た形質を示すのに苅レて、 aba<護異株の恒物体1cJ;乾燥レ易いちの
の賞化レないなどaba1蛮異株とIel:異なる形質を示す。本会でIel:、
aba2-2蛮興椋の遺伝的およひ'生理的解析結果について報告する。



lpH04 
A/Tリッチプロモーター配列を介したジベレリン酸による遺伝子

発現誘導

麓展錐豆、石川l鎖(北海道大・地球環境科学・環境分子生物学)

穀物種子の発芽過程においてジベレリン酸 (GA)が糊粉層特異

的に各種加水分解酵素の合成を誘導することが知られている。我々

の研究室ではGA応答性遺伝子であるイネ・ 3型カルポキシベプチ

ダーゼ (CPD3)遺伝子の発現解析を行ってきた。 GA応答性オ

ート麦糊粉層プロトプラストの実験系を用いた一連の実験において

CPD3遺伝子プロモーター内のA/T配列に富んだ領域がGA応

答性の遺伝子発現に関与しており、また実際にオート麦糊粉層細胞

の核内因子がこの領域に相互作用することを明らかにしている。

このA/T配列に富んだ領域に境基置換を引き起こしたCPD3

遺伝子プロモーターの発現解析により GAの応答性に関与する2つ

のモチ フが同定された。 lつはA/Tリッチ配列に隣接した回文

配列の中央に位置しており、もう一つは穀物種子糊粉層特異的にG

Aに発現誘導を受ける加水分解酵素遺伝子群の共通シス配列の可能

性が高いとされるTムム♀ム♀ムb0 Xのコア配列 (AACAGA)

と一致していた。現在、同定されたモチーフに相互作用する因子の

探索を進めている。

lpH05 
Dryopteris仮根のフィトクロム依存性成長に対す

るLa3+の作用

八ツ橋寛子， Robert SCHEUERLEIN1 (宮崎大・教

育・生物， University of Jena， Inst. Gen. Botany IPlant 
Physiol.) 

Dryopteris胞子発芽時の仮根成長は光によって誘

導され，フィトクロムが光受容体として関与して

いる。成長が起こるためには光照射開始から 2時

間以降に外生 Ca2+が必要であった(日本植物学会

58回大会)。仮根細胞を持つ胞子に6時間の赤色光

を照射すると Ca2+培地中では十分な成長が起こる

が， La3+を加えた培地中では著しく阻害され，外

生 Ca2+の細胞への流入が成長の実現に必要である

ことが示唆された。しかし，照射中に与えた La3+は

特異的な阻害効果を示さなかった。そこで，照射前

1時間 Ca2+ionophore とEGTAを含む低Ca2+培地に

胞子を移した後，照射開始から一定時間 La3+培地

で処理したところ，成長は有意に阻害された。 La3+

の阻害効果は照射開始から2時間以内に顕著に見

られた。この結果は，仮根成長において Pfr形成直

後に内生 Ca2+が関与することを示唆する。
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lpH06 
西洋ワサビで過剰発現させたC末端部分を削除し

たフィトクロムAの性質について

型空差担，小杉慶子，東真由美，富津健一斉

藤カヘ鎌田博長鍋勝司(横市大・理理研

・フロンティア筑波大・遺伝子)

シロイヌナズナのPhyA遺伝子を組み換えて1122

個のアミノ酸よりなる全長 (FL)のフイトクロ

ムA (PHYA) ，およびC末端側からそれぞれ3個

(CA) ，21個 (CB) ， 156個 (CC) ， 354個

(C D)のアミノ酸配列を欠く PHYAを発現するよ

うにRiプラスミドーアグロパクテリウムによる

導入系を用いて西洋ワサビで発現させた。

過剰発現体の毛状根の光による不定芽形成活性

(PHY依存性)を測定したところFL，CA， C 

Cの 3種がいずれも対照試料の約3倍という強い

活性を示した。過剰発現体には元もとの西洋ワサ

ビのPHYA及び導入したPHYAが存在するが，これら

の存在量が毛状根および植物体のシュート中でど

う変化するかを，種々の光条件下で測定した。ま

た，それぞれの2量体形成能について測定した。

lpH07 

光による遺伝子発現抑制を媒介するフィトクロ ム

シグナル伝達機構

山霊革主、 G.Neuhaus 1， C. Bowler 2、平塚和之 3、N.-H.Chua 4 

(神大・農、 1スイスETH研究所、 2イタリアナポリ臨海実験所、
3奈良先端科技大、 4米国ロックフエラー大学)

光応答性遺伝子の発現を誘導するフィトクローム(PHYA)の

光シグナル伝達経路はcGMP経路、 Ca2+経路、記MP/Ca2+経路

の3経路から構成されている。一方、フィトクロームを介して

明所で発現が減少する遺伝子も数例知られている。このうちエ

ンドウのアスパラギン合成酵素遺伝子(，4S 1)の発現の光制御に

関わるシグナル伝達経路を解明する目的で、 トマトの里子生株お

よびPHYA欠損変異株 aur闘の匪軸細胞へAS1・GUSを薬物と共

に微量注入し、 GUS発現を追跡することにより解析した。

里子生株に注入したAS1-GUSの発現は暗所で増加し明所で減

少するが、この制御はPrによる発現誘導ではなく、 Pfrによる

発現抑制と考えられた。さらl乙4S1の光による発現抑制(;j:、 fnr

(フ工レドキシンーNADP還元酵素)の発現を誘導するのと閉じ

凶MP/Ca2+経路によって引き起こされることを見出した。 Pfr

による発現制御のターゲットとなっているAS1プロモータ 中

のシスエレメントをlossof function型実験とgainof function型実

験により解析した結果、光抑制に関わる17bpのシスエレメン卜

(RE3)を同定した。 RE3~正、同じく明所で発現抑制される PHY

Aプロモーター中のネガティブエレメン卜RElに類似してお

り、 Pfr:IJ>ら凶MP/Ca2+経路を経てその活性が制御されるレプ
レッサーのターゲットとなっていることが推定された。



lpH08 
トウモロコシ幼葉鞘の照射時間依存光屈性:その発現は
赤色光信号に依存する
盟主軍，飯野盛利(大阪市大・理・植物園〉

We previously characterized the e仔ectsof red-light 
pretreatment on pulse-induced凶ototropism of darル
adapted maize (Zea mays し)coleoptiles (Liu & lino: 
Plant Cell Environ.， in press)目 Here，we present the resulぬ
obtained for the eftect of red light (3 min) on the time-
dependent phototro開sm(TDP)， or the second positive 

curvature. It was found that the da欣-adaptedcoleoptiles 
showed no TDP for blue-light irradation as long as 40 
min. The TDP， which is induced when blue-light irradia-
tion exceeds a few minutes， became apparent only after 
the red-light treatment. The responsiveness for TDP 
increased gradually for a凶 ut1 h after the red light; the 
lag time for the red-light effect was a凶ut15 min. The 
results demonstrate for the first time that red light， 

pro回以ymediated by凶ytochrome，leads to the estab-
lishment of the TDP system. It is also found that the 

col伺 p百回 pretreated with a saturating recトlightpulse 

showed an additional phototropic res問nsewhen red 

light was given during blue-light stimulation. The result 
sug伊ststhat the Pfr r償問nSI凶efor the r偶 ponsemay 
undergo dark reversion to Pr after the red light幽pulse.

lpH09 
西洋わさび毛状根からのフィトクロム遺伝子の単離と
解析
欝戸、橋爪亜紀原田宏鎌田博(筑波大

西洋わさび(必幽組a幽幽lUにム血z2i:.邸主を感
染させることで得られる毛状根を明所下において植物
ホルモンを含まない附培地上で培養すると不定芽が形
成される。この光誘導不定芽分化においては、光受容
体としてフィトクロムが関与していることを光作用ス
ベクトル、近赤外光による可逆的反応、フィトクロム
活性の測定等によって明らかにしてきた。
そこで、この光誘導不定芽形成に関与しているフィ
トクロムの分子種を明らかにするため、西洋わさび毛
状根でフィトクロム活性の高い(暗所で12週間以上培
養した基部側)部分より作成したcDNA1ibrruyから、フ
ィトクロム遺伝子を単離し、その解析を行った。その
結果、 E且工Aと分類されるM証工必 M且工~
M 証工A益 の3種のcDNAクローンが単離され、そのい
ずれもアラピドプシス.lli.Yムとアミノ酸レベルで96%の
相同性を示した。また、互いのクローン聞でも97%以
上の高い相向性が認められた。また、この単離遺伝子
をプロープとしたゲノミックサザンの結果、西洋わさ
びにおけるE瓦工Aのコピー数は2以上と推定された。
一方、同じライブラリーから、アラピドプシスE且Z♀と
アミノ酸レベルで91%の相同性を示すM 且王山立が単
離された。このクローンをプローブとして用いたゲノ
ミックサザン分析の結果、西洋わさびにおけるffiヰ遺
伝子のコピー数は3-4と推定された。

197 

lpHlO 

ホウライシダ・フィトクロム遺伝子ファミ

リーの単離と解析
壁率二阜、福田俊介、鐘ケ江健、和田正三 (都
立大・理・生物)

ホウライシダ(Adiantumcapi1lus-venerisL.)は光生
物学的・細胞生物学的手法を用いてフィトクロム
反応が細胞レベルで解析されている数少ない材料
である。この材料に分子生物学的手法を取り入れ
るため、我々は以前、暗所の胞子体葉よりフイト
クロムcDNAクロ}ンを一つ単離、塩基配列を決定

した1)。今回、そのcDNAの色素団結合領域をプロ

ープとして、ゲノムライブラリーより21の陽性ク
ローンを得た。これらのクローンの色素団結合領
域の塩基配列から、ホウライシダ・フィトクロム
遺伝子は最低3つのメンバーから成るファミリーで
あり、アミノ酸レベルでお互いに高い相同性があ
ることが明らかになった。これらは全て高等植物
のフィトクロム遺伝子よりも下等植物のフィトク
ロム遺伝子と高い相同性を示した。

1) Okamoto et al. (1993) Plant Cell Physiol. 34: l329・

1334 

lpHll 

ホウライシダ (Adianωmcapi1lus-veneris L.) 
フイトクロムFPl遺伝子を導入したアラピドプシス
形質転換体の解析
血杢堕王，阪本康司富沢健一人長谷あきら 3
和田正三(都立大・理・生物理研・フロンテイ

ア 2悶TE.植物分子生理 3東大・遺伝子実験施設)

ホウライシダのフイトクロムFPl遺伝子は、種子
植物のどのフィトクロム分子種とも、アミノ酸レ
ベルで50%程度の相向性を持つが、その推定アミノ
酸配列中に他の下等植物および、種子植物のフイ
トクロムBに共通のモチーフを有していた(Okamoto
et al. 1993)。また、この遺伝子の発現は光による制
御を受けないことが分かつている(第59回植物学会)。
そこで我々は、 FPl遺伝子が種子植物の中でフイト
クロムBと同様の機能を持っかどうかに興味をもち、
これをアラピドプシスに導入した。
FPl遺伝子を、 35Sプロモ}ターの制御下におい
て、アラピドプシス(L佃 dsbergerec叫に導入し形質
転換体を得た。形質転換体において、免疫化学的
にFPl蛋白質の発現が確認されたが、それらの粧軸
の赤色光および、近赤外光による伸長抑制は、野
生型のそれとほとんど変わらなかった。このこと
は、導入したFPlフィトクロムが種子植物内で匹軸
の伸長抑制に関わるような機能は持たないことが
示唆された。



lpH12 
赤色光誘導光屈性を欠くホウライシダ突然変異体の

単離とその特徴

門田明雄、和田正三 (都立大・理・生物)

シダ配偶世代では胞子発芽、原糸体成長、光屈性、

葉緑体光定位運動など様々な反応がフィトクロム、

青色光吸収色素の両者により調節されている。今回

はホウライシダ胞子の EMS処理により赤色光誘導

光屈性を欠く変異体を単離し、その光反応を調べた。

胞子は滅菌後、 EMSで24時間処理し、約2週

間、側方からの赤色光下で培養し、赤色光に対し光

屈性を示さない変異体を 4株単離した。これらの変
異体はいづれも青色光に対する光屈性は正常であっ

た。また、葉緑体光定位運動を調べると、すべての

株において青色光反応は毘られるが赤色光反応は認

められなかった。さらに、これら変異体のうち、自

家受精により胞子体が得られた 1株から胞子を集め、

胞子の光発芽反応を調べたところ、野生型と同様の

フィトクロム依存を示した。これらの結果は、赤色

光による光屈性と葉縁体定位運動が胞子発芽とは異

なるフィトクロム系、あるいは信号伝達初期過程を

持ち、ここで単離された変異体がこの部分に変異を

持つ可能性を示唆する。

lpH13 

ゼニゴケ (Marchantiapolymorpha L.) 
胞子の光発芽の解析
中里 直、門田明雄、和田正三 (都立大・理・

生物)

ゼニゴケの光形態形成反応を明らかにするため

に、まず胞子発芽に対する光の作用の解析を行っ
た。ゼニゴケ胞子は白色光下では高い発芽率を示
すが、暗所ではほとんど発芽せず、光発芽性を示
す。白色光による発芽誘導には、 10時間以上の連
続光照射が必要であった。近紫外・青・緑・赤・
近赤外の各波長域の光で0.IWm-2、1日照射によ

る波長効果を調べると、赤色光が最も効果的であ
った。しかし赤色光を用いても発芽誘導には10時
間以上の光照射が必要であった。そこで間欠照射
による発芽誘導を調べたところ、 2時間毎に15分
間の赤色光照射を 1日行うと、高い発芽率が得ら
れることがわかった。しかしこの間欠照射による

赤色光の効果は近赤外光で打ち消すことはできな
かった。そこでさらに光発芽に対する光合成阻害
剤配MUの効果を調べると、 100μMの配MUで発
芽が阻害された。ゼニゴケ胞子が暗所でも葉緑体
を形成すること、培地に糖を加えると暗所でも発
芽が起こることから、胞子の光発芽には光合成が
関与していることが示唆された。
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lpH14 
ミズワラビ前葉体における青色光による細胞伸長阻

害の微光束照射法による解析

担旦」重，門田明雄，和田正三 1 (東京大・教養酬

生命都立大・理・生物)

ミズワラビ (Cθratopterisrichardii)胞子を白色光
照射により発芽誘導した後に暗所で培養すると，細

長いへら状の前葉体になる。このへら状前葉体は，
先端部に分裂組織，中間部に伸長域，基部に伸長停

止域を持つ。この前葉体に青色光(約 2Wm-')を
連続照射すると，伸長域の細胞が伸長停止し，表層

微小管の配向が生長軸に直角から，斜めもしくは平

行に変化することは既に報告した(日本植物学会第

58回大会)。本研究では，微光束照射法によりこ
の伸長阻害における光受容部位の検討を行ったので

報告する。
2 Wm-'の青色光を先端分裂組織，伸長域の細
胞，および前葉体全体に照射した。先端分裂組織を

照射したものでは，光照射しない対照と同様に，伸

長域の細胞伸長は阻害されなかった。一方，伸長域

の細胞を照射したものでは，前葉体全体を照射した

場合と同様の伸長阻害が見られた。この結果は，ミ

ズワラビ前葉体では青色光による細胞伸長阻害の光

受容が伸長細胞自体によって行われていることを示

している。

lpH15 
MORPHOLOGICAL RECOVER Y OF ELONGA TED 
INTERPHASE NUCLEI IN PROTONEMA T A OF THE 
FERN Adiantum capillus-veneris 
Christian WUNSCHl， Masashi KURACHJ2， Mahito 
KIKUMOT02， Hideo TASHIR02， Masamitsu WADAl; 
lDept. Biol.， Tokyo Metropolitan Univ.， Hachioji 192-03， 
2Photodynamics Research Cen隠r，RIKEN， Sendai 980 

Morphological recovery of elongated interphase nuclei in 
protonemal cells of Adiantum capillus・venerisafter cen-
trifugation is driven by the microfilament system and other 
factors which probably reside in the nucleus (unpublished 
data). We recently started to investigate the propeロiesofthe 
nuclear interior during recovery by using the optical汀ap.
After basipeta1 centrifugation at 2000 x g over 2 h， most of 
the nucleoli were located in bubble-like terminal widenings 
of the elongated nuclear basal pol巴sand connected to the tip 
of the chromatin thr巴ad出atspanned through the elongated 
nuclear region. Using an infrared laser汀apwith a final 
trapping force of about 10 pN， the nucleolus inside not cen-
trifuged nuclei was not moveable， but it could easily be 
moved in three directions inside the terminal bubble after 
basipeta1 centrifugation. Despite arrestment of the nucleolus 
by the optica1 trap， the surrounding bubble continued moト
ing acropetally， suggesting that the chromatin thread and 
the nuclear envelope may shorten ap紅t合omeach other. 
From further experiments using laser optics in the living 
cell， we expect to determine the extent of membrane tension 
in the nuclear envelope and perhaps chromatin tension in 
deformed interphase nuclei. 



lpH16 
ヒゲカビ接合反応における光阻害の作用スペクトル

山崎裕司片岡博尚ー宮寄厚司渡辺正勝¥大瀧保 (東
北大・遣互百---，基生研・培養育成)

接合菌ヒゲカビ (Phycomyces blakesleeanus) 
の有性生殖である接合反応は‘光で阻害司あるいは

遅延きれる.基生研の大型スぺクトログラフを用い

てこの光阻害の一連の作用スペクトルを得た.ヒゲ

カピの有性生殖器官は(+)(ー)の菌糸先端が接触し守接

合枝を作った後司 7~8の形態的に特徴ある段階を経
て約25時間で接合胞子ができる.48時間の連続単色
光照射の後で生殖器官数の段階ごとの配分パターン

から司各発達段階の光感受性を解析するためにー移

行率なる指標を導入した.これはある段階の器官数

の何%が‘次ぎの段階に進んだかを示すものである.

一連の光強度一移行率カ ブから発達段階ごとに異

なる6種の作用スペクトルを得た.発達後期になる
ほど光感受性が高かった.前配偶子嚢形成までの初

期過程匝害の作用スペク卜jレは350-370nmの峰と
410nmの小さい肩を持った.次の配偶子嚢形成は
UV-A光のみで阻害された.接合子形成からの最後
の段階は司弱光と強光で匝害されーそれらの作用ス

ペクトルの形は異なった.すなわち司前者は卓越し

た390nmの峰と490nmのE峰を持ち可後者はUV-A
から紫の領域に接近した2峰 (370nm，41 Onm) を持

っていた.

lpH17 
PHYA-MEDIATED CHANGES IN PLASTID 
DEVELOPMENT IN ARABIDOPSIS COTYLEDONS 
CAUSED BY IRRADIATION WITH CONTINUOUS 
FAR-RED LIGHT. 
Naoko K. NISHIZA W A， Simon A. BARNES， Ronaldo 
QUAGGIOキGarryWHITELAM and Nam-Hai CHUA; 
Lab. of Plant Molecular Biology， The Rockefeller Univ. 
New York， NYIO021-6399， USA， *Dept. ofBotany， 
Univ. of Leic巴ster，Leicester LEl 7RH， UK 

Irradiation by continuous far-red light blocks greening 
of Arabidopsis seedlings. Irradiation by far-r巴dlight for 
2 days is sufficient for wt seedlings (Landsberg) to lose 
the ability to turn green after exposure to white light. 
However， a phyA null mutantphyA-201 and a mutant 
fhyl， that is proposed to lack a signaling component of 
the phyA signal transduction pathway， were still able to 
turn green even after 4 days of irradiation. In contrast to 
phyA-201 andfhyl， a phyB mutant phyB-1 could not 
turn green after 4 days of irradiation similar to the wt 
Therefore， the block of greening caused by continuous 
far-red light is mediated by phyA and the phyA signal 
transduction pathway but not by phyB. Plastid 
d巴velopmentin cotyledons irradiated by continuous far-
red light was investigated by EM. As a result， w巴found
that vesicles appeared specifically in developing plastids 
of wt and phyB-l. Far-red light， therefore， causes ab巴rrant
plastid dev巴lopmentin Arabidopsis seedlings. Addition 
of sucrose to the medium repressed the block of gr田 nmg
and formation of vesicles 
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2aHOl 
形質転換タバコにおけるSU!，SRK!ゲノムクローン
の発現

盆杢盟l、渡辺正夫、鳥山欽哉、磯良彰1、日向康吉
(東北大・農、 1奈良先端大・バイオサイエンス)

自家不和合d性Brassicacampestrisから単離した自家
不和合性関連遺伝子SLG'，SRK"のゲノムクローンを

タバコに遺伝子導入し、その発現を解析した。

SLσとSRK"のプロモータ一部分には、雌しべでの
発現に重要だとされてきた保存領域(boxIll)におい

て7bpの欠落が認められたが、両遺伝子は形質転換

タバコの雌しべで正常に発現していた。この結果

により、雌しべでの発現に必要なプロモーター領

域が、 Dzelzkalnset al. (1993)が示したものより、小
さいことが推定された。

また、 SRK"を導入した形質転換タバコにおいて
SLG様の転写産物が確認され、 SRKがオJレタネイテ
イプ・スプライシングによりSLG様のタンパク質を

産生していると考えられた。このSLG様タンパク質

は、 SLG、SRKと共に自家不和合性の認識反応に重

要な働きをしていると思われる。

2aH02 
ユリの減数分裂時期に発現が誘導されるLlM18遺伝子
の機能解析

量旦昆虫王、平塚理恵1、平塚和之、高瀬尚文、
堀田康雄(奈良先端大・ハイオ、 1慈恵医大・生物)

LlM18遺伝子は、減数分裂時期のユリ花粉母細胞より
単離された遺伝子であり、 HSP70様蛋白質をコードす
るO 減数分裂進行過程では、遺伝子の組み換えが高頻度

で起こり、特異的な蛋白質の合成・分解活性が高まるこ

とが知られている O この点とHSP70蛋白質が分子シャ
ペ口ンとして機能することを考えると、LlM18遺伝子産
物がこの時期に合成される蛋白質の高次構造の形成過程

や、遺伝子組み換え等に関わる各種蛋白質の細胞質から

核への輸送、および細胞骨格や染色体構造の変化に関与

する可能性が考えられる O そこで、これらの可能性を検

証する目的で、大腸菌に発現させた組み換えしIM18蛋白
質を抗原に用いて抗体を作成し、LlM18遺伝子産物の組
織・時期特異性、発現様式の解析を行った。

解析の結果、 (1)減数分裂時期のユリ花粉母細胞に

は、LlM18遺伝子産物を含めて、少なくとも2種類の
HSP70様蛋白質が恒常的に存在することを高等植物で
初めて見出した。 (2)LlM18遺伝子産物は、ユリ花粉
母細胞の熱処理によって量的変動を示さず、LlM18遺伝
子は非熱誘導型Hsp70様遺伝子であると考えられた。



2aH03 
雄性生殖細胞形成過程に発現誘導されるセリンプロ

テアーゼに関する研究

上稼洋敬，奥田将生，平塚理恵，平塚和之，直通且玉L
堀田康雄(奈良先端大・バイオサイエンス慈恵医大・

生物)

テッポウユリ (Uliumlongiflorum) の雄性生殖細胞

形成過程の減数分裂期に転写誘導が見られるLlM9遺

伝子は、推定されるアミノ酸配列からセリンプロテア

ーゼをコードしていると考えられる。今回、テッポウ

ユリの減数分裂期の各ステージの花粉母細胞、花粉、

花粉管を伸長している花粉から細胞抽出物を調製し、

LlM 9プロテアーゼの発現様式をポリク口ーナル抗体

を用いたウエスタンブロット解析により調べた。ザイ

ゴテン期から四分子期の花粉母細胞では、 75kDa， 78 

kDa，85 kDaの位置にシグナルか.検出され、花粉では

75 kDaのシグナルのみが見いだされた。減数分裂期の

各ステージの花粉母細胞でのプ口テアーゼ活性を調べ

たところ、 75kDaの LIM9プロテアーゼが検出され

るザイゴテン期以降のステージで、プ口テアーゼ活性

の上昇が確認された。細胞内局在性を調べた結果と併

せて、LlM9セリンプロテアーゼの生殖細胞形成過程

における機能について考察する。

2aH04 
蘇類 Physcomitrellapatensのカルス及び配遇体

初期発生の走査型電子顕微鏡による観察

藍屋畳二盤、東江昭夫(東京大・理学系研究科)

蘇類の Physcomitrellapatensは世代時間が

2ヵ月半と短く、原糸体と配偶体が半数体であ

るため以前から遺伝学の材料として用いられて

きた。オーキシンやサイトカイニンといった植

物ホルモンが細胞分化に関わり、特にサイトカ

イニンが原糸体からの配偶体を誘導することが

知られている。我々はこれまでにサイトカイニ

ンとグルコースで P.patensのカルス分化とそ

の再分化系を確立し、植物ホルモンの応答が異

常になったいくつかの突然変異体の解析を通じ

て、カルスと配偶体の発生初期が生理学的に近

い性質を持つことを示してきた。今回、その類

似性をさらに詳細に調べるため、カルスの形成

過程と配偶体の初期発生の表層構造を走査型電

子顕微鏡を用いて表層構造を観察し、野生型と

突然変異体で比較したので報告する。

2∞ 

2aH05 
高密度培養条件下でのニンジン不定脹形成

返亙盤整、矢崎芳明、清田誠一郎 (農水省・生物研)

一般に高細胞密度条件下では不定膝形成が阻害される

ことが知られており、その原因として、細胞から培地中

に何らかの阻害物質が放出されるためと考えられてきた。

静置矯養による形態観察を中心としたこれまでの研究で、

高細胞密度条件では酸素濃度低下等のガス環境の悪化と

培地の酸性化が確かめられた。

今回はこれらの環境要因についての定量的な検討とそ

の人為的調節についての予備的な検討を行った。このた

めに溶存酸素濃度及び培地pHを測定・制御可能な回転型

培養装置を導入した。その結果、好気的なガス環境(平

衡する気相の酸素濃度換算で15%以上)を維持し、 培地

pHを調節することによって、高密度条件下(initialで

約0.5ml PCV/500 ml -2，4-D MS medium)、3週間の培養
期間で大量の魚雷型庇(約2x10官)を含む不定限を調製

することができた。(全収量約60gfresh weight) 

2aH06 
シロイヌナズナにおけるAtECP遺伝子のRFLPによるマッピング

畳一...!!l主、斎藤力、米国好文1、鎌田博(筑波大・生物北大・

院・理)

私たちはシロイヌナス.ナの成熟種子から、ニンジンECPのホモロー
グをコードするAtECP31とAtECP63cDNAをクローニングしてその塩
基配列を決定し、ノーザン解析を行ったところ、それらはLEAタンパ
ク質をコードし、成熟種子においてのみ発現しており、匪発生後期、

特に怪の成熟や乾燥耐性の獲得に関与することが示唆された。しかし、

その真の生理機能を解析するためには、突然変異体の単灘が必要であ

る。シロイヌナズナでは、匪発生に関する多くの突然変異体が知られ

ているので、 AtECP遺伝子のRFLP解析を行って染色体へのマッピン
グを行い、これら突然変異体との位置関係を調べることとした。

まず最初に、野生型のColumbia:株とLandsberg株のゲノムDNAを用
い、さまざまな制限酵素で切断した後にゲノミックサザン解析を行い、

制限酵素断片長型(RFLP)を探索した。その結果、 AtECP31cDNAにお
いては、 BstNlで、 AtECP63cDNAにおいては、 Psdで切断した場合に、
RFLPが見られた。次に、 mto-1とW100を交配させ、 F2植物における
マーカー遺伝子の分磁を検索するとともにし、各植物個体からゲノム

DNAを抽出し、 BstNIあるいはPstlで切断した後に、ゲノミックサザ
ン解析を行うことで、 RFLP分離データを得た。これらのデ一歩をも

とに、コンヒ・ユ ターによる連鎖分析を行ったところ、 AtECP31は
hy2友ひ冶11と、 AtECP63はcer2と連鎖しており、それらのおおよその
位置も決定できた。 hy2とgl1は三番、 cer2は四番染色体上に存在する

ので、 AtECP31とAtECP63はそれぞれ三番と四番染色体に位置するこ
とが明らかとなった。現在、 CAPS法やSLLPs法でさらに詳細な位置
決定を行っているところである。



2aH07 
ニンジンの再生した幼植物体からの不定怪形成について

佐藤豪、保田浩、増田宏，44 (帯広音大・生物資源化学)

私達は、これまでにニンジンの芽生えの匹軸切片を2.4-Dで短時間

処理!し、次いで植物ホルモンのない培地に移し培養すると不定匪が

形成されるという系を見いだした。しかし、この系では生化予的研究

をする場合において、不定笹形成の頻度や同調性について問題があ

りました。そこで、今幽はこの系で再生した幼縞物体を材料にしてZ

4-0で同様に処理することにより、芽生えのものと比べて、より短時

間で、より高頻度かつ同調的に不定匪が形成されることを見いだし

たので報告します。

再生した幼植物体の匪軸切片を2.4-0(1・g/I)で24時間処理し、次

いで植物ホルモンのない培地に移し培養すると4日目頃から妊輔の

表皮が大きく剥がれ始めてくる。この場合、剥がれた表皮細胞は分裂

して細胞塊を形成している。これら細胞塊形成は高頻度で同調的に

行われていた。これらをさらに域一養すると、高頻度である程度同調的

にnIj球状Ifを経て球状Ifになる。人為的に匪軸から剥がした表皮組

織と細胞地形成時(楕養前期)と前球状匪形成時(矯養後期)及び路状

匹形成時の4段階の細胞を用い3sS-.ethionincの取り込み実験を行っ

た。その結果、特に培地のタンパク質組成がjにきく異なっていた。こ

の他に、私達の不定怪形成系で得た魚沼塑匪段階までの不定脹を2.4

Dで処理し、その後2.4-0のない核地で格養しても不定座は形成され

ず幼植物体に再生したもので初めて形成された。これら再生した幼

楠物体からの不定脹形成の初期段階過程をSEIで観察したのであわ

せて報t与する o

2aH08 
ニンジン不定匪形成におけるcxpandingccllの細胞間接着について

保団法、増田宏，ι(帯広南太・生物資源化学)

私達は、以前にニンジンの不定匪形成過程で細胞塊や不定匹の表面に

cx凹 ndingccllの存伐を見いだし、それが不定怪の形態形成にも関連が

あることを市唆する報告をした(植物学会、金沢、1995)。これらのcxpand-

ing ccllが不定匹表面で分裂と伸長を繰り返していくが、不定匪を一定

の形に修正していく過程では、細胞同士が堅く機着しなければならない。

今凶は、 cxpandi ng cc 11と細胞との接着を走査明電子顕微鏡により観察

したのでその結果を報告する。

走査JI'!電子顕微鏡で細胞塊や不定経を構成する細胞の表面を拡大する

と細かい縞模様が観察された。cx凹 ndingccllが伸長する場合、この舗模

様は伸長している部分ではより相官にな旬、伸長が停止した部分では粗に

なっていた。このことは、この績額様が伸長と関連するのかもしれないこ

とを市している。また、expandi ng ce 111司土が互いに接触する部分では、

この縞桟様が僧合していた。一正j、細胞塊や不定笹を2.4-0存紅下で培養

すると、それらの発達は、抑制されることがよく知られている。そこで、2.

4-0で処理した細胞塊や不定佐の細胞表面を観察すると、cxpandingccll 

が伸長しないと恩われる結果を得て、さらに、細胞表面の縞模織が般機さ

れていることが分かったのこのことは、2.4-Dによる不定匪形成の抑制が

部分的にcxpanding ccllに影響を与えることにより起こるのではない

かと推定した。
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2aH09 
迅速かっ容易なニンジン不定座への遺伝子導入法
得字圭彦ぺ福田裕穂1 2 ( 1東北大院・理・生、 2東大・

理・植物園)

ニンジン不定匪形成は怪発生過程の良いモデル系とし
てこれまで広く研究されており、この過程で発現する様
々な遺伝子が報告されてきた。これらの遺伝子の機能解
析のために遺伝子導入は必須である。従来はカルスや懸
濁培養細胞にAgrobacteriaを介して遺伝子を導入すると
いう手法が取られていたが、この方法では短期間に多数
の形質転換体を得るのは困難であった。増田らはニンジ
ン芽生えの妊軸切片を高濃度の2.4 -Dで短時間処理し、
ホルモンを含まない培地で培養すると、一ヶ月以内にカ
ルスを経ないで直接不定妊を形成することを報告してい
る。この系を利用し、 Agrobacteriaを介して遺伝子導入
を行えば、より早く、かっ容易に形質転換不定匪が得ら
れるのではないかと考え、諸条件について検討したのニ
ンジン(夏蒔鮮紅五寸lの芽生えの匹軸に48時間、 lmglt 
の2.4 -D処理後、 Hygromycin抵抗性遺伝子とGUS遺伝子を
Agrobacterium tumefaciens EHAIOl'こより導入すること
にした。ホルモン無しの培地上で5日間前培養することに
よって、目杢軸表面のクチクラ層を破壊させ、 Agrobacteria
が感染しやすい状態にして感染させたところ、一ヶ月以
内という短期間で形質転換不定症が多数得られた。また、
この不定怪から再生した幼植物体を再び2.4 -Dで処理す
ることによって二次不定妊を形成させることができ、同
じ遺伝子が導入されたクローン不定脹を大量に得ること
が可能になった。

2aHI0 
無窒素培養と日長性による花成誘導の共通性と相違点

墨盆監ヨ，田中修(甲南大・理・生物)

アオウキクサ151系統の花成は、 72時間以上の無窒素培養

により、誘導される。花成を誘導する無窒素培養の期間は

異なるが、 6746系統や441系統においても、無窒素培養によ

り、花成が誘導される。それ故、無窒素培養による花成誘

導系は、アオウキクサに普遍的に存在すると考えられる。

この無窒素培養による花成は、タンパク質の分解により体

内に場加する遊離リジンに由来することが示唆されている。

一方、これらのアオウキクサは短目性であり、日長効果に

よっても、花成が誘導される。そこで、日長性による花成

誘導が、無窒素培養による花成誘導と同じ機構でおこるの

かを知るため、 2つの花成誘導を比較、検討した。
その結果、日長性に敏感な6746系統では、日長性による

花成誘導はリジンにより促進されること、花成誘導に必要

な無窒素培養期間とほぼ同じ長さの一回の暗黒処理により

花成が誘導されること、この暗黒処理中にタンパク質の分

解が起こること、エラスタチナールによりこの花成誘導は

阻害されることなどが明らかになった。それ故、無窒素培

養と日長性による花成誘導が共通していることが示唆され

る。しかし、 151系統や441系統においては、 2つの花成誘

導にいくつかの基本的な違L、があることが明らかになった。

これらの結果を基に、日長性による花成誘導機構について

考察する。



2aHll 
アサガオf1oricaula-leafyhomologのcDNA単離と発現解析

企壁道之、小野公代1、井上正保、鎌田博1 (秋田県農短大・

生工研筑波大・生物)

花芽誘導の分子機構を解明する目的で、短日植物アサガオ

(Pharbitis 凶 Cho町 cv.Violet)のf1oricaula-leafyhomolog 
(PnFLH) の cDNAをクローン化してその発現を調べた。

キンギヨソウのf10ricaulaとシロイヌナズナの leafyは花芽形

成の最初期から茎頂で発現することが知られている。

f10ricaulaとleafyのmRNAの保存性の高い領域に基づいて

PCR法によりゲノムDNA断片を増幅し、そのエクソンをプロ

ープとしてアサガオ頂芽の cDNAライブラリーをスクリーニ

ングして cDNAクローンを得た。 PnFLHの mRNAの蓄積に

基づく発現様式を RT-PCR法等によって解析した。

PnFLHの cDNAの塩基配列は、f10ricaula及び leafyのそ

れと高い相同性を示した。 PnFLHのmRNAは芽生えの各器官

の中で頂芽のみで検出された。しかし、この mRNA は栄養

成長段階にある連続光下(長日条件)で育てた6日目の芽生
えの茎頂において、短日処理の有無に関わらず検出された。

また、搭種後2週間自の幼植物の第l節の肢芽は休眠してお
り短目処理による花芽誘導を受けないりが、この肢芽でも

PnFLHの mRNAは検出された。これらの結果はアサガオの

PnFLH の mRNAの蓄積と短目処理による花芽誘導現象との

間には相関関係が無いことを示しており、タバコの相同遺伝

子NFLの結果と類似していた。

1) M. Ono et al. Phyiol. Plant. 87，1-6 (1993) 

2aH12 
Differential display法によるアサガオ花成誘導特異的遺
伝子のクローニング

4こ宜--.i進、 l小野道之、鎌田博(筑波大・生物、
l秋田県農短大・生工研)

アサガオ (Pharbitisnil Choisy， cv. Violet)は、光周刺
激に極めて敏感な短日植物であり、芽生えの段階でも一

回の短日処理によって花芽を誘導できる。このような光

周的花成誘導を行う植物では、葉が光周刺激の感受及び

花成誘導物質の生産の場であると考えられている。本研

究では、花成誘導中の子葉での遺伝子発現の変化を調べ

る目的で、 differential display法を用い、光周的花成誘

導条件下で特異的に発現するmRNAの検出を行った。

花成誘導条件のみで検出されるバンドを同定し、得ら

れたバンドをプローブとして子葉のcDNAlibraryをスク

リーニングし、対応する全長クローン(PnC401)を単離し

た。このクローンは既知の遺伝子とのホモロジーは検出

されず、新規の遺伝子であることが示唆された。ノーザ

ン解析の結果、 PnC401は、誘導時期中に発現量が増加
し、誘導暗期終了直後には著しく発現量が減少し、また、

サーカデイアン変動を示すことも明らかとなった。一方、

限界暗期長がVioletより短い品種Kidachiでは、誘導暗期

中の発現のピークがVioletより早くなっており、花成誘

導と PnC401の発現に何らかの関係があることが示唆さ

れた。
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2aH13 
トランスポゾンタッギングによるイネ開花時期を

決定する遺伝子へのアプローチ

五里豆阜人中野年継井沢毅人橋本尚子
島本 功 1 (lNAIST・バイオサイエンス植工研)

イネは代表的な短日植物であり司その開花時期は日

長感受性によって決定されている。我々は環境変化に

応答する開花機構を明らかにするため，日長に対して

非感受性で開花時期に影響を与える突然変異体をトラ

ンスポゾンを用いて作製し，その遺伝子を単離するこ

とを目的とした研究を行っている。

まずAc転移酵素遺伝子を導入した形質転換イネとDs
を導入した形質転換イネを交配し司得られた個体の自

殖F3司F4世代をスクリーニングして開花時期が早く

なっている系統を選抜した。さらにこれらの系統のFs
世代を調べた結果司変異体の表現型は安定しており司

日世代同様に開花時期が早くなっていた。 Fs世代C-2-3

系統のサザン解析において司各ライン内において共通

の場所にみられるDsの存在を確認することができ司

IPCRi去によってこのDsi.丘傍の遺伝子を単離した。さら
にRT-PCR法により司今回単離した遺伝子は構造遺伝子

で.イネにおいて転写されていることが.示唆された。

現在需単離した遺伝子が開花時期に関与するかを調

べるために司 Dsが転移した結果生じる復帰変異体の解
析を進めている。

2pHOl 
シロイヌナズナ花序形態形成突然変異acaulis2の

遺伝子領蟻に検出される遺伝子の発現の解析

稲場ー日向野久美子、加藤敦之、米国好文

(北大・大学競理・生物科学)

栄養生長から生殖生長への移行時期に、シロイヌナズ

ナにおいては花茎が伸長し花序を形成する。単離された

acaulis2(acl2)変異株は花茎の節間伸長に欠失を示し、

ACL2遺伝子はこの伸長に関与していると考えられる。

ACL2遺伝子の発現部位や時期、その機能は未解明であ

り、遺伝子の現象への関与の解明を目指しACL2遺伝子

の単離を試みている。タギングや欠失による変異株が得

られていないため、遺伝子の単離には、遺伝子座位に基

づく方法を用いている。 ACL2座位近傍の詳細な遺伝子

地図を作成、近傍のマーカーを起点としYACクローンを

用いた染色体歩行を始めた。以降、 ACL2座をはさみ存

在するSSLPマーカ一、 nga280、ATHGENEAの聞に組

換えのあるF2植物を約 1000株の中から集めて解析し、

ACL2座近傍に新たな組換え点を同定、 ACL2遺伝子領

織を狭めた。また、 YAC、P1クローンのコンティグを

作成し、この中からACL2鹿を含むYAC、P1クローン

を得た。これらのクローンに存在する遺伝子をcDNAの

単離により明らかにし、その発現機式の解析を進める。



2pH02 
花芽形成抑制遺伝子としてのシロイヌナズナpm
突然変異体の解析
i呈」隼二郎】ヘDet!efWeige!'，町田 泰則1、
岡田清孝3、志村令郎ヲ c名大、理、
'Sa!k Institute for Bio!ogical Studies、ヨ京大、 理)

シロイヌナズナのpm突然変異体は花芽が形
成されにくく、 tf1突然変異体は茎頂部が花芽に
変換する。 pin突然変異体は時々tf1突然変異体
様の表現形を示すことからpmの茎頂部は花芽
としてのIDENTITYを獲得していると考えられ
る。花芽形成にはAPl，LFY遺伝子が機能するこ
とが必要で、あると考えられており、 tf1突然変異
体の茎頂部ではAPl，LFY遺伝子が発現し、花序
が花芽に変換されることがしられている。 pin
の茎頂におけるAPl，LFY遺伝子の発現を検証し
た結果APlの発現はみられたが、 LFYの発現は
見られなかった。そこで、pm突然変異体におい
てLFY遺伝子を強制発現させたところ花芽形成
が促進され，tf1突然変異体の強いalle!eのような
表現型を示した。このことから、 PIN遺伝子は
TFL遺伝子と共同的に働いてAPl遺伝子を抑制
することで花芽形成を抑制しているが、 TFLは
APl， LFY両遺伝子の発現を抑制するのに対して
PINはAPl遺伝子のみを抑制することが示唆さ
れた。

2pH03 
シロイヌナズナの花成遅延遺伝子の遺伝学的解析

主主一塁・ Marty F. Yanofsky'・岩淵雅樹(京都
大・理・植物カリフォルニア大・サンデイエ

ゴ校・生物)

この 10年間に、花芽形態形成過程の遺伝学的
制御機構に関する理解は大きく進展した。この過

程の最も初期の過程である花芽分裂組織のアイデ

ンテイティーの決定に関与する遺伝子が最近にな

ってクローン化され、その詳細な解析が進められ

ている。その結果、これらの遺伝子の直接ないし

は間接の制御因子としての花成誘導遺伝子の理解

の必要性の認識が高まりつつある。

シロイヌナズナでは 10以上の花芽誘導遺伝子
が「花成遅延突然変異jとして同定され、遺伝学
的・生理学的に研究がなされてきた。さらに、最

近になって2つの遺伝子がクローン化された。
われわれは、新しい花成遅延突然変異の単離と

当該遺伝子のクローン化を目的として、 Columbia

野生株およびそれに由来するapl-13変異を親株と
したT-DNAタグ・ラインの作出と突然変異体
のスクリーニングを進めてきた。その結果得られ

たT-DNA挿入変異と考えられる花成遅延変異
態の解析について報告する。
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2pH04 
シロイヌナズナを用いた根毛の形態形成に関与する
遺伝子の解析
込量逮三豆、和田拓治、石黒澄衛、岡田清孝(京大・
理)

寒天培地の表面を這っているシロイヌナズナの根
では、根毛は短く、根の軸にたいして垂直に伸びる
(寒天面型)が、根が空中に飛び出した場合には、
根毛は長く、斜めに伸びる(空中型)。オーキシン
やエチレン抵抗性の変異体は、空中型は正常に生じ
るが、寒天面上では根毛を生じない。このような根
毛の形態変化がどのような仕組みで起こるのかを明
らかにするために、 EMS処理した種子をスクリーニ
ングし、寒天面上では根毛を生じるが、空中では根
毛を生じない変異体 (rot120) を単離した。野生型
およびこれらの変異体を液体培地中で育てたところ、
rotl20変異体では根毛の伸長が見られず、野生型お
よび、aux1変異体の根毛は空中型に類似した形態を
示した。よって、空中に飛び出した場合の刺激が乾
燥によるものではないことが示唆された。 aux1変
異体と rot120変異体の三重変異体を作成したところ、
根毛はrot120変異体の形態を示した。よって、
rotl20遺伝子は根毛形成に関してaux1遺伝子と同じ
pathway上で、働いていることが示唆された。現在、
その他の根毛に関する変異体とも二重変異体を作成
中である。また同時に、根毛が太く短く、校わかれ
する変異体 (rot424)も単離した。これらの遺伝子
はrot120が第 5染色体上に、 rot424が第4染色体上
にマッピングされた。

2pH05 
葉形態形成に関わる遺伝子LANCEOLATUS 1及びMACRO-
PH}包LAーアラピドプシスの変異株を用いた発生遺伝学的解
析

金-i愛塚谷裕一・内宮博文(東京大学・分子細胞生物
学研究所)

双子葉植物の業は複雑な発生過程を伴うため、その形態形
成の仕組みはまだ十分解明されていない。そこで、我々はア
ラピドプシスから業の形態の突然変異株を単離解析すること
で、葉の発生過程に与える遺伝制御系の解明を目指している。
ここでは、細く小型の業の形態を示すlanceolatusl(lan 1)変異株
(塚谷ら、 94年度目本植物生理学会大会)及び大葉の形態を
示すmacrophylla向ac)変異株を解析した結果について報告する。
LANl遺伝子は第2染色体上 32.8:t4.0map unitに位置し、そ
の変異は葉身の細胞の伸長欠損と共に、細胞の数の減少を引
き起こすことが確認された。この解析結果からLANl遺伝子は、
薬の展開に際して細胞伸長、及び細胞分裂の促進に関わる遺
伝子であることが示唆された。一方、表現裂として大型の棄
を示すmw::rophyJla変異株は、解剖学的解析の結果、葉身の細
胞分裂の過程に欠損がなく、細胞伸長が促進されていること
が確認された。この結果からMAC遺伝子は、;flの展開に際し
て細胞伸長の抑制、ないし終止に関わる遺伝子であることが
示唆された。二重変異株の作製から、これらの二つの遺伝子
は独立に機能することが明らかになった。葉の展開過程にお
ける細胞の分裂と細胞伸長との相互作用について、また、葉
の形態形成を司る遺伝子ネットワークについて、これまでに
単離した変異株との二重変異株を作製した結果と併せて考察
する。



2pH08 
アラビドブシスねじれ変異株の解析

撞杢峰、渡遜夕子、内田純也、立元秀樹、 仁原和子、

鹿内利治、山田康之(奈良先端大・バイオ)

2pH06 
7ラビドプシスの子葉における形態異常変異体の単離と解析

正~王、金奥泰、塚谷裕一、内宮博文(東大・分子細胞生物

学研究所)

植物体の中心軸(花茎、目安軸、主根など)が細胞分

裂を伴わず、に真っ直ぐに伸長するためには組織を構

成する全ての細胞層が伸長方向に同調して伸長しな

ければならない。この同調的細胞伸長が崩れた場合、

例えば中心軸の片側が反対側より速く伸長すれば屈

性現象が見られる。もし、表皮細胞層がIjl心柱よりも

速く伸長する場合には表皮細胞層がねじれ、中心軸が

ふ;くなると想像される。こうした中心軸のねじれは幼

梢物を堅い寒天上で育てた場合にねじれの}j向に対

応して根が重h五向からずれた一定方向に伸長する

ことから簡便に判別できる。我々は高速中性子で照射

したアラピドプシス M2幼植物から棋が寒天上で通

常の伸長)J向に対し常に左にずれる劣性突然変異株

をら株単離した。このうち、解析の比較的進んでいる

3株については同一の遺伝子座の変異であり、これら

の変異株を spiral(spJ) と命名した。

我々は双子葉植物の葉形態形成のメカニズムを解明するため

に、アラピドプシス (Arabidopsis的aliana (L.) Heynh.) をモデ

ル植物とした発生遺伝学的解析を進めてきた。本研究ではアラ

ピドプシスの子葉に注目し、その解析を行なっている。子葉は

本業に比べ形状が単純・小型であり、細胞数が少なく解析しや

すい。また、妊発生の過程でほぼ細胞分裂が終了しているため、

その展開はもっぱら細胞伸長に依存する (Tsukayaet aJ.， 1994)。

したがって子葉では、業の発生過程を複雑にしている同時的、

同所的な細胞分裂と細胞伸長を分けて考えることが可能になる。

子葉はこのように、業の形成を理解する上で優れた材料である。

そこで、変異原処理したM2世代から子葉の形態に異常を示す

個体をスクリーニングし、変異体を多数単離したので、その変

異スペクトルについて概要を報告する。

一方、子葉と本葉のアイデンティティーについては古くより

意見が分かれている。この点に関して、子葉に本業的な性質を

示すl伺fycotyJedon 1 (Jec 1) 変異体 (Meinkeel aJ.， 1992) を用

いた解析も行なっているので、併せて報告する。 Jecl変異体と、

本業に特異的に変異形質の現れる変異体との聞に、二重変異体

を得た。その結果二重変異体では、本葉でしか現れなかった形

質が子葉にも現れるようになった。これは、 Jecl変異体の子葉

が本業に置換している可能性を示唆する。 LEC1遺伝子の制御

下にある葉形態形成機構について考察する。
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2pH07 
アラピドプシスを用いた葉身の伸長制御機構に関する発生遺

伝学的解析 ー細胞質表層微小管を介した制御系一

担盈起草、塚谷裕一、内宮博文(東京大・分子細胞生物学研

究所)

植物の形態形成は、特定の細胞が特定の時期に細
胞分裂ならびに細胞伸長を行うことで成り立つと考
えられる。細胞伸長を解析するために、芽生えを構
成する下腔軸伸長成長の生理学的、分子生物学的研
究が行われている。本研究ではこの下旺軸伸長成長
の分子遺伝学的研究を行うために、シロイヌナズナ
を用いて下腔軸伸長欠損変異体 ti n yの単離、解
析を行った。これまでに ti n y 1、t i n y 2、
t i n y3の3つの突然変異体を同定した。これら
の変異体は暗所において短い下旺軸をもつが、典型
的な構成的光形態形成変異体と異なり、表現型は下
腔軸特異的であることがわかった。 ti n y 1変具
体は下腔軸が短いほかに、青色光、近赤外光下にお
いてアントシアニンの蓄積が野生株より増加してい
る。また青色光受容体欠損変異体である cryl
(別名hy4-2. 23N)との2重変異体は、と
もに短い下腔軸をもつことから、 T1 NY  1遺伝子
はCRY1の下流に位置していると考えられる。
T 1 NY遺伝子の分子レベルでの機能解析を行うた
めにT-DNA系統 (Fe 1 d m a n n， 1991)よ
り単離した ti n y3を用いて解析を行ったとこ
ろ、変異と耐性マーカーとの聞に強い連鎖がみら
れ、 lコピーのT-DNA挿入を持つことがわかっ
た。現在、 IPCRにより近傍配列を単離し、
TINY3遺伝子のクローニングを行っている。
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葉は、植物の地上部の形態形成を解明する際に鍵となる器

官である。双子葉植物の葉の発生は、細胞の分裂と伸長とが、

同時的かつ同所的に起こる非常に複雑な過程である。演者ら

は、アラピドプシス(Arabidopsis的aJiana)を双子葉植物のモデ

ルとして用い、この複雑な過程から葉形態形成に関わる遺伝

学的素過程を抽出して、解析をすすめている。

変異体を用いたこれまでの解析により、菜身の展開過程に

おいて、細胞の伸長を介した葉形態の制御系が複数機能して

いることが判明した。その中には、細胞の極性伸長を介した

制御系と無極性伸長を介した制御系とが存在する。前者の制

御系においては、葉身横方向を制御するANGUSTIFOLIA(A川

遺伝子と、葉身縦方向を制御するRORUNDIFOLIA3(ROT3)遺

伝子とが、互いに独立に、業器官に特異的に機能しているこ

とを明らかにした(柘縮ら 日本植物学会1995年度大会)。

そこで、細胞の極性伸長との関連が知られている、細胞骨格

系について、その配向の観察を行なった結果、 AN遺伝子は、

葉細胞の細胞質表層微小管の配向を変えることにより、業形

態を制御している可能性が強く示唆された。さらに、 anrol3 

二重変異体についても解析を進めているので、あわせて報告

する。

また、これらの制御の相互関係を明らかにする目的で、そ

れぞれの制御系に関わる変異体問の多重変異体の解析につい

ても報告する。



2pHlO 
トライコム細胞特異的な発現に関与するシロイヌ

ナズナcdc2プロモーター領域の解析

全盛芝Ds，青山卓史，後藤弘爾，岡穆宏(京大・化研)

シロイヌナズナからクローニングされたCDα昌

遺伝子は酵母のcdc2欠損を相補し、分裂組織で高

頻度で発現していることからシロイヌナズナの細

胞周期制御に関与していると考えられている。今

回、 CDC2a遺伝子のプロモーター領域の短いDNA

断片をGUS遺伝子と融合しシロイヌナズナに導入

した形質転換植物はトライコム特異的にGUS酵素

活性が認められた。トライコムは葉などの表皮細

胞から分化した巨大な単一細胞からなり、細胞分

裂を伴わないDNAの複製により 32CのDNA量をも

っ。トライコムの形成過程とプロモーター活性の

相関関係を明らかにするために、上記の形質転換

植物をトライコム形成過程の様々な変異株

(gl1，g12，g13，ttg) と掛け合わせ、各変異株中での

GUS酵素活性を調べた。

2pHll 

イネ zebra 横縞葉)突然変異株における形質発現

の温度および光依存性

企丞2:J:主、楠見健介、水谷明子、岡山繁樹、佐藤光l、射場

厚

(九大・理・生物、 l九大・農・遺伝子資源センター)

イネ zeb回突然変異株何CM248)は、屋外での生育におい

て葉脈に対して垂直方向に緑の部分と薄緑の部分が交互に表

われる表現型を示す単劣性の突然変異株である。 TCM248を人

工気象器を用いてさまざまな温度、光条件下で生育させたと

ころ、 30'CLight 12h/ 20'C D国k12hの周期的な条件下で最も

顕著な zebra表現型を示した。この条件を基本生育条件とし、

温度条件と光条件を独立に変化させたところ、いずれの場合

もzebra表現型が観察されたが、温度、光条件とも一定にした

場合には観察されなかった。葉の緑の部分と薄緑の部分とを

比較したところ、薄緑の部分ではクロロフィルおよびカロチ

ノイドの蓄積が阻害されており、葉細胞中の葉緑体数が減少

していた。葉緑体の微細構造を調べたところ、薄緑の部分の

葉細胞中ではチラコイド膜などの膜構造が破壊された葉緑体

が多数観察された。さらに生育途中のTCM248について、温度・

光一定の条件から基本生育条件へ移す、あるいはその逆の環

境シフト実験を行った結果、葉の発生の初期過程において

zebra表現型が特異的に決定されることが明らかになった。
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2pH12 

rpo， rps遺伝子の葉の発生段階特異的な発現パターンに

対するイネ virescent突然変異の影響

値且盤it、小森久代、稲田仁、水谷明子、西村光雄、 射場
厚(九州大・理・生物)

高等植物におけるプ口プラスチドから葉緑体への分化のプロセスは、

葉緑体と核との相互作用によって制御されていると考えられ、糞縁

体と核の両ゲノムにコードされた多数の葉緑体安ンパクの発現を伴

い進行する。ノーザンj去により、イネの葉の各成長過程において葉

緑体形成に関与する遺伝子の発現を比較したところ、業縁体ゲノム

遺伝子の発現に重要な役割を果たすと考えられる葉緑体RNAポリ

メラーゼ遺伝子tpoB、および葉緑体リボゾーム遺伝子tps7、tps15

が、他の遺伝子 (rbcS，rbcL， cab， psbA)に先立ち幼棄の段階で特

異的に発現していることがわかった。さらに、 insituハイブリダイ
ゼーションの結果から、 tpoBi宣伝子は葉が抽出を開始する直前の

発生ステージ (P4~P5) にトランジェン卜な発現をすることがわ

かった。イネの温度感受性突然変異 virescent(内)は、植物を20.C

で生育させるとプロプラスチドから葉緑体への分化を不可逆的に阻

害する。このような温度で生育させたり1株において、葉の成長過

程における各遺伝子の発現パタ ンを比較したところ、幼葉段階で

のrpoB，rps7， rps15の発現は完全に抑えられ、かわって成熟棄の発

生ステージ (P5~P6) において大量の転写産物の蓄積が観察され

た。また、核コードの葉緑体安ンパク遺伝子の発現パヲーンはほと

んど影響されなかったが、プラスチドにおける上記以外の葉緑体ゲ

ノム遺伝子の発現は全般的に著しく阻害された。これらの結果から、

プラスチドにおける転写・翻訳系の確立が、葉緑体分化の最初のプ

ロセスの 1つであることが示され、葉の成長にともなう葉緑体分化

のメカニスムを理解する上で重要な意昧を持っていると思われる。

3aHOl 

ニンシン不定仕分化過程におけるホメオボックス遺伝子CHBs
の組織特異的発現
且童益二三、川原良一ヘ福田裕穂'， 3 ('東北大院・理・生物、
哩化学研究所旬、 3東大・理・植物園)

私たちの研究室では、ニンンン不定涯分化系をモデル系と

して用い、様物の~発生について分子生物学的に解析してい

るハ最近、植物の怪の発生プログラムを担う遺伝子の転写調

節の解析を目的として、 6種類のホメオホックス還伝子

(CHBs) を単厳した 単離きれたCHBsは、そのすべてがホメ

オボックスに隣接する口イシンジッパーをもち、ノーザン解

析により不定任分化過程において異なるパターンで発現する

ことが示された 1 そこで、これらの遺伝子の不定妊内での空

間的な発現様式を調べるために、 insitu hybridazationを届

いた解析を行ったn CHBTは、茎頂および根端の分裂組織分化

に先立って発現すること、またCHB3は、皮膚で強く発現する

ことをこれまでに報告した r 今回、 CHB4、5、6について ;n

s;tu hybridizationを行ったのでその結果を報告する

CHB4、5は、カルス、球状匹、心臓型匪においては発現してい

なかったが、魚雷型経においてCHB4';t.皮膚および道管に、

CHB5は皮膚に発現していた、 CHB6は、球状~では発現してい

なかったが、カルスでは全体に、心臓型妊では将来中心柱に

なる領域に、魚雷型怪では中心柱の最も外側の領域に発現し

ていた このように、 CHBがそれぞれ組織形成に関連して発現

していることが示唆された ρ 以上の結果をもとに不定経分化

過程でのCHBの発現様式と組織分化について考察したい!



3aH02 
イネホメオボックス遺伝子OSH7の匪発生時に
おける発現パターン

佐藤豊、洪淳寛1、長戸康郎1、松岡信(名大・

分子応研究セ、 l東大・農)

ホメオボックス遺伝子は多くの生物種に共通して

存在するホメオドメインと呼ばれる領域を持つタン

パク質をコードする遺伝子群で、動物において匪発

生時のパターン形成に重要な役割を持つことが明ら
かにされている。同様に、植物の匪発生時において

も、ホメオボックス遺伝子が重要な役割を担ってい
ることは想像されているが、このことを積極的に支

持する実験結果はまだほとんど得られていない。今
回私たちはイネ由来のホメオボックス遺伝子OSH7
の旺発生時における発現パターンを、野生型イネの
匪および、器官分化を起こさない突然変異を持つイ

ネの匪を用い れsitu ハイブリダイゼーション法
により調べた。その結果、 OSH7は器宮分化が起こ
る以前の匪発生初期から、将来茎頂が形成されるべ

き部位に局所的な発現を示した。また、このとき野

生型及び、変異株の両方において同様の発現パター
ンが観察された。これらの結果は、 OSH7が器官分
化以前の匪発生初期に旺の領域分化に関わっている

ことを示唆しており、イネホメオボックス遺伝子

OSH7が動物のホメオボックス遺伝子のように、匪
発生時において重要な役割を担っていることが考え
られる。

3aH03 
タバコホメオボックス遺伝子NTH23の発現が

抑制された形質転換体は葉の形態異常を示す

玉置雅紀、松岡信(名大・生物分子応答)

近年、植物の形態形成に関する分子生物学的アプローチが盛

んになっている。我々の研究室では植物の形態形成にホメオボ

ックス遺伝子がどの様に関係しているかを明らかにすることを

目的としている。前年度の大会で、我々はタバコホメオボック

ス遺伝子NTHl5:が葉の形態形成に重要な役割を持つことを示し

た。今回新たにタバコより単離されたホメオボックス遺伝子

NTH23について報告する O

タバコの茎]頁cDNAライブラリーをNTH15のホメオドメイン
をコードしている領域をプローブとしてスクリーニングしたと

ころ、新しいクローンNTH23が単離された。植物のホメオボ 7

クス遺伝子はホメオドメインのアミノ酸配列によりいくつかの

グループに分けられるが、 NTH23はKnltypeのc¥ass2に属し、
その内イネホメオボックス遺伝子OSH45と96%の最も高い相向

性を持つことが明らかになった。ノーザン解析によりこの遺伝
子は調べた各器官全てにおいて発現が見られたが、特に幼葉に

おいて高い発現を示した。 35Sプロモーターの支配下でNTH23

のcDNAをセンス及びアンチセンスに発現するコンストラクト
を作製し、これらの導入によるタバコの形態変化を調べた。そ

の結果、センスの導入による形態への影響は見られなかったが

アンチセンスを導入することにより葉の形態に異常が観察され
た。発現様式、 トランスジェニックの表現型についてNTH15と

の比較により考察する。
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3aH04 
ジンクフインガ一転写調節因子'fl>Fファミリー遺伝子へのトラ

ンスポゾン挿入変異体の選抜

d並韮抜本綾子 R∞aklKo民 El永 S∞ぽ高出奪志l
(1農水省・生物研. 2ViφUniv.) 

ペチュニアのCys2/His2型ジンクフインガープロテインである
EPFファミリ一同Eの各器官における遺伝子発現や形質転制直

物に生じた表現型等から、花の器官形成に関わる転写因子であ

る可能性がこれまでに示唆されている。

ペチュニアの変異体W138には内在性トランスポゾン♂抽I

が多コピー存在し、高頻度で転移するので、これを利用してdT

凶1挿入によって目的の遺伝子が破壊された変異体を得ること

ができる。そこで今回 EPFファミリーの機関明をさらに進め

るため、それぞれの EPF.l宣伝子への d1thl挿入変異体を選抜し

た。変具体の選抜は、 4勾O個体からなる変異体のゲノムDNAラ

イプラリーを、それぞれE民宣伝子および、d1thlに特異的なプ

ライマーによる陀Rによって3次元的にスクリーニングするこ

とにより行った。 その結果EPFl、回目・5、EPF2・7のコーデイ

ング領域およびその周辺の異なる位置に♂同1の挿入が認めら

れた個体が、これまでにそれぞれ2-3個桝尋られた。 これら

の変異体の自殖f創℃の表現型について解析を行う予定である。

3aH05 
ヒャクニチソウ薬肉細胞から管状要素への分化転換過程で発
現するmyl湘同遺伝子の解析

返杢血占星・杉山宗隆・福田裕穂， (東北大院・理・生物、 1東大
・理・植物園)

mybJ宣伝子はニワトリ骨髄芽球症のウィルスのガン遺伝子
v-mybとして初めて見出され、その細胞性相同遺伝子c-myb

の産物は造血性細胞の分化・増殖に関与する転写因子である

ことが明らかにされている。植物でもmy同司同遺伝子の解析

が進んでおり、アントシアニンの生合成、 トリコーム形成、
細胞増殖、環境応答などにおいて重要な役割を果たすことが

示唆されている。ヒャクニチソウ (Zinniaelegans L.)管状
要素分化誘導系では単離葉肉細胞がオーキシンとサイトカイ
ニンを含む熔地での培養により高頻度かつ同調的に管状要素

へと分化転換するが、このとき分化に関連して多数の遺伝子

が発現することが知られている o これらの遺伝子の発現に関

与する可能性を考え、ヒャクニチソウ指養業肉細胞からの
mylJ1担問遺伝子の単離を試みた。培養細胞から調製した

cDNAを鋳型としmyo相同遺伝子の保存配列に基づいて作成
した特異的プライマーを用いでPCRを符い、増幅DNAをク
ローン化したところ 8種類のmyb相同遺伝子の断片が得られ

た。次に、分化誘導熔地および対照培地で壌養した細胞から

RNAを摘出、 RT-PCRti量、各クローンをプロープに用いてサ
ザン解析を行った。その結果、 2つのクローンについて管状
要素分化との関連が予想される発現が認められた。



3aH06 
ヒャクニチソウ細胞の管状要素分化におけるシステイン

プロテアーゼ遺伝子の特異的かつ一過的発現

南淳、出村 拓1、福田裕署管(鶴岡工業高専・物質工学、 1

東北大・理・生物、 2東京大・理・植物園)

管状要素分化に伴う細胞の自己分解は高等植物におけるプ

ログラム細胞死の典型である O 私達は管状要素に分化してい

るヒャクニチソウ細胞からシステインブロテアーゼをコード

する遺伝子を単離し、その性質を調べた。 degenerateプライ

マーによるPCRを用いてcDNAをクローニングし、配列を調

べた。互いによく似ており、システインプロテアーゼ遺伝子

にホモロジーを持つ2つのクローンを単離し、 ZCPl、ZCP2

と名付けた。次に、これをプロープとしてλgtllcDNAライプ

ラリーをスクリーニングして、全長のcDNAのZCP4を単離

した。 ZCP4の配列は相当する部分においてZCP2とほぼ同

ーであり、植物システインプロテアーゼと高い相向性を示す。

ノーザンプロット解析により、システインブロテアーゼ

mRNAが分化誘導培地 (D培地)中で培養した細胞中には豊

富に存在するが、対照培地中で培養した細胞には検出きれな

いことが示された。 D培地で培養した細胞中のシステインプ

ロテアーゼmRNA量は培養48時間日から60時間自に急激に増

加したが、これは管状要素数が増加する時期である。さらに、

in situハイプリダイゼーションにより、ヒャクニチソウの芽

生えにおいてシステインプロテアーゼ遺伝子は管状要素に分

化している細胞のみで発現することが示された。

3aH07 
シロイヌナズナの道管形成に関する突然変異体の単離

坐星主E，杉山宗陛，福田裕穂'-2('東北大院・理・生物，
2東大・理・植物園)

道管は個体の発生過程において時間的，空間的に厳密に制

御きれて形成きれるハ 私達';1:，このような制御の背棄にある

分子機構を遺伝学的に明らかにすることを目指して研究を行

っている n 今回は，その第一歩としてシ口イヌナズナから道

管の形成が変化した突然変異体を単離したので，これについ

て報告する n

スクリーニンタは，野生型 (Landsbergerecta株)種子を

EMSで処理して突然変異を誘発し， M3世代の種子をM2

植物体別に収穫して作出したM3系統群を用い，播種後7日自

の芽生えの道管を検鏡することにより行った。その結果，現

在までに子棄における道管形成に異常の見られる突然変異体

が16系統単離された。これら突然変異体は，(1)子葉の側脈

の道管がとぎれとぎれになっているもの，(2)子葉の側脈の

道管が見られないもの， (3)子棄の中央部に管状要素が散ら

ばっているもの， (4)子葉の主脈，側脈および怪軸部の維管束

力ず太くなっているものの4種に類別できた O
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3aH08 
ヒャクニチソウ労:生えの発透過程におけるτ'ED2遺伝子の維管東
組織特異的な発現
端』:福田裕穂'，2 ('東北大院理生物 2東大理柚

TED2遺伝子はヒャクニチソウ葉肉細胞から管状要素への分化
過程で二次壁肥厚などの形態形成に先立って強く発現する遺伝
子である。私たちはこれまでに、 TED2のmRNAとタンパク質
が、植物体内では未成熟な管状要素だけではなく原形成層や師
部など他の維管束組織にも発視することを明らかにしてきた。
このことから、 TED2遺伝子の発現と機能を解明することは維管
束組織の発生機構を考える上でも大変重要であると忠われる。
しかしながら、これまでの発現様式の解析は植物体の一部に限
られており全体像の把握には至っていない。
そこで今回私たちは、ヒャクニチソウ芽生えの発透過程にお
けるτ'ED2のmRNAとタンパク質の局花を更に詳細に解析するこ
とによりTED2遺伝子の発現縫式の全容の解明を試み、 TED2遺
伝子が植物体全体の維管束組織の発生に関連して発現している
ことを明らかにした。まず、ヒャクニチソウ芽生えの茎頂にお
けるTED2mRNAの局在を調べたところ、最も小さい葉原基の
中心付近の原形成層に強く発現することが分かつた。また、芸
頂の未成熟な維管束ではほぼ全体にmRNAが発現するものの、
発達が進むと発現領域が師部組織の一部などに限られていくこ
とが分かった。このことは墓瓜由来の維管-*組織の発生にも
TED2遺伝子の発現が深く関連していることを示唆している。更
に、芽生えの子葉におけるTED2のmRNAとタンパク質の発現を
調べたところ、発芽直後の維管束の師部領域に既にタンパク質
が蓄積されているのに対して、その領域にはmRNAの発現がみ
られないことが分かった。この結果は、怪発生過程でTED2タン
パク質が維管束組織中に蓄積し、種子中でも分解されずに残
り、発芽後すぐの維管束組織発生過程で機能していることを示
唆している。このことを確かめるために種子中におけるタンパ
ク質の蓄積を現在調べているところである。

3aH09 
ヒャクニチソウ葉肉細胞の分化転換初期に発現する遺伝子の

傷害誘導性と管状要素分化への関与

主盟聖堂出村拓福田裕穂，.， ('東北大院・理・生物f東大
.理・植物園)

ヒャクニチソウ (Zinniaelegans L.)管状要素分化誘導系で
は、芽生え第一葉から機械的に単離した糞肉単細胞が、オー

キシンとサイトカイニンを含む培地での培養により高頻度か

つ同調的に管状要素へと分化する o 私達l草分化初期過程を解
析する第一歩として dlfferenlialscreeningを行い、芽生え第
一葉に比べ、培養初期にあたる培養12時間自の細胞でより強

〈発現する遺伝子に対するcDNAクローンを 12種類単厳し
た。ノーザン解析により培養初期におけるこれらの遺伝子の

転写産物の発現パターンを踊べたところ、どの遺伝子につい

ても、培養後早い段積での発現には植物ホルモンは必要では

ないこと、培養初期以降の段階でも発現が維持されているこ
とが示唆された。

そこで今回は、まずこれら12種類の遺伝子の発現誘導への

物理的な傷害の関与についてノーザン解析により調べた。そ

の結果、業を切断して培地に浮かべることによりほとんどの

遺伝子の発現が務導されたことから、これらの遺伝子の発現

誘導には、実際に物理的な傷害が関与することが示唆され
た。次に、管状要素分化過程を通しての発現量の変動につい

て調べたところ、これらの遺伝子は培養後24時間目以降にな
ると、植物ホルモンに依存した発現翻節が行われることが分

かった。また、いくつかの遺伝子の発現は特に分化誘導条件

で抑制されたことから、培養後思い段階で発現が誘導される

遺伝子の中には、その後の分化に関連して発現が抑制される
ものが含まれると考えられた。



3aHlO 
ヒャクニチソウ毛状根への木部分化特異的ペルオキシダーゼ遺
伝子のアンチセンス DNAの導入
0雀賢美 1、佐藤康:福田裕穂"(東北大・理・生物、 4愛媛大・
理・生物、東大・理・植物園)

私たちはこれまでにヒャク二チソウ管状要素分化系を用いて、細胞
壁に存在するペルオキシダーゼ アイソザイム、 P5が木部分化特異
的に発現し、リグニン化に関与することを明らかにしてきた。 更に
最近、これに相当すると考えられるcDNA クローン zpo-c 
を単離した。
今回は、このペルオキシダゼアイソザイム、 P5の t 円 V f 
VOでの役割を、遺伝子導入により解析したので報告する。
形質転換犠物価体は生存に必須な遺伝子に影響を与えると致死にな
る可能性があるので、私たちは形質転換根を利用した遺伝子導入系を
開発してきている。そこで、 zPo-cのアンチセンス DNAをア
グロバクテリアを用いてヒャクニチソウの細胞に導入し、毛状根を誘
導し、毛状根中での二次細胞壁形成とのリグニン沈着に対する zpo
Cのアンチセンス DNAの影響を解析した。
形質転換根選抜はカナマイシン耐性とホルモンフリーの培地中での
毛状根の形成により行った。得られた毛状根中の細胞壁ぺルオキシ
ダーゼは活性染色と zpo-cのIn vltro翻訳産物に対する
抗体を用いたwestern blotにより調べた。その結果、ア
ンチセンスDNAが導入された復数のクローンでは根のP5と考えら
れる抗体反応を示すバンドがほぼ完全に消失していた。こうしたク
ローンはフロログリシノール塩酸により染色され、リグニン化そのも
のは抑制されてないことが明らかになった。しかしコントロールより
早〈褐変反応を起こすなど、アンチセンス クローンに特徴的な性質
を示した。現在、リグニン、フェノールの定量化と組織観察を行い、
アンチセンス DNAの影響を詳細に解析している。

3aHll 
シロイヌナズナの茎が重力屈性異常を示す新しい変異株について

山自主組、深城英弘、田坂自生、藤津久雄 (京大、理、生物)

植物の茎は負の重力屈性を示す。この反応がどのようなしくみで

おこるのかを明らかにするために、我々はシロイヌナズナから茎

の重力屈性異常変異株をこれまでに多数単離し、解析を行ってい

る。すでにその一部 (sgrl，sgr2，sgr3)については一昨年の本学会

等で報告した(Fukaki，etal. Plant Physiol. in press)。今回は残りの変

異株について遺伝学的解析が終了したので報告する。我々が単離

した変異株はsgrl・sgr6の6つの遺伝子座の変異に分けられ、全

て劣性変異である。このうち新たに同定したsgr4(zigzag)は

sgrl，sgr2同様に花茎，脹軸とも重力屈性を示さない。一方sgr5，sgr6

の花茎はsgr3と同様ほとんど反応しないが脹軸は正常な屈性を示

す。これらsg!変異株は全て根の重力屈性や光屈性は正常である。

またsgrl，sgr2， sgr3と同様に斜め上方向から光を当てて育てると、

花茎は光の方向に向かつて直線的に伸長する。これより、

SGR4，SGR5，SGR6はSGRl，SGR2，SGR3とともに茎の重力屈性反

応に関わる遺伝子群であると考えられる。 sgr5，sgr的形態は側枝

が水平に伸びる以外は野生株と差はみられない。一方sgr4の花茎

は節の部分で側枝や花芽が出てくるのと反対の方向に屈折し、節

間では弓なりにカーブを描くように伸長する。またロゼット業は

小さく、しわがよっている。花茎と葉の表皮細胞、およびトライ

コームの形態にも異常がみられる。このことからsgr4の種々の形

態異常は主に表皮細胞の伸長異常によると考えられる。
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3aH12 
二次木部における成長応力の発生機構ー木本植物の

負の重力屈性挙動を力学的に制御する力

山本浩之、奥山剛、吉田正人(名大・農・応用生物)

樹木は、肥大成長の過程で二次木部に内部応力(成長応力)

を発生する。鉛直に成長している樹幹では、その大きさは一定

の引張り応力となっているが、樹幹の傾斜部位や枝では、傾斜

の上側と下側とで、成長応力の値は大きく異なる。このことは、

傾斜樹幹や枝に上向きの曲げモーメントを発生することによっ

て、伸長成長の方向を鉛直上方へと向き直らせることに役立っ

ている。本研究では、木本植物の負の重力屈性挙動を力学的に

制御している"成長応力"について、その発生メカニズムを、

二次木部の成熟との関連で実験的かつ理論的に考察した。その

結果、以下の結論が導かれた。

(1)細胞壁二次壁の木化(リグニン化)の過程で、セルロース

ミクロフィブリルは軸方向に収縮する傾向を示し、一方、マト

リックスは、リグニンの不可逆的堆積によって等方的に膨張し

ようとする。両者の相乗作用によって、二次木部の細胞壁に内

部応力(成長応力)が発生・残留する。

(2)二次壁のセルロースミクロフィブリルの配向方向と細胞長

軸とのなす角度(ミクロフィブリル傾角、 MFA)は、成長応

力の大きさや符号(引張・圧縮)を制御する因子として極めて

重要な役割を担っている。 MFAが大きい細胞では、細胞長軸

方向に大きな圧縮の成長応力が発生し、一方、 MFAが小さい

細胞では、細胞長軸方向の成長応力は引張りとなる。



I会場:細胞形態・加齢

キーワード:細胞壁，加齢-老化，細胞死，細胞周期，細胞分裂，細胞骨格

第一日目午前

開始時間講演番号

9:30 1aI01 

9:45 1aI02 

10:00 1aI03 

10:15 1aI04 

10:30 休憩

10:45 1aI05 

11 :00 1aI06 

11:15 1aI07 

11 :30 1aI08 

第一日目午後

開始時間講演番号

13:00 1pI01 

13:15 1pI02 

13:30 1pI03 

13:45 1pI04 

14:00 1pI05 

14:15 1pI06 

14:30 1pI07 

14:45 1pI08 

15:00 休憩

15:15 1pI09 

15:30 1pI10 

15:45 1pI11 

16:00 1pI12 

16:15 1pI13 

16:30 1pI14 

16:45 1pI15 

17:00 1pI16 

17:15 1pI17 

第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aI01 8:30 3aI01 

8:45 2aI02 8:45 3aI02 

9:00 2aI03 9:00 3aI03 

9:15 2aI04 9:15 3aI04 

9:30 2aI05 9:30 休憩

9:45 2aI06 9:45 3aI05 

10:00 2aI07 10:00 3aI06 

10:15 2aI08 10:15 3aI07 

10:30 休憩 10:30 3aI08 

10:45 2aI09 

11:00 2aI10 

11 :15 2aI11 

11 :30 2aI12 

11:45 2aI13 

第二日目午後

開始時間講演番号

13:00 2pI01 

13:15 2pI02 

13:30 2pI03 

13:45 2pI04 

14:00 2pI05 

14:15 2pI06 

14:30 2pI07 

14:45 2pI08 

15:00 休憩

15:15 2pI09 

15:30 2pI10 

15:45 2pI11 

16:00 2pI12 
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laIOl 
アズキ上匪軸細胞盛のキシログルカン分解醇棄の性質

回沸j彰、神阪盛一郎、森仁志1、保尊隆享(大阪市大・

理・生物名大・農)

オーキシンによって双子葉植物の茎切片の伸長が促進

される際、キシログルカンの分解よって引き起こきれる

細胞壁のゆるみが必要であることが報告されている。演

者らは、キシログルカンの分解に関与すると思われる新

規のキシログルカン分解酵素を、アズキ上匪軸細胞壁か

ら1MのNaCIによって抽出されるタンパク賀商分より精

製した (1995年度日本植物生理学会)。精製酵素を用い

てその作用機作を調べたところ、本酵素は高分子のキシ

ログルカンのみを基質として用いたとき、基質を分子量

約50kDa単位に分解する活性を示した。しかし、ゲルろ

過カラム上でのキシログルカンのピークの半値幅を指標

として調べても、工ンド型キシログルカン転移酵素(

EXT)活性は見られなかった。これに対して、ピリジル

アミノ療機したキシログルカンオリゴ糖が存在するとき

は、約 50kDaの分解康物をそのオリゴ糖に転移する活

性を示すことがわかった。以上の結果から、本酵素は

EXTとは異なる加水分解醇素であると考えられるが、キ

シログルカンオリゴ糖が存在するときには分解産物をそ

のオリゴ糖に転移する活性を示すことがわかった。ま

た、本酵素の一部のアミノ酸配列は、 EXTとホモロジー

を示した。

laI02 
気中培養並ひ'に水中培養イネ幼葉鞘細胞壁中の(1→3)，(1→4)
-s..D-グルカン分解酵素

陳雲、神阪盛一郎、保尊隆享(大阪市大・理・生物)

(1→3 )，(1→4)-s.0ーグルカンは、イネ科植物に独特の細胞壁

多楯であり、その分解はオーキシンによる細胞壁のゆるみの

原因となっていると考えられている.本研究では、幼葉鞘成

長におけるグルカン分解の役割を明らかにするため、イネ幼

葉鞘の機々な環境での成長に伴う細胞壁グルカナーゼ活性と

グルカン量の変動を測定した.グルカン分解活性は細胞壁標

品より1MのNaCIで抽出されるタンパク貿画分に検出された.

その活性のレベルは幼葉鞘の成長の初期から成長に伴って噌

加し、成長停止期に減少した.ガスクロマトグラフィーを用

いて測定されたグルカンの量は、グルカナーゼと同様のパ

ターンで変化した.しかし、グルカンの量のピークはグルカ

ナーゼの活性のピークより 1目先に見られ、グルカン量の変化

はグルカナーゼの作用によってもたらされていることが示さ

れた.気中培養幼葉舗のグルカナーゼ活性は水中培養のそれ

より高く、また水中から気中に移されて成長が停止しつつあ

る幼葉鞘の細胞壁から最も高い瀞索活性が検出された.した

がって、幼葉鞘細胞壁のグルカン分解産物の一部は、細胞多

糖の合成基賀、あるいはエネルギー源として、幼葉鞘の成長停

止後に見られる、例えば葉のような他の器宮の急速な成長に

役立っていると恩われる.
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laI03 
伸長生長に関与する β-0幽グルカナーゼの精製及び同定

企笠盤冬、中川直樹、襖井直樹 (広島大、総〉

イネ科植物のオーキシン誘導の伸長成長では、 1，3・1，4・β・

グルカンの分解が必要と考えられている。しかし、その

伸長成長に関与する β-0・グルカナーゼは、未だアミノ酸

レベルでの同定が行われていない。本研究では、オオム

ギ幼葉鞘由来のβ-0・グルカナーゼ、を精製し、そのN末端

アミノ酸配列を決定した。暗所で3日間育てたオオムギ
幼葉鞘を破砕し、その細胞壁を50mM NaClと冷アセトン

で洗浄後、 3MLiClによって細胞壁結合タンパク質を抽出
した。透析後、上清をSP-TOYOPEARLカラムにかけたと

ころ、 2つ以上のグルカナーゼ活性のピークを検出した。
このうちO.25M NaCl付近で溶出するピークを、 Mono-Sカ

ラム(1回目)、Sephacryl S-2QOカラム、 Mono-Sカラム

( 2回目〉に順にかけ、 4段階の精製を行った。活性は
同じ幼葉鞘より抽出した β・グルカンを用いて還元法によ

り測定した。精製したグルカナーゼはSOS-PAGEでは約
6なDと測定されたが、これはInouhe& Nevins (1991)がト

ウモロコシ幼葉鞘より精製したエキ、ノ型グルカナーゼの

分子量に近い。精製したグルカナーゼはβ-1).グルコシダー

ゼ (EC.3ユ1.21)と思われる基質特異性実験を示した。 N
末端アミノ酸配列は、 Pseudomonasの1，4-β-グルコシダー

ゼ、イネゲノムのcONA(機能不明〉と高いホモロジーを

持っていた。

laI04 
発芽期のイネに存在する塩基性のエンド型1，3-s-
グルカナーゼの精製とその性質

盆止一直、松葉修一、賀久華j工1、渋谷直人1

(農水省北海道農試、 1農水省生資研)

発芽期のイネで6日固までに単位蛋白質量当た

りの1，3-s-グルカナーゼ活性が約7倍に増加した。
発芽種子中の主要な酵素の等電点を測定すると、

既に報告した酸性の酵素(農化学会'95要旨)とは異

なり、塩基性の等電点を示した。そこで我々はイ

ネ種子からこの塩基性の1，3ートグルカナーゼを精

製しその性質を調べた。精製した酵素は、 SDS-

PAGEで約32kDaの分子量を示し、塩基性の等電

点(pll0.0以上)を示した。また、本酵素は水溶性

のトグルカンの中ではL盆盟国主ia盛起且主主由来ラ
ミナリンおよびAIcali~ene~f.鵠♀鋭~カードランを

よく分解し、主に2糖類"'7糖類のオリゴ糖を生

成したが巳seniabic四 lis由来ラミナリン、オオム

ギのs-グルカン、 CM-セルロースに対しては殆ど
活性を示さなかった。 1，3-s-グルカナーゼのその
他の性質についても併せて報告する。



laI05 
アズキのエンド型キシログルカン転移酵素遺伝子
(EXGT-V1)友びその類縁遺伝子(EXGT-V2)の発現
富田英津子¥岡本繁久、上舞哲也、西谷和彦 (1鹿
寛菖安マ窪合大学院、鹿児島大・教養)

エンド型キシログルカン転移酵素(EXGT)は細胞
壁中のキシログルカン分子を繋ぎ換える酵素とし
てアズキより単離したものである。本酵素遺伝子

(EXGT-V1)をク口一二ングし、そのmRNAの発現
を解析したところ、伸長中の茎で強く発現してい

ることや、オーキシン友びジベレリンによりその

発現量が増加することが明らかとなった。これら

のことからEXGTは細胞壁中でのキシログルカンの
転移反応を通して茎の伸長成長に深く関与してい

ると考えられる。

最近になって、 EXGTの類縁タンパク質が複数種
存在することがシロイヌナズナやトマトで明らか

となってきた。私達はアズキにおいてもEXGT-V1
の類縁遺伝子のクローニングを進めたところ、非

常に高い相向性を持つクローン(EXGT・V2)を得る
ことが出来た。このEXGT・V2のアズキ植物体内で
の発現を調べたところ、 EXGT-V1とは異なった発
現器官特異性示すことが明らかとなった。現在は

植物ホルモンなどに対する反応性の遣いについて

も解析中である。

laI06 
タバコ細胞膜ゴースト表層微小管と βーグルカン生

合成

歪差盟主、園部誠司1、林隆久

(京大・木研、 1姫工大・理)

セルロースミクロフィブリルの配向は、表層微

小菅によって制御されていると考えられている。

表層徹小菅は細胞膜に結合し、またセルロースお

よびカロース合成酵素はそれぞれ細臨膜タンパク

質として巨大複合体を形成している。

本研究は、表層微小管とβーグルカン合成酵素と

の関係を調べた初めての試みである。

タバコ培養細胞BY-2のプロトプラストをポリリジ

ンコートしたガラス板上でパーストさせて細胞膜

ゴーストを作成し、 UDP-グルコースから βーグル

カンの合成を試みた。 13-グルカンの染色には、

Sirofluor， Calcofluorおよびキシログルカン誘
導体を用いた。微小管の繊維に対して、合成され

たβーグルカンは点状に散在した。
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laI07 
成長する綿機維細胞における壁酵素遺伝子の発現制御

撞率一ー邑童!l、川田 俊成、作野友康、酒井富久美1、

林 隆久I (鳥取大・農、 1京都大・木質研)

綿繊維細胞は、種子の表皮細胞が伸長し(一次壁)、

伸長の停止とともにセルロースを蓄積する(二次壁)こ

とによって形成される。実際、伸長は開花後20日目まで

起こり、伸長が停止するとセルロースの蓄積速度は1∞
倍以上になって30日目には綿繊維細胞乾重の93-97%が

セルロースとなる。これら綿細胞の成長は同調的である

ため、 2つのステージにおける壁酵素遺伝子の発現制御

について調べた。

まず、開花後の各時期のmRNAを鋳型にRT-Pα法に

よって壁酵素のmRNAレベルを検討した。その結果、 F
-1，3・グルカナーゼは成長が進むにつれてmRNA量が増加

した。エクスパンシンとセルラーゼは成長初期段階にお

いては顕著にmRNA量が高く、成長と共に減少した。エ

ンド型キシログルカン転移酵素については開花後各時期

を通じて一定のレベルが認められた。これらmRNA量と
酵素活性の関係については現在検討中である。

laI08 
植物に存在する酢酸菌セルロース合成酵素ホモログの機能

解析

中川直樹、桜井直樹(広島大、総科、自然)

現在高等植物のセルロース合成に関与する遺伝子をクロー

ニングしたという報告は全くない。この状況を打開するに

は、他生物のセルロース合成遺伝子に関する知見を利用す

ることが考えられる。最近、いわゆるゲノム計画の一環と

して農水省イネゲノム解析チームにより、 10，000以との

イネ cDNAの部分配列が決定されデータベース化された。

また海外ではアラピドプシスで同様な解析が行われている。

これらのデータベースを利用すれば、酢酸菌のセルロース

合成酵素と相向性のある植物の新規遺伝子をコンビューター

検索により発見できる可能性がある。実際に、私はこの方

法によりイネ、アラピドプシスから新規cDNA(RC1， 2)を

見い出した。その配列には、すでに報告されている他生物

の多糖合成酵素聞で保存されたモチーフが見られることか

ら、実際にセルロースなどの多糖合成に関与する可能性が

高い。これらの cDNAにコードされているタンパク質の機

能を解明するために、抗体を作成中である。



lpIOl 
アズキ上はい馳の紹胞壁領域に存在する厳化還元物質と酸化還元醇

繁について

高浜有明失(九州歯科大)

植物細胞の細胞壁領域には7スコルビン酸 (AA)が存花し、この

AAは細胞壁で進行1，ている酸化還元反応寺抑制できる.その反応、に

は、細胞~ベ)[，寸キシダーゼによるNADHおよびつヱフまリルアル

コールの酸化反応が知ちれている.この抑制反応に伴ってAAは酸化

きれる.NADHの生成には細胞箆のリンゴ酸脱水素酸繁が関与して

いると考えちれている.このように細胞壁では種々の般化還元反応

が進行しているが、酸化還元物質のE量化還元状態や酸化還元首孝繁活
性の存在状態等についての情報は多くない.ここでは、アズキ上は

い輪の土部左下部でのAAI-.NADの酸化還元状態ととれちの物質の酸
化還元夜応に関与するい〈つかの隊繁について報告する.

細胞繁でのAAとNADの酸化還元状態は下部より上部がよ町還元的

であった.これちの物質の酸化還元反応に関与する酸素としてAA厳

化灘索、 M フリーラジカル還元酵繁それにリンゴ酸脱氷紫醇繋が細

胞壁に存在しているととが確かめちれた.AAフリ「ラジカル還元酵

繁とリンゴ酸脱水素醇索活性は上部の方が下部よめ高かく、その

~O%以下が細胞壁にイオン的に結合していた. NADH酸化欝素とAA

酸化醇索活性は上部、下部共にほぼ均等に存在し、その70-80%は細

胞墜にイオン的に結合していた e 以上の結果に纂ついて.細胞壁で

進行可能な酸化還元反応について考察する予定である.

lpI02 
ホウレンソウ匹軸におけるスーパーオキシドの生

成とリグニン合成

小川健一、金松澄雄1、浅田浩二 2 (京都大・理・分子植物科
宰ア寸育克州大・食品工、 2京都大・食研)

リグニン合成にとって不可欠なH
2
0
2はスーパーオキシ

ドの不均化反応で生成する。我々は既にホウレンソウの

アポプラストにスーパーオキシドの不均化反応を触媒す

る細胞質型CuZnスーパーオキシドジスムターゼ

(SOD)が存在し、とくに維管束の木化途上の細胞に多

いことを示してきた。 CuZn'SODの組織分布とスーパー

オキシドの生成部位との関係を検討するため、ニトロブ

ルーテトラゾリウム(NBT)を用いホウレンソウ脹軸にお

ける免疫組織化学を行った。その結果、 NBTの還元で生

ずるformazaneの沈着はCuZnSODと同様に維管束に強く

見られ、この沈着がCuZn-SODの阻害剤で促進され、低

酸素条件では抑えられたことから、スーパーオキシドに

より生じたと考えられる。 NBTの還元部位はフロログル

シン塩酸反応で検出したリグニンの蓄積部位に近接して

おり、木部分化の時間的・空間的進行も検討した結果か

ら考えて、 O2の生成部f立は木化途上の組織であると考え
られた。 NBTにより検出したO

2の生成部位が木化の進行

する部位および、CuZn-SODの分布部位と非常によく一致

することから、木化途上の組織ではスーパーオキシドが

生成 LCuZnSODがその不均化反応、を促進することで

H202が供給されリグニン合成が進行すると考えられる。
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lpI03 
植物一病原菌相互作用における細胞壁の役割

~活性酸素の生成~

五昼主主己、三宅千寿、豊田和弘、一瀬勇規、山田哲

治、白石友紀 (岡山大・農)

病原菌に対する植物の初期応答の lつに活性酸素
の生成が挙げられる。本報告ではエンドウの病原菌

(M. pinodes)シグナルと植物の接触の場における02
生成について NBTの還元を指標に調べた。本菌の

エリシター (E)で無傷のエンドウ、ササゲ葉を処理

するとホルマザン (F)の生成が顕著に増加し、この

増加は SOD共存下で抑制された。一方、サプレッ
サー (S)は E処理でエンドウに誘導される F生成を

抑制したが、ササゲでは抑制せず、逆に S単独処理
でも F生成を誘導した。すなわち、無傷のエンドウ、
ササゲにおいても臼が生成され、u2の生成に対し

て Sは種特異的に作用することが判った。以上の結
果は無傷葉においても E、Sが認識されることを示
しており、u2生成における細胞壁の重要性が伺え

た。そこでエンドウ、ササゲの分離細胞壁における

Fの生成を調べたところ、 SOD感受性、 NADH依存
性の F生成が認められ、本活性は Eによって上昇し、

Sで種特異的に制御された。すなわち、細胞壁にα
生成系が存在し、これが菌シグナルで制御されると

いう結果は、初期防御応答や宿主特異性決定に細胞

壁が重要な役割を果たしていることを示唆する。

lpI04 
ガラクトースリァチ塩基性糖蛋白質 (GBGP)とエクステンシンの
性質とタバコ摘物体における分布

丞亙宜主E、中村拓、川崎i書二 (農水省 農業生物資源研)

設々はタバコ培養細胞細胞墜より主要な塩基性糖蛋白質として
Gal-rich basic glycoprotein (GBGP)とエクステンシンの 2種類を嫡製
し解析を行っている。この両者は共にヒドロキシプロリンリッチ
糖蛋白質のグループに属するが、抗体聞に交差反応は認められず、

アミノ酸組成や糖組成もかなり異なる。 GBGPはGal含量が非常
に高いなどの従来知られていなか勺たユニークな性質を示し、そ
のアミノ酸組成やN末配列などから近年遺伝子レベルでのみ存在
が報告されている 'hal!-Pro-rich prote四'の初の精製例であると考
えられた。
ニトロセルロース膜を用いる免疫組織プロット法により GBGP
とエクステン νンがそれぞれ柔組織および表皮特異的な特徴的な
分布をしていることが示されることは昨年までの本大会で報告済
みである。しかしこの手法では易動性の成分のみが検出されるた
め、抗原蛋白が細胞壁に結合している場合、実際の分布とは異な
る可能性があるので、組織切片上で直接抗原を検出することを試
みた。 7イクロスライサーまたはフリーハンドによるヲパコ茎の
切片に対し、固定を 2.5%パラホノレムアノレデヒド 30m皿という最
小限度に留めて直接抗体反応を行うことにより、抗原性が失われ
ずにすみ検出が可能であることが分か勺た。このようにして検出
された GBGPとエクステンシンの分布は基本的には組織プロァト
法によるものと同様であったが、以下のようにさらに詳細な点が
明らかになった。 GBGPは柔組織に多く特に 3個の細胞が接して
間際を作っている部分に強く検出され、さらに導管部にも存在が
認められた。エクステンシンは表皮のみならず表皮直下の皮膚部
位にも多く存在しており、さらに形成層(阻d/or師部)にも検出
された。



lpI05 
光によるトウモロコシ幼葉鞘の成長抑制における

細胞壁結合性フェノール化合物とPALの役割

Mohammad Masud P ARVEZ，若林和幸.保尊隆享，

神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

私達は、白色光がトウモロコシ幼葉鞘の成長、特

に、基部の成長を強く抑えることを報告してきた。成

長が抑制される時、細胞壁の伸展性が低下しており、

白色光は細胞壁を硬くし成長を抑えているものと考え

られた。そこで、本研究では、光による細胞壁の硬化

と細胞壁成分、特に、細胞壁結合性フェノール化合物

量との関連について検討を行った。

白色光は、細胞壁結合性フェノール化合物(フェル

ラ酸、ジフェルラ酸、 p-クマル酸)量を大幅に増加さ

せた。これら化合物量と細胞壁伸展性との問で非常に

高い相関が見られた。次に、フェニルアラニンアンモ

ニアリアーゼ(PAL)活性を調べたところ、 PAL活性は白

色光下で有意に増加しており、 PAL活性と細胞壁結合

性フェノール化合物量との間で高い相関が見られた。

以上の結果から、白色光は、 PAL活性の増加を通して

細胞壁結合性フェノール化合物量を増加させ、これに

より細胞壁の硬化がおこり成長が抑制されることが示

唆された。

lpI06 
光によるエンドウ茎成長抑制と細胞壁多糖類の構造変化

三谷祐子、宮本健助1、上回純一1、若林和幸、保尊隆享

神阪盛一郎、増田芳雄大阪市大・理・生、 l大阪府

大・総科・自然環境、 2帝塚山短大・食品)

演者らは、黄化エンドウの茎(上脹軸)において、光(白

色光蛍光灯、 5W/m2)は、内部組織細胞壁を硬くし、

茎成長の原動力である組織張力を低下させ、成長を抑制

することを示してきた。この細胞壁力学的性質の変化の

原因を明らかにする目的で、細胞壁構成成分に対する光

の影響を検討した。

5日齢黄化エンドウ芽生えに4時間光照射し、茎伸長

部域を切り出して表皮と内部組織とに分け、常法に従い

ペクチン、へミセルロース(HC)ーI、HC-1 1とセル

ロースに分画した。いずれの組織においても、光照射と

暗所対照との間で、これらの分画の比に差はなかった。

各画分の分子量分布と中性糖組成を調べた結果、ベクチ

ンおよび、HC -1では光の影響はほとんど認められな

かった。一方、内部組織のHC-1 1の分子量は、光に
より顕著に増加し、その増加はキシログルカン(XG)の

分子量増加に基づいていた。これらの事実は、光が内部

組織のXG分子量に影響し、細胞壁力学的性質を変化さ

せることを示唆する。
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lpI07 
オクラド粧軸切片の浸透的収縮と伸長のコンピ

ューター・シミュレーション

中主主ー、増田芳雄(帝塚山短期大学)

オクラ下匹軸切片を高張のソルピトール溶液に浮

かべると、切片は収縮する。この収縮の際の水の移

動はDarcyの法則の法則あるいはHagen-Poiseuilleの

法則によって説明できることはすでに報告した。こ

のことから水の移動そのものにも圧力が必要で、ある O

移動する水は細胞膜、細胞壁、クチクラを通る。こ

のときの抵抗を考えに入れると、成長の原動力であ

る浸透圧の力はこの水の移動の抵抗の力と細胞壁圧

とに分配される。細胞墜の伸長を応力緩和の係数を

使って計算するコンビューター・プログラムを開発

したことはすでに報告した。このプログラムを水の

移動に力が必要であるという考えを含めたものに修

正し細胞壁の伸長を計算した。その結果、計算によ

って得られる結果は実際に観測したオクラ下匪軸の

収縮や伸長とよい一致を示した。このことから、植

物の吸水成長を制限する要因は細胞壁の力学的性質

に加えて水の移動への抵抗で、あることが分かつた。

lpI08 

エンドウの根の細胞壁伸展性のクリープ解析

盆李基ι(名古屋市立大・教養・生物)
山本良一(帝塚山短大・食品)

エンドウの根の成長はジベレリン合成阻害剤アンシミ
ドール(Anc)の存在下で，ジベレリン(GA)によって制御で
きる_Ancは24h以内に根の伸長速度を低下させ， GAは伸
長速度を上昇させる.このときGAは細胞壁の伸展性を増
加させることが判明した(Tanimoto1994:PCP: 1019-28)_ 

さらに，との伸展性の増加は，応力緩和法で解析されて
きたオーキシンによる伸展性の増加とは異なる性質を
持っていることが指摘された.そこで，一定の荷重下で
の変形を解析するクリープ法により根の細胞壁の力学的

性質を解析し， GAの効果を測定した.アラスカエンドウ

の根をAnc+-GAで24h処理しメタノール固定した細胞壁を
蒸留水に戻し， Rheoner(Yamaden，Tokyo)を用いて，根端

から2_5~5_5mmの伸長帯の細胞壁の伸展性を測定した.
0-10， 10・20，20-30gの3段階の荷重に対する伸展性を比べ
ると， GAの効果は最後の20-30gの荷重に対する伸展性に
最も大きく現れることが分かつたこの材料では， 30gの

荷重は根を断裂させる力に近い.従って， GAは大きい荷
重によって初めて伸展する要素の伸震性を増加させてい
ることが示唆された.クリープ法は自然の細胞壁の伸長

過程に近い条件での解析法であるので，この方法で得ら

れたGAの効果は実際に根が伸長しているときの細胞壁の
伸展性の上昇を反映している可能性が高い.



lpI09 
トウモロコシ幼葉鞘細胞墜に存在する酸性蛋白質の性質と機能

について

差よ丞益， ネビンス・!とナルド(愛媛大，理・生物，

カリフォルニア大学デイビス校ベジタプルクロアス)

単子葉植物の細胞壁にはβーグルカンを分解するグルカナーセ.

が存在し細胞墜の伸展性と細胞の伸長成長に重要な役割を演じ

ている.これまでグルカナーゼ活性がトウモロコシ幼業舗の発

育に伴い早い時期に上昇することなどを報告してきたが、その

活性を調節する因子については不明であった.今回、トウモロ

コシ幼葉鞠細胞壁から分灘精製した特定の酸性蛋白質 (AW)

がグルカナーゼ活性調節に関与する可能性が示唆されたので報

告する.AWは分子量43Kd、p14.6を持ち、顕著な糖鎖修飾を

受けておらず、 N末端はプロックされていた。 AWは精製した

グルカナーゼ活性を 2、3倍に高めた.しかしその効果は純度

の低いOatBran glu四nまたは細胞壁標品を基質にした場合はっ

きりしなかった.抗AW抗体はオーキシンによる細胞伸長とグ

ルカナーゼ活性を組害した.また岡抗体を用いてAWが幼葉鞘

の発育とともに合成され、オーキシン処理により幼葉鞘切片で

減少することがわかった.以上の結果から、 AWは細胞壁から

遊隠した状怒でグルカナーゼと基質グルカンの相互作用に影響

を及ぼし細胞袈代謝を調節するというスキームを描くことがで

きるが詳細についてはまだ不明である.

lpI10 
酵母Saccoarolllycesex~詰'{UUS の細胞壁代謝と細胞壁自己
分解能
須合悦子，井上雅俗，遠山鴻，城尾昌範(愛媛大・理・
生物)

細胞壁は細胞の形態を維持するだけでなく、細胞の成
長を制御する場として重要な役割を果たしている。これ
まで酵母では、主にパン酵母S.cerev必iatA用いて細胞
壁の構造、代謝及び機能に関して詳細な研究がなされて
きているが、その他の酵母に関する情報は少ない。酵母
S. exj証"uusは重金属ストレス下で多量の重金属を細胞壁
にトラップし、かっ高い増殖E容を維持するというユニー
クな性質を持つ。本研究では、そのS.exiguusの細胞壁
代謝の特性を解明することを目的に、成長に伴う細胞壁
糖組成と細胞壁自己分解(オートリシス)活性について
研究を行った。
その結果、まず酸加水分解で得られる細胞壁画分の主
要な糖組成はグルコース (45-55%)とマンノース (55
-45%)で、ガラクトース、アラピノース、キシロース
成分はほとんど検出されなかった。両者の比 (Glc/Man) 
は地殖期に増加し定常期に減少する傾向があった。次に、
ブラウンホモヅェナイザーで抽出して得られた細胞壁凶]
分の白己分解能を測定した結果、増殖期においてより高
いHl→3)グルカン分解に由来すると思われる糖の遊能
活性が検出された。従って細胞増殖期の細胞壁はグルカ
ンの代謝回転が活発に行われていると思われる。さらに、
オートリシス成分について詳しく分析したところ、糖以
外にも、最適pH7.0において顕著なタンパク質成分の遊
離がみられることが分かった。またそれは、細胞の成長
時期を通しでほぼ一定であった。このような性質が£
exiguus'こ特有なものかどうか、現在さらに検討を行っ
ている。
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lpI11 
ギンドロ培養細胞における成長にともなう細胞壁分解酵素の活

性変動

輩出弘二，校重有祐，石井忠(農林水産省・森林総合研究所)

高等植物の細胞は成長や形態形成過程においその細胞壁を分

解、合成および再構築していると考えられている。伸長成長に

関連したキシログルカンの分解、再構築についてはこれまでに

多くの知見が得られている。しかし、その他の細胞壁構成成分

の代謝については不明な点が多い。我々はこれまでにギンドロ

培養細胞系を用いて分裂成長期、肥大成長期における細胞壁多

糖類の変化について研究し、肥大成長が活発な時期にペクチン

およびへミセルロース画分の多糖類が低分子化していることを

明らかにした。本研究ではこれらの多糖類の低分子化を引き起

こし、肥大成長を誘導する要因と考えられる多糖類分解酵素の

活性変動を調べ低分子化や肥大成長との関連を考察することを

目的として千子った。

多糖類分解酵素のうちペクチンの分解を調節していると考え

られるpectinmethylesteraseとへミセルロース成分であるキシロ

グルカンを分解する酵素、 end白o'l，4's.glucanaおseの1活舌性を経時的
に1測則定した。どちらの酵素も肥大成長が活発な時期に活性のピ
}クを持つことが明らかになり、これらの酵素の働きによって

細胞壁多糖類が分解、低分子化することが示唆された。さらに

これらの多糖類の低分子化によって細胞壁に緩みが生じ肥大成

長が可能になると推測される。年会ではこの二つの酵素に加え

てベクチンを分解する酵素であるendo'polygalacturonaseについ

ても報告する予定である。

lpI12 
シュクロース合成酵素の大腸菌での発現
且ま凪昆i、外内尚人1、土田隆康l、森仁志2、酒
井富久美、林 隆久(京都大・木質研、 1(株)バ
イオポリマー・リサーチ、 2名古屋大・農)

シュクロース合成酵素 (SuSy: EC 2.4.1.13)は
UDP-glucose + fructose手 UDP+ sucroseの反応を触

媒する酵素で、細胞壁糖鎖前駆体UDP-glucoseの生

合成に関与している。細胞内における生合成レベル

はむしろ UDP-glucosepyrophosphoryl総e (EC 

2.7.7.9)から生じるものよりも高いことが最近示唆
されている。本研究では、マング豆匪軸由来の
SuSycDNAの翻訳領域を PCRにより増幅し、発現

ベクター pET-21bに導入して、大腸菌内での発現を

試みた。大腸菌を超音波で破壊し、酵素を抽出して、

櫨紙電気泳動法により酵素活性を分析した。開始コ
ドンを含む完全長構造遺伝子より五番目までのアミ

ノ酸残基を欠失させて構築したプラスミド pEB・06
による形質転換体は、活性が認められた。酵素活性

は基質として UDP・[l4C]glucoseとfructoseから、
[l4C]sucroseが合成されること、[l4C]sucroseとUDP
から UDP-[l4C]glucoseが合成されることにより同定
した。



lpI13 
ホウ酸・ラムノガラクツロナン・11複合体はすべての

高等植物細胞壁に存在する

注目主主.高崎美紀司小林イ雪間藤徹，開苔次郎

(京都大・農・農化)

ダイコン細胞壁からペクチナーセによって可溶

化された細胞壁ホウ素の80%以上はラムノ力ラク

ツ口ナン11(RG-II)と複合体を形成していた。この

複合体が高等植物に普遍的に存在するか検討し

た。供試した24種のすべての細胞壁からホウ素は

ドリセラーゼによって可溶イヒされーそのほとんど

が多糖と会合した形で回収された。ドリセラーセ

可溶化・高分子画分において，ホウ素と. RG-IIに特

異的な構成糖のひとつである2-ケトー3・デオキシ糖

の含有率には高い相関(R2=0.771)があり，回帰式
は原点を通った。これはこの画分の全てのホウ素

がRG-IIと会合していることーホウ素が結合してい

なL、RG-IIは存在しないこと、 を示唆している。細
胞壁ホウ素のほとんどがRG-IIと結合していたアブ

ラナ科，アカザ科などに対し司ウリ科やアオウキ

クサではRG-II以外のホウ素結合多糖が存在する可

能性も示された。 B-RG-II複合体はユリ花粉管にも

存在することが抗体によって示された。

lpI14 
タバコBY-2培養細胞のホウ酸ーラムノガラクツロナン 11

複合体

~主u呈大野香織司間藤徹ー開谷次郎
(京都大・農・農化)

タバコBY-2培養細胞細胞壁に存在するホウ素の80%

以上を占めるホウ素多糖複合体はーダイコンの場合と

伺じくホウ酸ージオールエステルによって架橋されたラ

ムノガラクツロナン11 (RG-II)二量体であった.この

複合体は希塩酸によってホウ酸と RG-II単量体に分解し

たが単量体をホウ酸と混合すると経時的に分子量が倍

加し二量体が再情成された.この結果はホウ酸 RG-II複

合体が自発的に形成されることを示唆する.

培地細胞外多糖のドリセラーゼ消化断片をDEAE-セ

フアロースカラムにかけRG-IIに特異的な2-ケトー3-デオ

キシ糖を追跡したところ二つのピークが検出され司一

方は細胞壁由来BPCと同じ塩濃度で，他方はより低い

塩濃度で溶出された.後者の分子量(j:RG-11単量体のそ

れと一致するがホウ素を含まず，ホウ酸と混合しでも

分子量変化は観察されなかった.この多糖断片の組成

は現在検討中であるが. RG-IIとの構造の遣いがホウ素

との結合能力に関係すると考えられ司 RG-IIへのホウ酸

の配位は糖鎖部分の修飾によって調節されている可能

性カf示峻される.
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lpI15 
シュガービートパルプから単離したホウ素ーラム

ノガラクツロナン-II複合体

亙畳一J皇、松永俊朗 1 (森林総研、 l農環研)

ホウ素は植物の微量必須元素として知られてい

るが、その機能は不明である。最近、ホウ素は細

胞壁中のベクチンに局在していることが報告され

ている。シュガーピートパルフ。を酵素加水分解し

てホウ素一多糖複合体を単離・精製した。 llBN

MRスベクト jレよりホウ素は多糖とジエステjレ結

合していることが明かになった。構成糖分析、メ

チル化分析及び部分分解物の解析より、複合体の

糖鎖はラムノガラクツロナン II(R G -II)であ

ると同定した。ホウ素-RG-II複合体はpH4.8で分

子量の低下を併うことなく、ホウ素を徐々に遊離

したが、サイズ排除HPLCで測定した分子量の
低下は小さかった。

lpI16 
タケノコから単離したホウ素ーラムノガラクツロ

ナンーII複合体

金王置1，2、石井忠2、松永俊朗3 (1筑波大

応生、 2森林総研、 3農環研)

ホウ素は植物の微量必須元素として知られ

ており、最近、ホウ素は細胞壁のペクチンに局在

していることが報告されているが、その詳細な機

能は不明である。タケノコ細胞壁の酵素分解物か

らDEAESepharose FF、Bio-GelP-lOクロマト
グラフィーによりホウ素一多糖複合体を単離した。

単離した複合体はO.09%(w/w)のホウ素を含んで

いた。構成糖分析、メチル化分析及び部分酸分解

物の解析より、複合体の糖鎖はラムノガラクツロ

ナンーIIであると同定した。 lIB-NMRスペクトル

よりホウ素は多糖とジエステル結合していると判

断された。



lpI17 
根の細胞壁多糖類とアルミニウムの結合

レ・パン・ホア、桜井直樹(広島大学・総合科学部)

カボチャの根端5ミリの細胞壁から、水可溶性画

分(WS)、ペクチン、可溶性へミセルロース多糖類

(HB)を抽出し、アルミニウム(Al)との結合をin

vitroで調べた。AlはペクチンやHBと混ぜると、ゲ

ル鴻過カラムで一緒に溶出された。 WSにAlを混ぜ

ると、 pH6.5では沈殿ができたが、 pH5.5ではでき

なかった。ペクチンではpH5.5と6.5で沈殿ができた

が、 pH4.5ではできなかった。 HBは25%がpH6.5

で沈殿したのみであった。 lmMのAlで処理した根

から、細胞壁画分を抽出し、そこに含まれるAlを定

量した。処理後 l時間で、有意にWSにAlが取り込

まれていた。ペクチンには3時間以降で取り込みが

見られた。以上の結果から、Alは、 pH5.5と6.5では

WSやペクチン多糖類と結合するが、 pH4.5では細

胞壁多糖類との結合力は小さく、そのため根の細胞

内に入り、成長阻害が現れると思われる。

2aIOl 
コムギ葉より単離した葉緑体の破砕液に見出される
Rubisco分解の特性

石田宏幸、牧野周、前忠彦(東北大・農・応生化)

Rubiscoは、 C3植物の成熟葉において可溶性タンパク
質の約50%を占める特異なタンパク質である。 Rubisco

は葉の老化lこ伴い徐々に分解されるが、その分解のメカ

ニズムは現在まで全く不明のままである。本研究は、老

化初期のコムギ第一葉から単離した葉緑体の破砕液をイ

ンキュベー卜した場合にみられる Rubisco分解の特性に

ついて調べたものである。

単離した葉緑体を破砕後、 pH 5.7、氷上でインキュベ

ートし、 SDS-PAGE/イムノブロット法で分析した。 そ

の結果、 RubiscoLSUのN末端側を含む37kDの断片と

C末端側を含む 16kDの断片が検出された。そこで、こ

れらしSU断片の出現に対する各種プロテアーゼ姐害剤

の効果を調べたところ、EDTAと1，10 -phenanthrolineに

のみに阻害効果がみられた。次に宕性厳素のスカベンジ

ャーの効果を調べたところ、 Catalaseとn-propyl伊lIate

に阻害効果が認められ、更に 10mM過酸化水素の添加

によりしSU断片の出現が促進されることがわかった。
以上のことから、これら LSU断片の出現には、過酸化

水素と金属イオンによって生じる酸素ラジカルが関与し

ていることが示唆された。
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2aI02 
細胞死による通気組織形成の解析

』ぽE皐起， P.K.サマラジーワ，山口雅利，内宮博文

(東大・分生研)

イネは水環境に適応した植物であり、内部に発達し

た通気組織を有する。イネの根における通気組織は、

皮層の細胞が死ぬことによって形成される。我々は、

通気組織の形成過程を時間を追って観察し、特定の細

胞から崩壊が始まることを見出した。また、細胞の生

死を区別する為、エパンスブルーによる染色を試みた

結果、崩壊に先立つて特定の位置の細胞がエパンスブ

ルー染色性(死細胞)になることを見い出した。また、

通気組織の形成が嫌気処理によって促進されること、

逆に塩処理によって阻害されることを明かにした。こ

れらの結果は、通気組織形成にともなう細胞死が厳密

な機構のもとで制御されていることを示唆している。

現在、通気組織の発達段階が異なる根における遺伝子

の発現パターンをノーザン法により解析しており、そ

の結果も併せて報告する。

2aI03 
セントポーリア葉の低温障害によって引き起こさ
れる細胞死とその初期過程
室毘金三王、藤田哲也、加藤哲也1、予在官、林
孝洋人矢沢進2 (京都バストウール研J京大・理・
植物、 Z京大・農・花井園芸)

セントポーリアの葉を冷水に翻少接触させると、

柵状組織細胞の光合成は瞬時に停止し，クロロフィ

ル由来の蛍光は急激に減衰する。この変化は不可

逆で，一度低温処理を受けた細胞は光合成活性も蛍

光も回復せず、死にいたる。低温処理の直後に起

こる出来事は大量の酸素吸収で、青酸塩で呼吸を

阻害した葉でもおなじような酸素吸収が起こるこ

とから、ここではミトコンドリアの呼吸系とは別
の酵素が活性化されたと考えられる。この酸素吸

収に伴って細胞には520nmに吸収をもっ褐色の物

質が蓄積し、これと平行して細胞内小器官のすべ

てで構造の収縮などの形態的変化が見られた。葉

緑体ではストロマラメラの配列の乱れとともに、

ルーメンに分布していた電子密度の高い物質の消

失、あるいはストロマへの移行がみられた。核で

はクロマチンの凝集が見られ，また、低温処理した
細胞の核ではDNAの断片化が起こっており、これ
が細胞死の直接の原因となっていると思われる。



2aI04 
コムギの一回結実性老化を制御する内生因子

主王造皇、喜久田嘉郎、幸田泰則(北海道大・農・

作物生理)

一回結実性の老化は開花・結実によってに引き起

こされることから、成熟中のコムギの子実から何ら

かの老化を促進する物質が生成されている可能性が

ある。そこでコムギ第一葉を用いたクロロフィル保

持試験により、穂に含まれる老化促進活性について

検討した。穂から得たヘキサン可溶性分画に強い老

化促進活性カf見られ、またその活性は撃し熟期に極大

値に達した。そこで乳熟期のコムギの穂を材料に用

いて、活性分画の精製を試みた結果、この物質は同

様な老化促進活性を持つジャスモン酸メチルやアプ

シジン酸とは異なる挙動を示した。またその比活性

は、これらニ者よりもかなり高いことが示唆された。

これらの結果より、この物質は未知の老化促進物質

であることが示唆された。

2aI05 
シロイヌナズナにおけるホウ素の動態と高濃度ホウ

素要求性変異株産屋~量，野口享太郎，安森美帆，

松永俊郎渡辺久男今井貴敬内藤哲茅野

充男(東大・農・応生化農環研北大・農・応生)

ホウ素は高等植物にのみ必須な元素である。ホウ

素欠乏，過剰による植物に起こる症状は古くから記

述され，また，ホウ素は大部分細胞壁に存在し，特

定の多糖と結合していることなどが知られているが，

生理作用には未解明の点が多い O 演者らは，シロイ

ヌナズナ高濃度ホウ素要求性変異株を得た。変異株

は，野生株が正常に成長する 3μM程度のホウ素を

含む水耕液では著しいロゼット葉の成長阻害を示し，

3 0 μM程度のホウ素を与えると，ロゼット葉の成

長は回復するが，結実が起こらない。これらの症状

は10 0 μM程度のホウ素を与えることによって田

復する。ホウ素の生理作用を分子レベルで明らかに

する目的で，遺伝解析，成長解析と共に，ホウ素安

定同位体をICP-MSによって測定する方法によるトレ

ーサ 実験を行っており，結果を報告する。
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2aI06 
遊離メチオニンを過剰蓄積する突然変異株の解析

太田賀聡.南原英司，内藤哲

(北海道大・農・応用生命科学)

メチオニンのアナログであるエチオニンは、植物

に対し毒性を示す。植物体内に過剰の遊離メチオニ

ンを蓄積するためにエチオニンに抵抗性を示すシロ

イヌナズナの突然変異株(mω1-1)が単離された。

mω1-1突然株は発芽後ロゼット葉に野生型株の10-

40倍の遊離メチオニンを蓄積するが、播種後25・30日

でロゼット葉の遊離メチオニン濃度は野生型株と同

レベルにまで低下し、開花後は茎頂部・果実に遊離

メチオニンを過剰に蓄積する。このロゼット葉での

遊離メチオニン濃度の低下は抽苔に伴うものと考え

られた。そこで抽苔の時期を遅らすため、花芽形成

が遅れ、その間ロゼット葉を展開し続ける突然変異(

gi 2)をmω1・1突然株に導入し、二重突然変異株を作

成した。二重突然変異株では抽苔は播種後50-60日で

起こるが、ロゼット葉での遊離メチオニン濃度の低

下はmto1-1突然株と同時期の播種後20-30日に起こ

った。本会では、短日処理を施したmto1-1突然株で

の遊離メチオニンの経時変化とともに報告する。

2aI07 
アラピドプシスの緑葉の老化に関わるプロテアー

ゼ遺伝子の発現

阜韮ニ主、伊藤正樹、渡漫 昭、篠崎一雄[ (東京

大・院・理系・生物科学、 1理研・植物分子)

高等植物の葉の老化は細胞内タンパク質の分解や窒

素などの再分配が高度に制御されながら進行していく

過程である。しかし、この秩序あるタンパク質の分解

に関与する分解酵素やその制御機構については不明で

ある。 そこでアラビドプシスの緑葉を用いて、特異性

の高い分解系である、葉緑体に局在する Opプロテア

ーゼと、細胞質に存在するユビキチン系のプロテアソ

ームの遺伝子について、老化における発現を解析した。

その結果、時処理により誘導した老化、また自然老化

のどちらにおいても、乾燥によって発現することが知

られている Opプロテアーゼサプユニットの遺伝子

ERD1では明らかな発現誘導が確認された。しかしプ
ロテアソームのゼータサプユニット遺伝子の発現に変

化は見られなかった。これらの結果より C)pプロテアー

ゼをコードする遺伝子の発現が緑葉の老化による葉緑

体内のタンパク分解に関与している可能性が示唆され

た。



2aI08 
リン酸欠乏ストレスのトウモロコシに及ぼす影響について、

IV可溶性タンパク賓の 2次元的パターンの変化ー老化との関

連において

臼田秀明、下河原浩介 (帝京大学、医、化学)

リン酸欠乏は植物の生育を律速する要因の一つであるので、

その欠乏の影響をトウモロコシを0.5mMとO目001mMのPi下で

生育させ調べてきた。その結果、リン酸欠乏は生長の苦情IJ、

ク口口フィル含量の低下、光合成の阻害、光合成炭素代謝関

連の酵素活性の低下 (Sucrosephosphate synthaseは酵素量

は減少するが、活性化が促進されるため、活性の低下は抑制

される)、下位葉におけるタンパク質の分解とそれに伴う窒

素の上位葉への転流の促進、更に、下位棄の老化の促進をも

たらすことを明らかにしてきた (PCP32:497-， 1313 

34:767-.36・1041.Plant PhysioI.99:1680-)。
老化がどのような機備で引き起こされるのかを調べるため

に、まずリン酸欠乏で誘起される老化の過程で特異的なタン

パク質が出現するかどうかを 2次元電気泳動により検討した。

その結果、可溶性タンパク質は 45 0以上のスポ y トに分離

したc そのほとんどはりン酸欠乏とコントロールに共通なも

のであった。しかし、 1 1のボリペプチドがその相対的含量

を滅少させ、 18のポリペプチドがその相対的含量を増加さ

せた。これらについて、老化との関連で考察する O

2aI09 
ゼニゴケフ。ロトプラストにおける細胞壁構築と再強固胞の安定性

1.阻害剤の効果

宣毘塵阻，福川英司1 (埼玉大・理・生体制御北海道原環セ)

セ、ニゴケプロトプラストを活性炭を含む培地で培養すると， 24 

時間以内に細胞壁を再生し，明所では48時間頃から分裂を開始す

る。しかし，培地に活性炭が含まないと，フ。ロトプラストの生存

率は急速に低下する。ところが，培地中に低濃度のセルラーゼを

添加して培養すると，再生した細胞壁は直ちに分解され，同時に

フ。ロトプラストは安定化する。このことから，活性炭を含まない

培地で形成された細胞壁には，再生細胞を不安定化する何らかの

構造的な欠陥があることが示唆される。一方，活性炭が含まない

培地でも， CMC (カルボキシメチルセルロース)を添加すると

細胞壁が再生されるが，同時に再生細胞は安定化する。さらに，

生合成された細胞壁駒子の細胞内輸送の阻害剤をCMCと共に培

地に添加し，その効果について調べた。その結果，モネンシンが

CMCによる安定化の効果を消失させることが明らかになった。

CMCは再生されたセルロースの構造に影響することがよく知ら

れているが，今回の結果から，セルロース以外の駒査がゼニゴケ

プロトプラストから再生した細胞の安定化に関与していることが

示唆された。
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2aII0 
細胞壁形成過程の三次元観察(1) 

ーリグニンの沈着にともなう二次壁の形態変化ー

虫昼J二、高部圭司、藤田稔 (京大、農、林産)

木化は維管束植物の二次壁に特徴的な現象で、セルロース、

ヘミセルロース土佐積後にリグニンが沈着することである。ヒャ

クニチソウ単離葉肉細胞の管状要素への分化過程では、二次肥

厚と肥厚部の木化が短時間に観察できる。培養各段階での二次

壁を急速凍結・ディープエッチング法により観察した。木化開

始直前の一時壁と二次壁ではセルロースミクロフイプリルの直

径と配向がかなり異なっていた。一次壁でのセルロースミクロ

フィプリルがランダムな網目状を呈していたのに対し、二次壁

のセルロースミクロフィプリルはほぼ同ーな方向に配列してお

り、ミクロフィプリル問には繊維状あるいは球状の架橋が数多

く観察された。木化が開始すると、直径20-80nmの球状物質が

ミクロフイプリルの回りや関に生じてミクロフイプリルは見え

にくくなった。木化の進行とともにこの球状物質の大きさと数

が増大し、木化の完了までには二次壁のフィプリル様構造を完

全に覆い尽くしてしまった。球状物質はそノリグノ}ルの脱水

素重合物であると考えられ、これらの形態はモノリグノールと

ベルオキシダ}ゼを混合して得られる"bulkpolymer" 7イプの
脱水素重合物の構造に似ていた。二次肥厚部横断面にはセルロ

ースミクロフイプリルの断面が観察され、木化開始時よりも木

化完了時の方が同一面積内でのセルロースミクロフイプリル数

が増加していた。二次壁の木化完了後、一次壁の網状構造もド

ロップレット状物質によって覆われた。このことは一次壁も木

化することを示唆している。

2aI11 
傾斜刺激による樹幹木部でのあて材形成と木部分化帯

での遺伝子発現の変化

亙量盈ニ、原由里子、日尾野隆l、竹田 匠、伊東隆夫、伊藤一弥l
(京大・木研、 1新王子製紙・林木育種研)

すでに伸長成長を停止している樹幹は傾斜されると本来

の位置に戻ろうとして「あて材」という特殊な木部(材)を

分化させる。広葉樹(双子葉類)では一般に傾斜上側に引張

あて材が形成される。その部分では、リグニンを含まない

二次壁の層が厚く堆積し、セルロースミクロフィプリルが

細胞長軸とほぼ平行に配列するようになるなど、細胞壁

(二次壁)の変化が顕著に現れる。あて材の形成には植物

ホルモンの関与が示唆されているが、その形成機構につい

ては知られていない。我々は傾斜刺激によって木部分化帯

で発現する遺伝子のcDNAを単離するために、傾斜させた

樹幹と通常に生育中の樹幹からpoly(A)+ RNAをそれぞれ

単離し、サブトラクションを行なった。こうして得られた

32pラベルのサプトラクテドcDNAをプロープに用いて、傾

斜固定したユーカリ樹幹の木部分化帯から得られたmRNA

を鋳型とするcDNAライブラリからスクリーニングを行

なった。得られた14個のcDNAクローンについてノーザン

プロッティングによって発現解析を行なった結果、傾斜時

にのみ発現しているもの、通常に成育中と比較して発現が

促進されるものとがあった。



2aI12 
ホヤ類におけるセルロース合成

木村聡、足車監丞(京都大・木質研)

一般に、セルロ スは陸上植物や一部の藻類の細胞壁の骨格

情造をなす成分として広く知られている。植物細胞ではセル

ロースは原形質膜上に存在するセルロース合成酵素複合体(

TCs)の働きで合成、結晶化することが明らかになっている。

ところが動物細胞でもセルロースが生産されることはあまり知

られていない。ホヤ類はセルロースを合成する唯一の動物で、

そのミクロフィフリルは太く高結晶性である。ところがその生

合成機構に関しては、合成部位が表皮細胞であるらしいという

以外ほとんどわかっていない。植物細胞での研究から原形質膜

上のTCslこはロゼット型と直線裂の2種類があることが知られ

ている。ホヤ類には植物細胞と同様のTCsが存在するのか、存

在するならば2種類のいずれなのかあるいは全く新しい形状を

示すのかということが疑問としてでてくる。そこで我与はフ

リーズフラクチャー;去を用いて表皮細胞、特にその原形質膜の

詳細な観察を行いホヤ類のセルロース合成の機構の解明を試み

た。ホヤ類は系統上3つの自に分類されるが、材料としてウエ

夕、イトヒキボヤ、マボヤ、アラレボヤ、ネンエキボヤ、ミナミ

シモフリボヤ、マメボヤの 3つの自にまたがる6種類を選択し

たむ観察したすべての種類のホヤの表皮細胞において皮のうに

面した原形質膜上にセルロース合成酵素複合体を発見した。こ

の結果、生物によるセルロースミクロフィフリル合成は、動植

物を問わず原形質膜上のTCsが関与することが明白になった。

2aI13 
積物根端組繊細胞の生理・形態学的研究(III)

空隙 (Cavity) を充填する細胞の形態的特徴.

ι主豊盤，梶隆I(拓殖大・工政経)

エンドウを 250Cで発芽・生育させると桜の中心柱

に空機ができることを昨年度日本植物学会大会，お

よび前回の本大会(松紅)で報告した。 15cmに
伸長した根では、先端から 9cm近辺で，この空隙

は周辺細胞の分裂・増殖によって埋められていく。

今阿はこの空隙を埋めていく細胞 ( s P s ; 
Specialized parenchyma cells ) の起源，及び形

懸学的特徴を報告したい。

中央部に大きな空際が形成されたときは， S P s 
は周辺細胞の分裂により形成され，泡をふくような

形をとりながら巨大な細胞になり，空隙をうめてい

く。これら SPsは巨大な細胞に成長する過程で液

胞膜の崩壊，細胞質の自己消化を起こす。細胞壁の

厚さは薄いが、細胞壁の自己消化は起こらない。一

方，空隙が Metaxylem近くに形成された時は、 SP  

sはその周辺細胞から形成されるが、泡をふくよう

な形態はとらない。これらの細胞壁は肥厚し、二次

細胞墜となり、 Metaxylemcellsと同様な形態を示

した。
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2pIOl 
PLANT CELL-0IVI510N A550CIATED 21 D7 GENE ENCOOE5 A 

COMPONENT OF THE 26 5 PROTEA50ME 
Maria W.5MITH， Masaki 1T0，1 Shigeru 5ATひ，2Yoko 
Y05HIKAWA， 5hinko WADA， Miyuki MIYAWAKI，3 Hiroki 
NAKAGAWA，3 Atsushi KOMAMINE; Oept. Chem. Biol. Sci.， 
Japan Wαnen's Univ.， Tokyo 112， 1 Oept. Plant Sci.， Grad. 
5chool 5ci.， Univ. Tokyo， Tokyo 113， 2 Mitsui Plant Biotech. 
Res. Inst.， Tsukuba， Ibaraki 305， 3 Oept. Agricult. Chem.， Fac. 
Ho代icult.，α、ibaUniv.， Matsudo， Chiba 271 
The gene for carrot cell-division associated 2107 antigen of 
45 kD has been isolated. The data about a yeast 2107 
homolog， SUN2， has suggested that it is a subunit of 26 5 
proteasome (Toh-e et al.， personal communication).ηm 
functional expressi∞of the plant 21 07 cDNA rescued the 
yeast sun2 mutant. We have isolated proteasαne fracti∞s 
from carrot cultured cells by glycerol density gradient 

centrifugation of crude extracts， and by three-step large-
scale purification by chromatography. The 2107 antigen was 
always present in the same protein fracti∞s where 
regulatory subunits of the 26 5 proteasαne were f，ωnd. 

Electrophoresis under n∞-denaturing conditi∞s 
demonstrated that the 21 D7 antigen of 45 kO was f.αmd at 
the same location as more than 700 kD 26 5 proteasomes， 
and that the dissociation of proteasomωled to 

correspondingly altered locations of the 21 D7 antigen. 50 the 

21 D7 antigen seems to be a subunit of the 26 5 proteasome 

and might play a role in cell-division related nuclear 

functions of this enzymatic complex. 

2pI02 
タバコ培養細胞BY・2のキネシン様タンパク質遺伝子
の細胞周期における発現ノfターン
訟草壁主主、 DavidCOLLINGS、浅田哲弘、柴岡弘郎
(大阪大・理・生物)

キネシン様タンパク質(KLPs)は真核細胞に幅広く存在する微

小管モータータンパク質であるが、植物細胞で同定されている

KLPsの種類は限られている。また、植物微小管の機能にどのよ

うに寄与するかについて限られた知見しか得られていないの

私達は、 KLPsのモータードメインに存在する保存領域を利用

してR下PCR法を行い、 BY-2細胞で発現しているTBK(工obacco

堕Y-2主inesin-likeprotein)l-llを同定した。次に、 τ'BKsの細胞周
期における発現を調べるために、ノーザン法により発現パター

ンを解析したところ、(1)細胞周期を通じて定常的に発現が見ら

れるタイプ'(TBK5)、(1I)mitotic indexのピークに先だって発現量

のピークに達し間期には発現量が減少するタイプ(百K4，1O，1l)、

。1I)発現のピークがmitoticindexのピークと一致し間期には発現

量が減少するタイプ(TBK3，7)の3つのタイプの発現様式が見られ

た。 TBKsの中で間期の表層微小管と相互作用の考えられるもの

は百K5のみである。また、タイプ(1I)・ (III)は前期前微小管束、

紡錘体微小管、隔膜形成体微小管との相互作用が推測される。

現在、詳しい解析に向けて、それぞれのタイプのTBKsのクロー

ニング、抗体の作製を行っている。



2pI03 
タバコキネシン様タンパク質 NAKsによる NPKlキナーゼ

側APKKK)の活性化機構

西浜竜一、石川雅樹、山崎良子、荻野弘美、入江賢貯、松本

邦弘1、E旦丞且L(名大・理・生物、 2分子生物)

当研究室でタバコから単離されたNPKlcDNAは、酵母細胞

の中で MAPキナーゼキナーゼキナーゼ(MAPKKK)として機

能するタンパク質をコードする。 MAPKKKは酵母や動物にお

いて、様hなシグナル伝達に重要な働きをしていることがわ

かっている。 NPKlの機能は、その転写パターンから、細胞

増殖と何らかの関係があると思われるが、 NPKlがどのよう

なシグナル伝達系で機能しているのかはわかっていない。そ

のことを解明するために、我々は酵母の系を用いて、 NPKl

の活性化因子をコードする cDNAをスクリーニングした。そ

の結呆、 N末端側にキネシンのモ一夕一ドメインと高い相同

性を示す 2種類のキネシン様夕ンパク質 NAK引l、NAK2(例NAKs配: 

型留~Kl嘗u伽va組H山n略g}記位駒~i山山i針伺n】e郎凶s討i加nル1ト-批epr仰Jfot凶ein】s) が、 NPKl を活性化するこ
とがわかった。酵母を用いた遺伝学的解析から、 NAKsのC

末端側領域がNPKlの活性化に働いていること、また NPKl

のC末端側領域(キナーゼ非関係領域)が活性化に必要であ

ることがわかった。さらに酵母を用いた生化学的解析から、

NAKsとNPKlは複合体を形成していること、さらに NAKl

を過剰発現させると NPKlのキナーゼ活性が上昇することが

わかった。これらのことから、 NPKlはNAKsとの結合で構

造変化が起こることにより活性化されると推測される。

2pI04 
NPKlとNAKsの槌物細胞分裂における役割

直孟童ニ、中島麻里奈、山崎良子、浅田哲弘1、松井啓祐1、

平野敬子、荻野弘美、町田泰則(名古屋大・理・生物、 2大

阪大・理・生物)

タバコのプロテインキナーゼ NPKlと、その活性化因子キ

ネシン様タンパク質 NAKsの機能を、それらの発現パターン

から推測することを試みた。ノーザン解析からNPKl、NAKs

共に、対数増殖期のタバコ培養細胞、根、茎で mRNAが検

出され、成熟業では検出されなかった。 NPKl遺伝子のプロ

モーター領域と GUSコード領域との融合遺伝子をもっトラ

ンスジェニック植物を用いた解析から、根端、倶~根の原基、
茎頂分裂組織を含む茎頂付近の細胞、維管束周辺の細胞、若

い葉、成長期の全花器官で NPKlが転写されていることがわ

かった。根端おいては、 5-bromo・2・-dωxyuridineの取り込みに

より同定した分裂中の細胞を含む領域と、 GUS活性が検出

される領域が一致した。また成熟葉切片をカルス誘導培地上

で培養すると、 NPKlの転写は 3時間後までに誘導された。

このことは、 NPKlは分裂中の細胞で転写され、分裂中に何

らかの制御をしていることを示唆している。そこで同調培養

したタバコ培養細胞 BY-2を用いて、発現の細胞周期依存性

を調べたところ、 NPKlタンパク質は周期を通して一定量存

在した。しかし、 NAKlmRNAはM期で検出された。これ

らのことから、 NPKlはM期において NAKsにより活性化

され、微小管上で何らかの機能をしていると思われる。
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2pI05 
タバコ BY-2細胞における細胞周期各期の微小管形成部位

塾重盛二郎，熊谷史，長回敏行(東京大・大学院・理学)

細胞周期の各期における微小管形成中心 CMTOC)部位を特定

すべく，向調化したタバコ BY-2細胞を用いて微小管を嬢し，

その再形成過程の観察を試みた。 BY-2細胞を3時間o"Cに保
っと同時に 100μMのプロピザミドを添加することで，微小管

は完全に壊された。これらの細胞を MS培地で洗浄した後， 30 

℃で培養することにより，各期における微小管の再形成を詳細

に観察することができた。各期の MTOC 部位は S~G2期では

細胞表層と核、 M期では分裂装置， M/G，移行期では核(あるい

は核と細胞表層)， G，期では細胞表層であった。また、これら

の MTOC部位には EF-1a様の 49-kDaタンパク質の局在が見

られた。さらにこの微小管再形成系にサイトカラシンを用いた

観察から，微小管により再形成にアクチン繊維の存在が必要な

ものとそうでないものがあることが判った。 εL上の知見を基に
細胞周期各期における微小管再形成の機構について考察する。

2pI06 
タバコ倍養細胞 BY-2の増殖の制限要因としてのリン酸の

役割

盆昼一主魁網野真一，高橋陽介，長田敏行

(東京大・理学系大学院)

タバコ懸濁t音養細胞 BY-2はその鳩殖因子としてオーキ

シンが知られており，オーキシンで発現が誘導される遺伝

子も単離され，機能解析も行われている。この他にもリン

酸が増殖の律速要因となっているととが以前から指摘され

ており，他の倍養細胞系でも同様の現象が報告されてい

る。実際に倍地中よりリン酸を除くと細胞分裂は停止する

が，再度添加することで DNA合成を経て半同調的な細胞

分裂が誘導される。そこでこの DNA合成に先立つて発現

誘導される遺伝子をディファレンシャルスクリーニングに

より単商量することを試みた.その結果，遺伝子を同定でき

たので，その発現制御の解析と機能の推定を行った.リン

酸は信号伝達系のシグナル物質と密接に関わっているの

で，この遺伝子が細胞分裂に関わる意義を考察する。



2pI07 
タバコのサイクリンocDNA の単離と発現解析
関根政実，城野健一河内宏，新名惇彦 (1農水省・生物研，
奈良先端大・バイオサイエンス)

【目的}全ての真核生物の細胞周期制御には、基本的には共通
の機構が存在することが明らかとなりつつある。細胞周期制御
において中心的な役割を果たすサイクリン依存性キナ ゼ
(CDK)はサイクリンと複合体を形成し、セリン/スレオニンキナ
ーゼ活性を持つ。 CDKとサイクリンは遺伝子ファミリーを形成
し、組み合わせの遣いによりキナーセ、活性の基質特異性と活性
のピークが細胞周期で異なり、各時期の制御を行っている。す
なわち、哨手L動物ではM期サイクリンはCDC2と複合体を形成
し、 G2/M翼月平多f予を制御し、 G1サイクリンは主にCDK2やCDK4
と複合体を形成し、 G1/S期移行を制御する。本研究では細胞分
裂の重要な制御ポイントであるG1期制御の分子機情を解明する

ことを自由包として、タバコ (Nicotianatabacum)からサイクリン
DのcDNAを単離し、遺伝子発現の解析を行った。
【方法・結果} シロイヌナズナの3種のサイクリンDの聞で
保存されている領域内でPCRフライマーを合成し、タバコ培養
細胞BY-2の全RNAを用いてRT-PCRを行い、増幅されたDNA断
片をプローブにしてcDNAライフラリーをスクリ一二ンクした

結果、数個のクローンが取得された。これらのcDNAの塩基配
列を決定した結果、 2種類のサイクリンDが存在することが判明
した。また、日甫事L動物に見られる癌抑制i宣伝子産物のRb蛋白質
との結合に関与するモチーフがタバコサイクリンDにも保存さ
れており、 G1期制御に重要なRb蛋白質と同様な機能を有する
因子が植物にも存在する可能性が示唆された。現在、タハコ培
養細胞BY-2を用いて発現様式を解析している。

2pI08 
DNA複製関連遺伝子の細胞周期依存的発現
恒産正樹、横井雅幸1、花岡文雄1、渡遁昭(東京
大・院・理系・生物科学、 l大阪大・細生工センタ ) 

近年の細胞周期に関する研究により、植物を含めた
真核生物の細胞周期のメカニズムは基本的に保存され
ていることが示されており、進化的に同系統の因子が
制御に関わっているととが強調されている。しかしそ
の一方で、細胞周期に依存した遺伝子発現制御機構
は、進化的に保存されていないことが明らかになって
きており、それぞれの生物種における細胞周期制御の
個性を反映していると考えられる。酵母では、一群の
DNA複製関連遺伝子が、共通のメカニズムによって制
御され、 GlIS期に特異的に発現することが知られてい
るが、動物細胞においては異なったシステムが周期依
存的発現制御に関与していると考えられている。同様
に高等植物にも特有の機構が存在している可能性が考
えられる。そこで、演者らは、高等植物におけるDNA
複製関連遺伝子の発現制御機構の解明を目指して、
DNAポリメラーゼα、二機能性のジヒドロ葉酸還元酵
素チミジル酸合成酵素(bifunctionalDHFR-TS)、PCNA、

レボヌクレオチドレダクタ ゼ、 dUTPaseなどの遺伝子
が細胞周期依存的に発現するかどうかについて、タバ
コ嬉養細胞BY-2の向調培養系を用い解析を行った。ノ
ーザン解析の結果、 DNAポリメラ ゼαの他、幾つか
のDNA複製関連遺伝子が細胞周期のS期に特異的に発現
することが明らかになった。これにより、高等植物の
DNA複製関連遺伝群の転写制御機構の解明への端緒が
築かれた。
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2pI09 
へパリンカラムによるリボゾーム凝集活性物質の抽出な

らびにこれをコードする遺伝子の解析

伊東庸子、 Eric Davies1，阿部俊之助 (愛
護支で冨・生物資源、 1ノース・キャロライナ州立大・植
物)

アラスカエンドウ (Pi盟坦坦且盟皿 Lvar. Alaska)の
黄化芽生え先端部より摘出した細胞骨格画分には、種々
のタンパク質や、細胞質リボゾームの70%にものぼる
多くのリボゾームが含まれている。この画分を、デター
ジェントを含む高塩温度の緩衝液に懸濁して細胞骨格を
解離し、超遠心によりリボゾームを取り除いた後、透析

により細胞骨格タンパク質を含むコロイド状物質 (AT)

を構成させた。このAT、およびATより抽出した42.
5kDaのタンパク質 (RSP)は、 0-150mMK

+を含む緩衝液中で、リボゾームと結合する性質を持つ

一方、細胞骨格自体あるいは細胞骨格とリボゾームの結

合を破複することが報告されているへパリン存在下では

この結合が阻害されることがわかった。そこで、へパリ

ンのアブイニティーカラムを用いてエンドウの細胞骨格
函分の分析を行ったところ、 1MのK>を含む極めて高塩

温度の溶出画分にリボゾーム沈降活性とともにRSPが
濃縮されることがわかった。 このようなリボゾーム凝

集活性を持つタンパク質は、 トウモロコシ等にも存在し
ていた。そこでRSPの構造と機能を明らかにするため、

エンドウの cDNAライプラリーより RSPをコードす
るDNAを検索し、その配列を解析した。

2pI10 
へパリンアフィニティーカラムを用いた、植物細胞より

の細胞骨格爾分タンパク質の分離。

盟壷盤主盟、 EricDavies1、愛媛大・農・生物資源、

1 North Carol ina州大・植物

黄化アラスカエンドウ芽生より細胞骨格を分離し、界

面活性剤の有無や、高塩温度により抽出したところ、一

部の膜タンパク質やその他のタンパク質がいくつか溶離

したのみであった。一方、細胞骨格ペレットを細胞骨格

破壊バッファー，CDB(450mM KOAc， 200mM Tris-HCl (pH 

8.5)， 25mM MgOAc2， 0.5mM ATP， 2%PTE)に溶解後、超遠

心しリボゾームを除いた上清を希釈後、へパリンアフィ

ニティーカラムにかけた。結合したタンパク質を0.15-1

M KOAcの浪度勾配により溶出したところ、 10種類以上

の細胞骨格画分タンパク質を分擁することができた。こ

れらの中には2から8個の等電点スポットを持つものも

あった。もし、溶解した細胞骨格よりリボゾームを除去

しなかった場合は、リボゾームが、いくつかのフラクシ

ヨンで特有のタンパク質を伴い溶出した。このことはリ

ボゾームがへパリンカラムにより細分画できるとともに

これらタンパク質のうちいくつかは、リボゾームー細胞

骨格複合体の構成要素であることを示すと思われる。



2pI11 
植物の細胞骨格画分タンパク質の分離・精製と49kDaタン

パク質の構造解析

装置童三，岡本知明，阿部俊之助，EricDavies' (愛媛大・

農・生物資源，'North Carol ina州大・植物)

植物の細胞骨格画分には、 actinやtubulin以外に、低

分子から高分子にわたって様々な特有のタンパク質が含

まれており、遺伝子の発現の制御やその他の生理活性に

重要な役割を果たしていると考えられる。しかし、これ

らの構造や機能についてはほとんど知られておらず、こ

れらを解明することは非常に重姿である。

本研究では、アラスカエンドウ5日目黄化芽生え先端部

より抽出した細胞骨格画分から、 PTEを含む高塩温度の

緩衝液で細胞骨格を解離、超遠心でribosomeを除いたあ

と、 heparinaffinity columnにかけ、 0.15-1Mの塩濃

度勾配で溶出した結果、高塩温度でも細飽骨格から脱離

しにくい、いくつかのタンパク質を分離できた。このう

ち、約49kDaのB3は、 pI5-7に8個以上のisoproteinがあ

り、その発現は成長や植物ホルモンにより変化すること

がわかった。 B3をV8proteaseで消化して得たfragmentの

部分アミノ酸配列からprimerを合成してPCRを行ない、

遺伝子並びにpeptideの構造を明らかにした。このタン

パク質はRNAの輸送に関連していると恩われる。

2pI12 
植物の細胞骨格タンパク質の分離・精製と54.7kDaタン
パク質の構造解析

国主短盟、柴田幸一、阿部俊之助、 EricDavies' (愛媛

大・農・生物資源、 'NorthCarolina州大・植物)

発芽5日目のアラスカエンドウ黄化芽生え先端より調
製した細胞骨格画分を、 HeparinAffinity Columnにか
け、海温度150皿MKOAcで溶出した54.7kDaのタンパク質(B

1 )の構造解析を試みた。このタンパク質を2次元電気泳
動ではpI5.67のSingleSpotであった。またB1をV8pro-
teas巴によって消化し、 SDS-PAGEによって分離し6つの
フラグメントを得た。これらの部分アミノ酸配列を国立

遺伝学研究所のDatabas巴に対して検索しこれらのうち2
つのフラグメントについてHo-transportingATPsynthas 

eと高い相向性を得た。これらをもとにPrimerを合成し

PCR Cloning及びcDNAlibrary検索を行い遺伝子の部分配

列を得た。この配列と、さきに得られた W-transport-
ing ATPsynthaseとの相同性は低かったが、この遺伝子の
コードするアミノ酸配列では、再びさきの H"-trans-
porting ATPsynthaseと高い相向性を示した。これらの
ことからB1は Ho-transportingATPsynthase様の新規の
タンパク質であると考えられた。現在、全長に当たるク

ローンを得ており、構造解析を行っている。
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3aIOl 
タバコ懸濁培養細胞BY・2を材料とした invitro微小管

重合系
熊谷史、馳i尺盛郎、長田敏行(東京大・理学系研
究科)

高等植物細胞においては微小管形成中心(MfOC)

は一定の構造をとっておらず、細胞周期を通じてその

所在は明らかになっていない。そのため、ある因子が

加汀OCと関わっているか否かを細胞内におけるその

因子の局在の解析によって判断することは難しい。

我々はこの問題を解決するためにタバコ懸濁渚養細

胞BY・2を材料とした mVl什oにおける微小管重合系の

確立を目指してきた。脱液胞化した BY・2細胞のプロ

トプラストをホモジェナイズし、その懸濁液に精製チ

ュープリンを加えて加湿すると小さな星状体様の構

造“aster"が暗視野顕微鏡観察下で認められた。“aster"

形成に関与する因子は塩で抽出することが可能で、陽

イオン交換体を用いて部分精製することが出来た。乙

の“aster"形成系に関してその形成条件や形成の進行

をもとに植物細胞におけるMfOCについて議論する。

3aI02 
細胞質表層微小管の配向変化サイクルにおよほす

サイトカラシンDの効果

武居-----1iIi、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

アズキ上妊軸表皮細胞の outertangentia1 wa11は、セルロー

ス微繊維の配向が縦方向の層と横方向の層とが繰り返し積み

重なった構造(交差多層構造〕を持っている。この構造の形

成過程から、その内側の細胞質表層微小管は縦方向と横方向

とを交互に繰り返すサイクリックな配向変化をしていると考

えられる。細胞質表層微小管にはアクチン微繊維が付随して

いることが知られており、アクチンが微小管配列に何らかの

影響をおよぼすことが予想されるが、アクチンの働きについ

ての具体的な知見は少ない。

表層微小管の配向変化サイクルをオーキシンの欠之によっ

て一時的に停止させて同調化し、アクチン破壊剤であるサイ

トカラシンD(CD)が表層微小管の配向変化サイクルに与える

効果を調べた。その結果、 CDが微小管の横方向から縦方向

への変化を促進することが明らかとなった。 GA3は、微小管

が横方向にとどまる時間を長引かせる効果を持つが、 GA3と

同時に与えた CDはこの効果を取り除いた。アクチンは微小

管を横方向に維持するのに関与していると考えられる。



3aI03 
高等植物の核膜表面に存在するMTOC様複合体を構成するタンパク質

について

旦山意思、水野孝一(大阪大・理・生物)

高等植物細胞には、動物細胞とは違って中心体が存在しないため

微小管形成中心 (MTOC)についてはほとんど知見が得られていな

い。タバコ培養細胞BY-2では、間期のある時期には、核の表面から

微小管が形成されていることが蛍光抗体観察法によって調べらてお

り、又、単離した核にMTOCとなりうる頼粒が存在することが報告

されている。

今回我々は、 percollに代えてショ糖密度勾配達心により核を単離

した。すると、 percollを用いて単離した核とは異なり束化しない多

数の長い微小管が核の表面に形成されることを見いだした。遠心に

より核 sapを分離した後、核膜断片を界面活性斉Ijで洗うことにより

MTOcl議複合体を豊富に含む分画が得られたが、形成される微小管

の長さは短くなった。この微小管MTOct華複合体を遠心により回収

し、この分画をSDS-PAGEにかけることにより、複合体に含まれて

いるタンパク質を調べると 56. 6 9 . 8 2 KDaのタンパク質が主成

分として存在することがわかった。これらのうち、 56. 82 KDa 

のタンパク質は頼粒から、又 69KDaタンパク質は核sap由来で

あると考えられた。洗いにより除去された因子も含め、これらのタ

ンパクは微小管の nucleation及び elongヨItionに重要な役割を果たす

ものと推測される。現在、抗体を作成中である。

3aI04 
多糖合成酵素複合体構成タンパクの性質と機能

盆主盤羊水野孝一 (大阪大学・理学部・生物)

アズキ上JIf軸切片の細胞膜をCHAPSで可溶化した逮心上清

には多糖合成活性を有する頼粒の存在が確認されたο この穎

粒は主構成タンパクとしてチュープリンを合んでいること

がわかヮたのでチュープリン抗体カラムにより精製した。こ

の穎粒は直径が約 10nmであり、 1mM UDPグルコースと1

mM Mg2+の存在下で27'(:でインキュベートすると、多糖繊

維を形成する ω この頼粒の主な構成タンパクとして、目、 β 

チュープリン、 65、 35、33、15kDの6つあり、それぞれ

に対する抗体を作った。これらの抗体を用い invitroでの多

糖繊維合成への影響を調べた。 65、15kDタンパクに対する

抗体は多糖繊維の長さを著しく促進した。一方、 33kDタン

パクに対する抗体は繊維合成を著しく阻害した O 以上のこと

から、 65kDおよび15kDのタンパクは共に多糖繊維の伸長を

制御する機能をもっと考えられる。また、 33kDのタンパク

は、 UDPーグルコース、 Mg2+の結合部位あるいは多糖合成酵

素本体である可能性が考えられる。現在、それぞれの構成タ

ンパクのアミノ酸配列の決定を行っているところである。
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3aI05 
ニンジンβチューブリン・アイソタイプ
圃亙昭治、関根原和彦、内藤敬子、大J11裕美、
倉島古生子(富山医薬大・薬)

高等植物の微小管は高等動物と比較してcortical
IDicrotubuleや preprophaseb叩 d，phragmoplast 
など、特有な機能や分布を示す外、その構成チュー
プリンの電気泳動移動度や薬剤感受性も異なる等多
くの特徴を持っている。我々は、抗体によるスクリー
ニングにより、 βチューブリン cDNAをクローン化
しその性質について以前に報告した。今回はその
cDNAをもとに、ニンジンゲノム DNAについて解析
を進めた結果について報告する。
ゲノム DNAのサザンプロッティングにより、ニ
ンジン細胞中には、 9樟前後のβチューブリン遺伝
子が存在すると推定されるが、その内4種がクロー
ン化された。これまでに塩基配列を決定した2種
(β1，β2)について予想されるアミノ酸配列を比
較した結果、 βlはβ2に比べてそのC末端部にお
いてアミノ酸2残品分長く、酸性アミノ酸残基数も
多かった。 β1，β2ともに高等植物に共通するシス
テインの位置のずれが認められ、その周辺の疎水性
が増すような変化がみられた。またコルヒチンおよ
びポドフィロトキシンとの親和性と関係あると指摘
されているN末端より316番目のアミノ酸は何れも
尚等植物タイプのメチオニンであったが、 βlでは
320グリシンのグルタミン酸へ、 360アルギニンのス
レオニンへの作屯の変化を伴った世換が見られた。

3aI06 
A PLASMA MEMBRANE-ASSOCIATED ACTIN 
CYTOSKELETON IN TOBACCO BY・2 CELLS: 
EVIDENCE FOR INτ'ERACTION Wlrn 
MICROTUBULES. 
David COLL町GS，Hiroh SHIBAOKA. Dept. Biology， 
Fac. Science， Osaka Univ.， Machikaneyama 1-1， Osaka 
560. 

We have determined出atmembrane ghosts formed from 
tobaαo BY・2cells白nretain an actin cyto喝keletonin 
addition to∞rti印 1microtubules. In the most common of 
血ethree distinct actin pa町ms出atoccur， the actin is 
random and exhibits only 1凶itedco-alignment with the 
microtubules. Actin and microtubules have different 
sensitivities to出epH and [K+] of th~ lysis buffer， but they 
are similarly sensitive ωraised [Ca2+]. Ghosts pre伊red
from taxol-treated cells have calcium-stable microtubules 
arranged in parallele江rays;such gho唱tshave叩 increased
泊nountof actin co-aligned with the microtubules， and this 
actin has an increased stability to free calcium. 百lese
experiments imply some type of interaction between the 
actin and microtubules at or near出eplasma membrane. 
The remaining two actin pa悦 msare rare組 doccur on 
miαoωbule-free ghosts that are often large and irregular in 
shape. Such ghosts have either large regions of parallel 
actinゅora dense network of random actin.η1おactin
shows血 inαeasein stabilityωraised [Ca2+]，∞mpared 
ωthe actin in the more∞mmon pattem. Preliminary 
results suggest也atcells undergoing mi.tosis generate these 
different actin-containing miαotubule-free ghosts. 



3aI07 
アクチン棚毎骨格の構築に及ぼすRGD，RYDペプチドの影響

朝政相、高木模吾、水野孝一、永井玲子(大阪大・理・生物)

淡水産の単子葉植紘オオセキショウモの葉険縦瑚包の棚包質は、葉の表面に

垂直な棚笹塗(侃座と末端壁)に沿って周囲型の原形質読目的をする。マイクロ

フィラメント (MF)束は託勘の原動力発生に寄与するとともに軌道としては

たらいている。先に我々はMF束の柵包内構築が末端壁の部分で柵笹整関与の

もとに安定化を受けていることを報告した(1991、1995)。この結果

に基き、安定借幾構に糊凱マトリックスとその受容体が関与していることを

想定して実験を行い以下の結果をえた。 1)糊掛から与えた合成ペプチド、

GRGDSPあるいはARYDEIは、 5-15mMの濃度範囲i， 24時間処

理で倶惇およひ淵樫に沿う原形質流動のパターン、ならびにMF束の配列

を著しく乱した。 2)コントロールペプチド、 GRGESPとARYEEIは

ともに効果をもたなかった。 3)ARYDE 1をへモシアニンに莱精し、これ

を抗原として作製した抗体を用いた陪綾蛍光抗体法により細胞壁は染色され

た。 RGDモチーフは、車微網珊紗もマトリックスを構成するタンパク質、フイ

プロネクチン中に保存さ11.-受容体インテグリンと結合することによりアクチ

ン繊維の配列の安定化に寄与するとされている。 RYDモチーフは

Le盟，hm田国の表層糖タンパク質に保存されており、 RGDモチーフと同等の

機能ミ免創生を有するとされている。従ってオオセキショウモの細佳墾にRY

DもしくはRGDモチーフをその分子内にもつタンパク質が存在し、MF束の

配列安定化に寄与している可制生が示唆される。

3aI08 
ジャガイモ植物の感染応答におけるアクチンとその
関連タンパク質の関与について
位杢玄査、古瀬勝美 l、道家紀志、川北一人(名古
雇天二]轟・植物病理、 1クミアイ化学)
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J会場:成長制御

キーワード:植物ホルモン，成長制御，成長促進物質，成長抑制物質，

開花・生殖制御物質

第一日目午前 第二日目午前 第三日目午前

開始時間講演番号 開始時間講演番号 開始時間講演番号

8:30 2aJ01 8:30 3aJ01 

8:45 2aJ02 8:45 3aJ02 

9:00 2aJ03 9:00 3aJ03 

9:15 2aJ04 9:15 3aJ04 

9:30 1aJ01 9:30 2aJ05 9:30 休憩

9:45 1aJ02 9:45 2aJ06 9:45 3aJ05 

10:00 1aJ03 10:00 2aJ07 10:00 3aJ06 

10:15 1aJ04 10:15 2aJ08 10:15 3aJ07 

10:30 休憩 10:30 休憩 10:30 3aJ08 

10:45 1aJ05 10:45 2aJ09 10:45 3aJ09 

11:00 1aJ06 11:00 2aJ10 

11:15 1aJ07 11:15 2aJ11 

11 :30 1aJ08 11:30 2aJ12 

第一日目午後 第二日目午後

開始時間講演番号 開始時間講演番号

13:00 1pJ01 13:00 2pJ01 

13:15 1pJ02 13:15 2pJ02 

13:30 1pJ03 13:30 2pJ03 

13:45 1pJ04 13:45 2pJ04 

14:00 1pJ05 14:00 2pJ05 

14:15 1pJ06 14:15 2pJ06 

14:30 1pJ07 14:30 2pJ07 

14:45 1pJ08 14:45 2pJ08 

15:00 休憩 15:00 休憩

15:15 1pJ09 15:15 2pJ09 

15:30 1pJ10 15:30 2pJ10 

15:45 1pJll 15:45 2pJ11 

16:00 1pJ12 16:00 2pJ12 

16:15 1pJ13 

16:30 1pJ14 

16:45 1pJ15 

17:00 1pJ16 
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laJOl 
サイトカイニンにより抑制されるキュウリの"noncoding

RNA"とアラピドプシスの類似RNAとの比較

寺本陽彦，遠山知子竹葉剛，辻英夫2 (京都府大・応用

生物京大・理・植物神戸女子大・生物)

CR20は、キュウリ子葉において、サイトカイニンによ

り強く発現の抑制される遺伝子であり、また、業の成長や緑

化に伴って発現が大きく変化する(planta196:387， 

1995)。
CR20についてのノザンプロット解析において、 0.8kb 

から2.3kbにわたって複数のバンドが検出された。 6個の

cDNAと2個のゲノミッククローンを単離、解析したとこ

ろ、 CR20遺伝子は、 3つのエクソンからなり、第2イン

トロンのスプライシングの違いにより、少なくとも 3種類の

転写産物が生じていることがわかった。この cDNAのシ}

クエンスには、全体にわたって、終止コドンが頻出し、長い

ORFがとれなかった。アラピドプシスの cDNAライプラ

リ}から CR20と棺同の cDNAを単離したが、やはり、

長いORFはとれなかった。キュウリとアラピドプシスの

cDNAのシークエンスを比較することにより、 CR20

RNAが、タンパク質をコードせずに働く新しい機能RNA

である可能性について検討した。

laJ02 
サイトカイニン処理後短時間で発現が抑制される

転写活性化因子の構造

遠山却王、寺本陽彦1、岡田清孝、竹葉周IJ1 (京都大・理・

植物、 1京都府大・生活科学・応用生物)

我々はサイトカイニンの作用機構を明らかにする研究の

一環として、サイトカイニン処理後短時間内に抑制される

遺伝子に着目している。現在までにキュウリ黄化子葉にお

いて、サイトカイニンの一種であるべンジルアデニン(BA)

により抑制される遺伝子のcDNAをデイファレンシャルスク

リ}ニングにより多数単離して、その解析を進めてきた。

それらの中にはBA処理後2.4時間で対応する遺伝子の発現

が抑制されるCR9やCR20、また同様にBA処理後短時間で発

現が抑制されるCRRl-86などがある。 CRRl-86にはカタラ

ーゼ、 3・ヒドロキシー3-メチルグルタリルコエンザイムAレ

ダクターゼ、レクチンなどが含まれており、それらを含め

て10クローンについての解析を進めているが、その中で

CRR12はヘリックスーループーヘリックス型のDNA結合領

域を持ち、 myc様タンパク質の一つであるトウモロコシのR

gene familyとホモロジーがあることから、 Rgene同様に転

写活性化因子をコードしている可能性が考えられる。今回

は、 CRR12がコードしているタンパク質の構造と、他のク

ローンの光や各種の植物ホルモンなどに対する応答性の結

果をあわせて報告する。
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laJ03 
シ口イヌナズナのサイトカイニン高感受性変異体

の遺伝学的解析

久保 稔、柿本辰男 (大阪大・理・生物)

植物ホルモンの 1種であるサイトカイニンには組織
培養系において、カルスの緑化と増殖、シュート再生

などの作用が観察されるが、その分子機構については

ほとんど知られていない。そこで私達はこれらの作用

機構を調べるために、 EMSにより変異処理をしたM2
世代80，000個体から7系統のサイトカイニン高感受性

変異体を単離した。これらの変異体は低濃度のサイト

カイニンを含むカルス誘導条件で、野生型では高濃度

のサイトカイ二ンを加えたカルス誘導条件で見られる

ような緑色で大きいカルスを形成する。このうち、強

い表現型を示す2系統の変異体 CK19とし51Aについ

て、野生型株Ler，Colと変異体問で掛け合わせを行

い、その F1，F2世代の表現型を調べた結果、これら

はある同一遺伝子座に変異を生じた劣性の変異体であ

ることが示唆された。 また、上記の変異体 CK19(L-
51A)の変異遺伝子の染色体上の位置決定を、 PCR法

を利用したCAPS，SSLP markerを用いて試みたとこ

ろ、第1染色体の上部にこれらの変異遺伝子が位置す

ることが示唆された。現在、残りの 5つの変異体につ
いても変異体 CK19と掛け合わせを行い、変異が異な

る遺伝子座にあることが解れば、同様に染色体上の位

置決定を行いたいと考えている。

laJ04 
過剰発現によりシロイヌナズナのカルスにサイトカイニン非依存性
を与える遺伝子CKI1

益率忌!l.(大阪大学・理・生物)

シロイヌナズナのカルスにサイトカイニンを作用させるとカル
スの増殖、緑化、シュート形成がおこる。野生型シロイヌナズナの
匪軸50，000本由来のカルスをアグロバクテリアを用い
pPCVICEn4HPT (Richard Waldenに頂いた)で形質転換した。
pPCVICEn4HPTにはCaMV35SRNA遺伝子のエンハンサーが4つタン

デムに入っており、形質転換にともなって植物DNAに挿入され、
周辺の植物DNAの転写を活性化すると考えられている。サイトカ
イニンに関連した遺伝子の近傍に挿入されればサイトカイニン非依
存的にサイトカイニンの作用が現われることが期待される。
形質転換カルスよりサイトカイニン非依存的にカルスの増殖、緑
化、シュート形成を行なう変異体を5個体得た。これらの形質転換
体は不稔であった。変異体の一つより、下DNAに近接するゲノムク
ローンと対応するcDNAを単離した。エンハンサーに連結したゲノム
クローンと、 35Sプロモーターに連結したcDNAを、里子生型シロイヌ
ナズナに導入したところどちらの場合もサイトカイニン非依存的な
カルスの増殖、緑化、シュート形成が起こった。この遺伝子は、
two-component systemのヒスチジンキナーゼのコンセンサスモチー
フをすべてもっていた。
また、このスクリーニングによって上記とは表現裂の異なる
msh何anyshooり変異体を得fこ。この変異体はカルスからサイトカ
イニン非依存的に多くのシュートが形成され、またホルモンフリー
のMS培地に播種して育てると、子葉や葉柄から不定芽が誘導される
ことがある。



laJ05 
サイトカイニンにより発琉誘導される遺伝子群の

単書院と同定

桝瑞机・高橋i湯介・長田敏行

(求京大・大学院浬学系研究科生物科学)

タバコ葉肉プロトプラストを単離後、培養して細胞

分裂を誘導する過程は、脱分化研究の好適な実験系と

考えられるが、サイトカイニンはオーキシンと並んで

この過程に必須である。我々はこれまで、オーキシン

により発現誘導される par遺伝子群を単離しているが、

サイトカイニンについてはこれまでそのような探索は

行ってこなかった。そこで本研究ではサイトカイニン

により発現が調節される遺伝子をディファレンシヤル

ディスプレイ法により探索し、複数の cDNAを得た。

これら遺伝子の種々のサイトカイニンに対する応答

性・他の植物ホルモンによる誘導性の有無・単離後の

培養における発現量の経時的変化をノザンハイブリダ

イゼーションにより調べ、更に遺伝子産物の構造から

機能の推定を行ったので、この結果を脱分化との関わ

り合いにおいて考察する。

laJ06 
イネカルスのアブシジン酸 (ABA)誘導タンパク

質 (24.5kD)の解析

田中香里，藤野介延，浅野哲基，古奇ちひろ，徐正

君1喜久田嘉郎(北海道大・農・作物生理秋田

農短大・生物工学研究所)

イネ(Olyzasativa し)カルスを長期間培養すると

再分化能力が~~~まる O しかし、長期培養カルスに

アブシジン酸(ABA)を与えることにより、再分化

率が上昇した。 ABAはカルスの成長を抑制したが、

乾物重、及び乾物重当たりの可溶性タンパク質を

増加させた。この際ABAは、複数の新生タンパク

質(14，18.5， 24.5， 45kD)を誘導した。我々は、こ

のうち24.5kDのタンパク質の精製を行い、これに

対する抗体を作製した。また、 N末端アミノ酸解

析の結果より作製したプローブを用い、 cDNAの

ク口一二ングを行った。このcDNAは、オオムギ

およびBromussecalinasで報告された匪に特異

的なタンパク質と高い相向性を持つことが確認さ

れた。
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laJ07 
アプシジン酸応答性遺伝子発現制御に関わる

突然変異体の分離

山本(豊田)章子、谷直之、浅田美穂子、小嶋純江、

服部束穂(三重大・遺伝子)

アプシジン酸 (ABA)は種子の成熟期や、植物

体が、乾燥、高塩濃度、低温などのストレスに晒さ

れたときに種々の遺伝子の発現を誘導する。このよ

うな ABAによる遺伝子発現制御機構を明らかにす

るため、 ABA応答性遺伝子発現に異常のみられる

突然変異体の分離を試みた。 ABA応答性遺伝子発

現の指標として、低温、乾燥及ぴABAにより誘導

を受けるCOR15a遺伝子のプロモーターとルシフエ

ラーゼ遺伝子との融合遺伝子を作製し、アラピドプ

シスに導入した。この形質転換体では、 ABA処理

により栄養成長期の植物体全体でJレシフエラーゼの

発現がみられた。 EMS処理した形質転換体の M2

幼植物体を用いて、 ABA存在下でレポーター遺伝

子の発現に異常がみられる変異体を選抜した。

laJ08 
アズキ上陸軸切片においてジベレリンにより発現量

の変化する遺伝子の解析

金旦盟皐，柿本辰男，柴岡弘郎(阪大・理・生物)

明所で育てたアズキの芽生えの上座軸より調製し

た切片はオーキシン (1AA)によって伸長し、こ

の伸長はジベレリン酸 (GA3)によって促進され

る。このアズキの上匪軸切片を用いて、 IAA処理

時および IAAとGA3同時処理時に発現される遺

伝子の比較をディフアレンシャルスクリーニング法

により行い、 GA3処理により mRNAの蓄積量が

減少する遺伝子を単離した。ノーザンプロットによ

る解析で、 IAA処理によりこの遺伝子のmRNA

の蓄積量が増加し、 IAAによる増加がGA3によ

り抑えられることがわかり、これらの変化が IAA

またはGA3処理開始後2時間の時点ですでに顕著

であることも明らかとなった。 GA3による伸長促

進は処理開始後1時間では現れていないが2時間の

時点では見られることから、この遺伝子は伸長促進

に関与している可能性がある。



lpJOl 
オーキシン誘導性遺伝子ARGlとARG2のプロモー
ター領域の単離と解析
亘且雄二、鷲尾健司、山本興太朗 (北海道大学
南京環境 環境分子生物)

黄化ヤエナリの下匪軸をIAA処理するとARGJと
ARG2のmRNA量が増加することが知られている
(Yamamoto et a1.， 1992)。本研究ではARGJとARG2の
遺伝子発現の分子機構を調べる目的で、 ARGlと
ARG2のゲノムの5'上流領域の単離を試みた。
ARGlの5'上流領域はカセットを用いたLigation
rn.e<iiated sing"e~side PCR法(Muellerand Wold， .1989)で
単離した。すなわち、 ARGlのcDNAに相補的なプラ
イマーとカセットに相補的なプライマーを用いて
PCR法で約0.8kbpのDNA断片を増幅した。このDNA
断片をBluescriot'11 SK +でクローニングした後、全長
の塩基配列を決定した。その結果、一部がcDNAの塩
基配列と完全に一致し、それより5'上流領域が57'Lbp
存在した。その5'上流領域には、他のオーキシン誘
導性遺伝子で報告されているAuxRE(Ulmasov et a1.， 
1995)、TGAbox (Katagiri et al.， 1989)、TATAboxと
類似性がある塩基配ylT;が存在した。 ARG2の5'上流領
域もARGlと同様の方法で約1.8kbpのDNA断片を単
離した。このDNA断片の末端の塩基配列を決定した
結果、一部がcDNAの塩基配列と完全に一致し、それ
より5'主流領域にTATAboxと類似性がある塩基配列
が存在することが明らかになった。 ARGJとARG2の
5'上流領域にそれぞれTATAboxと類似性がある塩基
配列が存在していることから、これらの5'上流領域
はプロモーター領域であると考えられる。

lpJ02 
ヤエナリ下匪軸切片におけるオーキシン誘導性遺伝子の
cDNAクローニング
益杢盛卒、山本興太朗(北海道大・地球環境・環境分子生物)

オーキシンによる匪軸切片の伸長成長には遺伝子発現が関与
していることが知られており、本実験系でオーキシンにより誘
導される遺伝子として 10種類近くが既に報告されている。本
研究ではディファレンシャル・スクリーニングを行ってさらに
オーキシン誘導性遺伝子の探索を試みた。
オーキシン処理した切片から調製したポリ (A)+RNAを用
いて作ったcDNAライブラリーをプラスミッド上に構築し、
そのコロニー 19万個をスクリーニングした。その結果、 6個
の新しいオーキシン誘導性クローンを得た。その内3個は、オ
ーキシン誘導性遺伝子ファミリ -Aux22の新しいメンバ一、
Aux22c 、d、eであった。残り 3クローンの内の2個に
ついて部分塩基配列を調べたところ、これらは既知の遺伝子と
の類似性はなく、今までに報告のない遺伝子のクローンだと考
えられる。これらクローンを用いてノーザン・プロット解析を
行ったところ、両方ともオーキシンとフシコッキン (FC)に
反応することが分かった。 FC処理によって田RNA量が増加する
遺伝子としてARG2が報告されている (Yamamoto，1994)。
ARG2はFC以外に熱処理によっても誘導されるのに対し、
これらクローンはオーキシンとFCにのみ反応したので、これ
らは今までに報告のない新しいクラスのオーキシン誘導性クロ
ーンであると考えられる。以上のオーキシン誘導性クローンの
他に、やはり今までに報告のされていない、オーキシン処理に
よってmRNA量が減少するクローンを l個単離できた。
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lpJ03 
シロイヌナズナにおける NPA高感受性突然変異
体pis1の解析
藤田浩徳，庄野邦彦(東京大・教養・生命)

NPAに代表されるオーキシン極性輸送阻害剤の
投与により植物に機々な効果が引き起こされるこ
とが知られている。例えば根の伸長阻害司重力屈
性友び光屈性の喪失，花芽の形態異常の誘導など
はよく知られている。我々は NPAの作用友びオ
ーキシン極性輸送の機構の解明を目的にシロイヌ
ナズナより NPAに対して高感受性突然変異体

pis1を単離した。すでにpis1は劣性変異体である
こと，根の伸長阻害において IAA. ACCの感
受性は変化せずオーキシン極性輸送阻害剤に特異

的に高感受性であることを示しており，今回その
さらなる解析を行った。 pis1は根友び匪軸の双方
において伸長，重力屈性，光屈性の NPAの阻害
に対して高感受性を示したがー根においてその効
果は顕著であった。また重力屈性と光屈性が共に

高感受性に変化したということは，双方に関与す
る因子が遺伝子レベルで存在していることを示唆
している。またpis1は植物体の成長阻害友び花芽
の形態異常の誘導に関しでも NPA高感受性を示
した。以上の結果よりpis1はNPAのあらゆる作
用に対し高感受性を示し司オーキシン極性輸送系
自身の変異体である可能性が高いと思われる。

lpJ04 
タバコプロトプラストにオーキシン非依存性を与え

る遺伝子axilの新規クローニングと機能解析
産査委，真野弘範，馳津盛一郎¥Richard Walden'， 
林浩昭， 茅野充男(東京大学大学院農学生命科学
研究科東京大学大学院理学系研究科，
'Max Planck Institut fur Zuchtungsforschung， Koln， 

Germany) 

axi1(呈uxin-independentgrowth)は、タバコプロトプラ
スト中で過剰発現させるとオーキシンを含まない、
或いは過剰に含む培地上でも細胞分裂及びカルス形

成をひきおこす遺伝子である。この遺伝子は、
activation T-DNA tagging法によりタノfコから単離され
たものであり、その機能を解明することにより植物
が細胞分裂を制御する機構について新たな知見が得
られると期待できる。本実験では、 axilは植物の基
本的な遺伝子の一つであると考え、ダイズ・イネか

らの単離を試みた。 RACE(rapid amplification of 
cDNAend)法を用いて、植物体から抽出したmRNA
より、ダイズから一種類のaxil完全長cDNAを増幅・
クローニングした。またタバコBY2細胞を用いて、

細胞周期におけるaxi1の発現時期、および細胞内で
の発現部位について研究した。現在、発現ベクター
にクローニングしたダイズ、axi1cDNAのタバコプロ
トプラストへのPEG法による導入、及びオーキシン
非依存性を誘導する活性の測定を試行中である。



lpJ05 
イネ科植物の発芽におけるジベレリン生合成機能の発現解析

(2 )オオムギの内生ジベレリン

生益基宜、五味雅裕1、上松淳一l、崖用華、桜井成

(理研、 lキリンピール)

イネ科植物の発芽における内生ジベレリンの生合成機能の発

現とその役割について解析している。オオムギでは発芽初期に

アミラーゼに代表される酵素群がジベレリンにより誘導される

と考えられている。しかし、内生ジベレリンが発芽初期に生合

成されている証拠は明確には示されていなかった。そこでオオ

ムギ種子の発芽における内生ジベレリンレベルを経時的に調べ

たところ、吸水開始より 2日後にGA，のレベルがピークに達す

ることが明かとなった。 3位に水酸基を持つ活性型ジベレリン

としてはGA，のほかGA3も検出されたが、そのレベルはGA，よ

りも低くかっ吸水開始より 4日後に最大値を示した。 GA4は検

出されなかった。以上の結果はオオムギでは (1)発芽初期に

内生ジベレリンの生合成機能が発現し、 (2 )その結果生合成

されたGA，がアミラーゼなどの誘導に関与していることを示し

ている。既に報告したように、イネではジベレリンレベル、ア

ミラーゼ活性はともに吸水開始3日目以降、第一葉の展開が始

まってから増加する。同じイネ科でありながらイネとオオムギ

で対照的な結果が得られたことは興味深い。

lpJ06 
カボチャ (CUCUI台，itamaxima L.)のカウレン合成酵素 Bの

cDNAクロ一二ング

山旦宣塑巴、斎藤臣雄お、安部弘3、室伏旭1、山根久材、

神谷勇治2C東大・応用生命化学、 z理研・フロンティア、
3理研、 4東大・生物生産工学研究センター)

ジベレリン生合成の最初の重要なステップは、ゲラニル

ゲラニルピロリン酸がコパリルピロリン酸 (Cpp)を経て

カウレンへ環化される過程である。 CPPからカウレンへの

変換は、カウレン合成酵素 B(KSB)により触媒される。

精製した KSBより得られたアミノ酸配列を基にしてオリゴ

ヌクレオチドプライマーを合成し、カボチャ未熟稜子より

調製した RNAを鋳型として、 RT-PCR法により cDNA断

片を増幅した。これをプロープとして cDNAライブラリー

をスクリーニングし、 RACE法と組み合わせて全長の

cDNAクローン (2.7kb)を得た。大腸菌で融合タンパク質

として発現させたところ、 CH1CPPをCH]カウレンに変換
する活性を示した。 KSBのmRNAは、幼植物体において

調べた全ての器官で検出された。発現量は、若く成長して

いる組織で多かった。 KSBの予想されるアミノ酸配列は、

植物由来の他のテルベン環化酵素と相同性を示した。 N末

端には、プラスチドへの移行シグナル様の配列(回nSIt

peptide)が認められた。
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lpJ07 
ent-KAURENE SYNTHASE A AND SEED 
DEVELOP恥1ENT
Tahar Ait-Ali， Stephen M. Swain and工勾i玉皇旦i皿;P1ant 
Honnone Function， Frontier R巴searchProgram， RlKEN， 
Wako-shi， Saitama 351-01 Japan 

Gibberellins (GAs) are known to be invo1ved in severa1 
aspects of p1ant deve10pment， including shoot e10ngation 
and seed gennination. Recent1y， GA deficient mutants 
have been used to suggest that GAs a児 alsorequi陀dfor 
seed deve10pment in pea (Pisum sativum L.) in the first 
few days after fertilization. For one of these mutants， ls-l， 
biochemica1 ana1ysis suggests that GA biosynthesis is 
reduced in a deve10pmenta1-and organ-specific manner by 
reduced conversion of gerany1gerany1 pyrophosphate to 
copa1y1 pyrophosphate. This step is cata1yzed by the GA 
biosynthetic enzyme kaurene synthase A (KSA) and this 
enzyme has be巴ncloned from Arabidopsis. A putative 
KSA has a1so been cloned from maize. To understand the 
regu1ation of KSA expression in wildtype and ls-l p1ants， 
we have used RT-PCR on mRNA from deve10ping 
embryos to clone fragments of KSA genes from pea . A 
full-1ength cDNA that encodes a putative KSA has been 
iso1ated， and has high AA sequence similarity to KSA of 
Arabidopsis and maize. RT-PCR ana1ysis ofWT and ls-l 
embryos suggest that the LS 10cus encodes KSA， and the 
ph巴notypeof ls-l mutation (G to A substitution in the 3' 
intron 11-exon 12 junction) results仕omabnorma1 sp1iced 
KSA mRNA. 

lpJ08 
トマトカウレン合成酵素A遺伝子のcDNAクローニング

と光による発現調節

今井亮三，梁泳烈， Tahar Ait-Ali.川出洋，神谷勇治

{理研・国際フロンティア)

光による芸の伸長制御にはジベレリンわ漂く関与していること

が知られているがその機悔はまだ不明な点が多い最近の研究

により，ジベレリン生合成の最初のステッブを触媒するカウレン

合成酵素A(KSA)は葉緑体中に局在し、その発現は光による調節を
受けていることが示唆されている。本研究ではファイトクロム欠

損株及び過剰生産株等を用い，その詳細な調節機備の解析を巴的

としている今回はトマトからのKS瓜宣伝子のクローニングにつ
いて報告する

ArabidopsisとrnaizeのKSA聞で保存される配列に対しディジェネ
レートフライマーを合成し、発芽後7日の芽生えから調整した

n明NAIこ対してRT-PCRを行い、 I曽幅断片を得た。断片の塩基配列
を求め疋ところ、 2種類の配列よりなり，それぞれArabidopsisの

陥Aと67%及び56%の同一性を示しだ Southern解析により両断
片は異なる遺伝子に由来することが示唆された また，芽生えよ

り作製したcD、JAライブラリーを両断片をプローブとしてスクリー
ニングし1 それぞれに対応すξICDNAクローン力得られたことより，

トマトの芽生えにおいては少なくとち2種類のKSA遺伝子が発混し
ていることが示された 現在， 2つの遺伝子について光条件によ

る発現調節について解析を行っている またジベレリン欠損aib-1
変異株Id:KSAの欠損によると考えられているがl いすれの遺伝子
によるちのかについてち解析中である



lpJ09 
イネのジベレリン 20位酸化酵素の cDNAクロー
ニング
豊増知伸1，3 川出洋l 関本弘之 Camilavon 
ぉ，，，AIldrewL. Phi1JipsてPeterHedden2，神谷

勇治rV(I理研フロンテイア， 2LongAshton Research 
Station， 3uJ形大・農)

カボチャとアラピドプシス由来のジベレリン(GA)
2 0位酸化酵素 (GA20ox) の共通配列を基にして，
イネ(短銀坊主)芽生えcDNAより GA200x由来と
思われるDNA断片をPCR法により増幅した。さらに
そのDNA断片をプローブにして，その全長をコード
すると思われるcDNAクローンを得た。
得られたクローンの推定アミノ酸配列は，既知の
GA200xのものと高い相向性を示した。さらにその
コード領域部分を大腸菌内で発現させて得られたタ
ンパク質は， GA12β3 -> GA15/44 -> GA24/19 -> 
GA9β0の3段階のGA20位の酸化を触媒した。その
変換効率はGA12よりGA53を基質とした場合の方が
高く，イネ芽生えのGA生合成において初期 13位
水酸化経路が主として機能していることをよく反映
しており、ここで得られたcDNAクローンが単子葉
植物で初めて単離されたGA200xをコードする遺伝
子であることを強く示唆した。
この遺伝子の発現は、正常種(日本晴)に比べて
GA欠損型建性種(短銀坊主，媛稲C) において顕
著に見られ、 3品種とも生合成阻害剤 (Uniconazole 
P)処理により増加し，活性型GA処理により検出限
界以下に減少した。これらの結果は，イネのGA
200xの発現が双子葉植物と同様に活性型GA量によ
り制御されていることを示唆した。

lpJ10 
エドヒガン系のサクラにおける、 I主性及びしだれ性枝の内生

ジベレリンについて

小林正智，古沢恭子¥小林真由美桜井成，虫坦盟工1

(理研・ 1日本女子大・理)

すでに、エドヒガン系のしだれ性変異、ヤエベニシダレに

おいて、外生ジベレリンにより枝に負の重力屈性が発現し、

しだれ性枝が上方伸長をするようになること、さらにジへレ

リン処理枝においては、枝巾が増すと同時に、重力刺激に反

応した、枝の上倒IJに偏った偏心成長及びあて材形成が誘導さ

れることを報告してきた。 このような結果にもとずいて、

今回は、 「しだれ性変異が内生ジベレリンレへルの低下によ

り引き起こされているのか否かJを検討するために、立性、

エドヒガンとしだれ性、ヤエベニシダレの内生ジへレリンレ

ベルの比較、およびジベレリン合成阻害剤、ウニコナゾ ル

の立性枝の重力屈性への影響を調べた。内生ジへレリンレベ

ルは、むしろしだれ性校の方が高く、また、立性枝において、

ウニコナゾ ルは伸長成長に対しては、顕著な抑制効果をぷ

すものの、しだれ性への転換をもたらすことはなかった。今

回の結果は、上記の仮説を支持するものではなく、しだれ性

のジベレリン要求性にについては、さらに検討を要する。
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lpJ11 
エドヒガン系サクラのGA3処理枝に発現する負の

重力屈性と成長応力

毒血正ム、奥山 剛、山本浩之、中村輝子1 (名大・

農、 l日女大・理)

樹木枝の負の重力屈性挙動を力学的側面から理解

するために、ヤエベニシダレ (Prunusspachiana 

Kitamura f. spachianacv. Plenarosea， Yaebenishidare)の

当年枝にGA3を4月下旬から 1週間間隔で4回与
え、 12月に成長応力の測定を行なった。負の重力
屈性が発現した処理枝上側では、未処理枝のそれよ

り大きな引張りの成長応力が生じていた。あて材部

は両枝に認められたが、未処理枝では髄付近には認

められなかった。発現した負の重力屈性は以下のよ

うな要因と機構が推察される。 GA3処理枝は、肥大

成長の促進と分化した細胞の早期成熟により、自重

によるたわみへの抵抗力を早期に獲得する。このこ

とが、伸長成長等による自重の増加によるしだれ量

を少なくさせる。さらに枝上側に生じた細胞自らが

縮もうとする大きな引張りの成長応力は、未処理枝

と比べて成長の初期段階から発生し、枝の自重を支

えると共に、枝を上向きにさせる働きをする。

lpJ12 
イネ葉鞘伸長を指標としたジベレリン応答の解析

空虚血二人松岡信1，2 山口淳二1，2 (1名大・農・

生化学制御 2名大・生物分子応答研究センター)

吸水後数日経過したイネ実生にジベレリンを添加す
ることにより、第2葉鞘の急激な伸長が起こる。この
現象は、細胞伸長と細胞分裂の両方によって引き起こ
されることが知られているが、その詳細は明らかでは
ない。我々は、この第2葉鞘および細胞伸長を指標と
する系を用いて、ジベレリンによる作用および遺伝子
の誘導の解析を行った。
GA欠損壊媛性品種である短銀坊主種子を、ジベレリ
ン合成阻害剤であるuniconazolで24時間処理し、さら
に媛化させた。その後、 100ngのGA3を鞘葉と第 1葉の

聞に滴下することにより添加した。葉鞘のどの部位の
細胞が伸長しているのかを、表皮細胞の長さを指標と
して調べ、葉鞘の下から5mm付近までの領域を細胞伸
長部位として特定した。
この細胞伸長部位よりRNAを調製し、ノーザンプロ
ッティングを行ったところ、 cdc20s-2やDAHP合成酵素
などに対し、 GA添加後6-12時間後に誘導がみられた。
現在、他のcDNAプロープを用いたノーザン解析を行っ
ており、それらの結果とあわせて報告する。



lpJ13 
ジベレリンによる浮稲節聞の伸長促進と浸透調節

基-JEZ:，上野覚士内田直次1.2安田武司1.2
e神戸大・自然科学神戸大・農)
浮稲節問は，高湿度環境でのエチレンあるいはジベレリン

(GA)処理により著しく伸長する. しかし，低湿度環境で

は.GAは節間の伸長を促進するが，エチレンは伸長を促進

しない 11J.我々は，この現象がアブシジン酸含量の変動で
は説明することができないことをすでに報告した 12J.
低湿度条件で細胞が伸長するためには，水中や高湿度条件

に比べて植物体からの水分の蒸散量が多くなるので，細胞の

成長に必要な膨圧を得るにはより高い浸透圧を要すると考え

られる.いくつかの植物で.GAが細包伸長を促進する際に，

浸透調節を行っていることが知られている.そこで本研究で

は，低湿度環境でも節聞の伸長を促進させることのできる

GAの能力と.GAの浸透調節作用との関係を調査した.

高湿度条件でのエチレンや GA処理または深水処理によっ

て節間の伸長部位の浸透ポテンシャルは増加したが，乾燥条

件での GA処理では節聞の伸長部位の浸透ポテンシャルは維

持されていた.また乾燥条件での GA処理により伸長してい

る節聞では，高湿度条件での伸長節聞に比べ，約二倍のイン

ベルターゼ活性と可溶性糖含量の増加が認められた.これら

の結果は. GAが乾燥条件でもI手稲節間の伸長を促進するこ

とができるのは.GAが有する浸透調節機能と関係がある可

能性を示唆する.

11J Plant Cell Physiol 32: 307-309 (1991) 
12JJ Plant Physiol146: 323-328 (1995) 

lpJ14 
イネ幼苗の伸長におけるエチレンとジベレリンの関係

五出量孟1、2、今井亮三2、山口信次郎2、3、豊増知伸4、梁
泳素子、桜井成l、'、高橋信孝z、神谷勇治z

('埼玉大大学院・理工学研究科、理化学研究所・2国際フロンテ

イア、 3東大・応用生命化学、 4山形大・農学部、 s理化学研究所

.植物生活環制御)

これまで演者らは、エチレン存在下での日本型イネ (α3司

sativa L.)幼苗の伸長、内生ジペレリン (GA)の定量および

GAに対する反応性の変化を調べてきた。その結呆、エチレン

によりイネ幼苗の第3葉の伸長が促進されるにもかかわらず、

第3葉のGA，およびその前駆体のGAの内生量が減少することが

確認された。そこで演者らは、エチレンはGAの生合成および

代謝を促進すると考え、 ['4C1GA，と['H1GA却を用い、エチレン

存在下におけるGAの変換を調べた。 5ppmウニコナゾール溶

液で浸潰処理をしたイネ幼苗に[14C1GA1および['H1GA却を投与

し、 lppmのエチレン存在下で24時間培養後、メタノール抽出

およびODS-HPLCにより精製、分画し、その放射活性から代

謝物の変換量を測定した。その結果、 ['4C1GAIから [14C]GA.へ

の変換および['H]GA却から['H1GA，への変換が認められた。こ

の変換はエチレンにより増加したことから、 GA，およびGA20

の変換がエチレンにより促進されることが示唆された。これ

らの結果から、 GA20位酸化酵素などGA生合成酵素の遺伝子

発現に対するエチレンの影響を調べる予定である。
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lpJ15 
カーネーション花弁由来ACC酸化酵素のACBCによ

る阻害

小杉祐介，小山田奈穂子，吉岡俊人，隼藍1.小
野寺英一山固有子 1 (東北大・農・環境適応，

l宮城県園試)

本研究では，カーネーションの老化花弁からACC

酸化酵素を部分精製して一般的性質を調べ，さらに

基質であるACCのアナログの阻害作用を検討した.

調べたACCアナログのなかで.l-aminocyclo-

butane-l-carboxylate (ACBC)が，強力に酵素活性

を阻害した.阻害様式は括抗阻害であった.ACBC

のKiとACCのKmの比較から.ACBCは基質のACC

よりも酵素の活性部位に結合しやすいことが示され

た.一方，この酵素は基質ACCによって反応機構依

存性の不活性化反応を起こしたが.ACBCでは不活

性化反応は起こらなかった.

ACC酸化酵素の強力な阻害剤であることが明らか

になったACBCは，エチレン合成の阻害を作用点と

するカーネーション切花の鮮度保持剤の開発研究に

おいてモデル化合物として期待される.

lpJ16 
ヤエナリ匹軸から精製されたエチレン生成阻害タ
ンパク質は膨圧応答タンパク質と高い相同性をも
っ
盤盤、酒井慎吾(筑波大・生物科学)

エチレン生成阻害タンパク質は1973年に酒井と
今関によって黄化ヤエナリ駐軸から精製されたタ
ンパク質である。この阻害タンパク質は分子量が
112.000で2個の同一サブユニットからなっている
。ヤエナリ佐軸切片における IAA誘導エチレン
生成及びACCからのエチレン生成を可逆的に阻
害し、更に IAAsp複合体の生成をも可逆的に
阻害する作用をもっ。私達はこの阻害タンパク質
の作用機作及びその生化学的特性を明らかにする
実験を再開した。まず、ヤエナリ佐軸から阻害タ
ンパク質を精製し、報告されているその特性につ
いて再確認した。次に阻害タンパク質のアミノ酸
配列を明らかにするために、阻害タンパク質をV8
プロテアーゼで分解し、得られたペプチドの中か
ら、二つのペプチドについてその部分的アミノ酸
配列を決定した。これらのアミノ酸配列をもとに
オリゴヌクレオチドを合成し、 RT-PCR法により、
阻害タンパク質DNA断片を得た。この cDNA
断片 (486bp) の埴基配列及びそこから推定される
アミノ酸配列を決め、ホモロジー検索を行ったと
ころ、 1995年にStroeher 等によって、報告された
膨圧応答遺伝子と非常に高い相同性が認められ
た。



2aJOl 
ササゲ伸長脹軸切片のストレス応答における IAAおよび
H+ポンプの役割

韮社主主企. 17)(野焼子，加藤潔
(名大・人間情報日本福祉大)

浸透ストレスによる伸長の組審と、それに続く適応回復
は、導管滋流したササゲ伸長下駐軸切片でも観察されてい
る(Liu et al. 1992 )。本研究でもササゲ座軸切片を用い
た導管潜流法によって、浸透ストレスに対する生長の適応
回復過程の、オーキシンおよび木部側~W ポンプ依存性に
ついて調べた。怪軸切片を 30、または 60mOsmの基本潅
流液で 3-4 h前濯流した後、 60mOsmの浸透ストレスを
負荷した。オーキシンの効果は、あらかじめ濯流液に
10μM IAAを加えるか否かによって調べた。 IAA(-)の系で
は、前灘流における木部側膜電位(Vpx)は浅く、生長速
度は低かった。また浸透ストレス負荷後、生長の適応回復
は起こらず、 Vpxには殆ど変化がみられなかった。これに
対し、 IAA(t)においては、ストレス負荷後、生長の適応回
復と、それに先立つ顕著な Vpxの過分極がみられた。特
に 30mOs田前濯流では、負荷前の Vpxと生長速度との聞
に r値 O.7以上の線形な相関がみられ、ストレス後にお
ける過分極分の最大値(ムVpx)と、生長速度の最大回
復度との間にも r値 0.8以上の相関がみられた。また、
60 mOsm前濯流条件でも相当程度の高い相関が得られた。
以上の事実は、ササゲ下魅軸切片の浸透ストレスに対する
生長の適応回復が、オーキシンにより促進される木部H+ポ
ンプ活性に依存することを示しており、ストレス下での水
の再吸収と木部H+ポンプの密接な相関を示唆している。

2aJ02 
ササゲ伸長匹軸切片の浸透ストレス応答における生理的壁
特性の変化
北村さやか水野暁子，血基盤
(名大・人間情報日本福祉大)

植物の浸透ストレスに対する生長の適応回復を説明する
要因のひとつとして、細胞壁降伏過程の調節が考えられる。
導管滋流したササゲ伸長下脹軸切片の、プレッシャージャ
ンプ法(Okamoto et al. 1989 )を用いた研究(Liu et al. 
1992 )により、浸透ストレス下での生長回復過程における、
細胞内実効膨圧 (Pi-Y)および細胞壁展性 (φ)の変化が
すでに観察されている。本研究では、導管滋流法を用い、
ササゲ経軸切片の浸透ストレスからの生長適応回復過程に
おける、これら壁降伏のパラメータ (φ および Pi-Y) 
の変化にオーキシンが与える影響について調べた。)ffi軸切
片を 30、または 60 mOsmの基本濯流液で約 4h前濯
流した後、 60聞Osmの浸透ストレスを負荷し、負荷の前後
それぞれ約一時間の聞の、ゆおよび Pi-Yの測定をプレ
ッシャージャンプ法により行った。オーキシンの効果は、
あらかじめ濯流液に 10μMIAAを加えるか否かによって
調べた。 IAA(一)では、ストレス負荷後に生長回復はみられ
ず、 Pi-Yは減少したまま回復しなかった。これに対し
IAA( t)では、負荷後の生長の回復時に、顕著な Pi-Yの
増大がみられた。しかし、 IAAの有無に関わらず、引こは
負荷前後において大きな変化がみられなかった。以上の結
果より、浸透ストレスに対するササゲ怪軸切片の生長回復
時の壁降伏は、実効膨圧により調節されている可能性が示
された。

235 

2aJ03 
水ストレス条件下でのコムギ幼葉鞘の成長抑制

主主盟主.保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

コムギ芽生えにポリエチレングリコール (PEG
4000. 6 0 mM)を用いて水ストレス(吸水ストレス)を

与えると、幼葉鞘の成長が著しく抑制された。この時

の幼葉鞘細胞墜の力学的性質を調べた結果、水ストレ

ス条件下では成長が抑えられているにもかかわらず、

細胞壁は柔らかい緩んだ状態で維持されていた。次

に、幼葉鞘の浸透ポテンシャルを視u定したところ、浸

透ポテンシヤルは、水ストレス条件下で大きく低下

し、その結果、外液との浸透ポテンシャル差は、対照

とほぼ同じ値となっていた。これは、水ストレス条件

下の幼葉鞘も、対照と同程度の吸水力を持つことを示

している。一方、水ストレス条件下の幼葉鞘の表面を

アプレイドし、7.kを直接的に幼葉鞘に与えると、幼葉

鞘の成長が回復し対照とほぼ同じ長さに達した。以上

の結果から、水ストレス条件下でのコムギ幼葉鞘の成

長抑制は、細胞壁伸展性の低下や浸透ポテンシャルの

上昇によるものではなく、幼葉鞘への水の供給が抑制

されることによるものであると考えられた。

2aJ04 
キウリ芽生えにおける脂質転移タンパク質の誘導

坐豊量昼、竹内裕一、榊剛、増田税1、山田晃弘

(北海道東海大・工・生物工学、 1日本たばこ産業・

生命研〉

非特異性脂質転移タンパク質 (nsLTP)は、 In

vitro検定により、生体膜間において極性脂質を転

移する活性のあるタンパク質として高等継物から単

離された。しかし、 nsLTPの所花および遺伝子発現

が細胞膜または細胞質の高符度頼粒に限られている

ところから、 nsLTPには細胞オルガネラ間での脂質

輸送のキャリア以外の役割があると考えられている。

nsLTPの生理的役割解明のためのアブローチの一

つは植物組織のどのような条件下で nsLTPが誘導さ

れるかを究明することであろう。

今回の発表では、キウリ芽生えが乾燥状態におか

れたときに nsLTP量が増加し、その際にアプシジン

酸の増加を伴うことを報告する。アプシジン酸以外

の植物ホルモン〈オーキシ二人サイトカイニン、ジ

ベレリン〉はキウリ芽生えの nsLTP量に影響を与え

なかった。



2aJ05 
トランスジェニヅクアラビドプシスにおけるオーキシ
ンの極性移動と花形成
匝裏理王、上田純一、宮本健助、岡田清孝1、
80b Masterson2 (大阪府大・総合科学、 1京大・理、
2Max-Planck-Institut) 

演者らは、花茎の先端に花を形成しないシロイヌナ
ズナpzn突然変異体を用いて、花形成における植物ホル
モンの作用機作について研究している。これまでの研
究により、 pin突然変異体の生理学的な特徴として、内
生IAA量および花茎におけるIAA極性移動能が野生型と
比較して低いことを明らかにしてきた。以上の事実は、
高等植物における花形態形成には、内生IAA量とIAA極
性移動能が深く関与していることを示唆している。
本研究では、 pzn突然変異体にAgroba c te riu m 
tumefaciensの保持するindoleacetamidehydrolase (iaaH) 
遺伝子を導入し、 indole-3-ωetamide(IAM)存在下でpzn
突然変異体を生育させ、内生IAAレベルを上げた時の
IAA極性移動能と花形態形成を調べた。その結果、
iaaH形質転換pin突然変異体 (Rpin)は、 IAM存在下にお

いて、内生IAA量の上昇によると推察される根の成長
匝害が認められた。 IAM存在下で生育させたRpin花茎
におけるIAA極性移動能は、非形質転換体であるpin突
然変異体のそれと同様であり、野生型と同レベルへの
回復は認められなかった。花の形態もまたpzn突然変異

体と同様であった。

2aJ06 
IAA処理で誘導されるトウモロコシ主根切片の invitro 
タンパク質燐酸化
担藍島二、高綱抄智子、和田 剛、成原ゆみ

(山形大・教育-生物)

筆者らは、 IAAがその生長を促進するトウモロコシの中
限軸切片を用いて、 IAAは Calmodulin及び Proteinkinase 

Cのタンパク質燐酸化の系を介し中旺軸の生長促進に働くこ

とを報告した(昨年度の本大会)。今回は、逆に、 lAAがそ
の生長を阻害する主根を用いて、 IAA処理で誘導されるタン
パク質燐酸化を報告する。そして、 II'jAAによる生長の器官
特異性』についても考察する。
トウモロコシ主根の生長帯切片(5mm)を、各濃度の lAA
中で各時間 Incubateした。それを、破砕・遠心操作(85K 
xg)し、得られた上清を Centricon-lQで濃縮・脱塩した。
それに [32P]-ATPを加えて 4分 Incubateし、燐酸化反応
を行わせた後、 SDS-PAGE及び Autoradiographyにかけた。

主根切片をlO -~M lAAで 20分以上 Incubateすると、

10種のタンパク質の燐酸化が促進された。次に、同切片を
lO-ll~ lO-""" IAA 中でそれぞれ Incubate すると、 10-8~
10-九IAAのみがタンパク質の燐酸化を促進した。ところが、
10-~M 及び 10-4" の lAA でも主根切片の生長は強く阻害さ
れた。すなわち、各濃度の lAAにおけるタンパク質燐酸化

の程度と、その時の生長阻害率とに相聞は見られなかった。
よって、 lAAは、中目玉軸の場合と異なり、タンパク質燐酸化
の系を介さずに主根の生長を阻害すると結論づけられる。
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2aJ07 
トウモロコシ根端切片の拡散性IAAの動向に及ぼす

カルシウムイオンやpHの影響

盤圭一隆，高橋宏之(山形大・教育)

我々は，光依存性重力屈性における重力刺激の情

報伝達系に，根冠のアポプラストにおけるH+とCa2+

の交換反応が関わっている可能性(Planta，1994)や，

拡散性IAAの求基的移動が，根端のCa2+により制御さ

れていることを報告した(本学会1995年度年会)。本

研究は，拡散性IAAの求基的移動とci+の関連を明ら
かにするため，トウモロコシ(GoldenCross Ban凶n70) 

の根端切片(0・1，1-2， 2-3 mm)を用い，各切片の拡散

性IAAの動向に及ぼすCa2+やpHの影響を調べた。各

0-lmm切片40個を冷阻S緩衝液(400μ1)に浸し，拡散

してくるIAAを拡散性IAAとし，ジクロロメタンで分

画後，インドロー a-パイロン法と蛍光検出フローイ

ンジェクション分析法を組み合わせた系で定量した。

0・lmm切片からの拡散性IAA量は，他の切片の約1/3

であった。切片を5mMCaChを含む緩衝液で処理し

たところ， IAA量は0-lmm切片で約l.5倍に増加した

が， 2-3mm切片では変らなかった。このCa2+の部域

による効果の差などから，重力刺激による拡散性

IAAの求基的移動とCa2+の関わりを考察する。

2aJ08 
光屈性天然分子の膜結合型オ キシン結合タンパク質に

対する効果

担運盈王、穴井豊昭、小瀬村誠治1、山村庄亮1、長谷川

宏司(筑波大・応生化、 l慶応大・理工)

我々は、高等植物の光屈性反応は成長抑制物質により

制御されているという成長抑制物質説に基づいて、現在

までに数種の成長抑制物質を単離・同定してきた。この

うち、いくつかの化合物は典型的な抗オーキシン活性を

示すことが明らかとなっている。また最近の研究におい

て、 6-methoxy-2-benzoxazolinoneはトウモロコシ膜結
合型オ キシン結合タンパク質 (ABPl)に対するオーキ

シンの結合を阻害する事が明らかとなった。

本研究では、新たにトウモロコシから単離・同定され

たベンゾキサゾリノン類および他の光屈性天然分子を用
いて、 ABPlタンパク質のオーキシン結合活性に対する効

果を詳細に検討したので、この結果について報告する。

また、植物の種類によりこれら光屈性天然分子に対す

る感受性の差異か確認されていることから、これとABPl

タンパク質に対する各々の光屈性天然分子の効果との因

果関係を明らかにする目的で、数種類の植物からABPlタ

ンパク質の単離を試みており、この結果についても併せ

て発表する。



2aJ09 
低 pHにより誘導されるレタス根毛形成における
植物ホルモンの役割の紺斤

主主塵盟、渡部忠久(東理大・理工・応生)

レタス(品種Grandrapi ds)をpH5-4の酸性条件
下で培養すると、主根の生長は pHの低下に比例し
て阻害され、これを補う形で根毛が誘導される。

この現象における植物ホルモンの役割を調べた。

中性 pH条件下では、 1AAとカイネチンが低 pH
と同程度に根毛形成を誘導できる。低pHの効果は
抗オーキシン剤の CP1Bや TIBAで抑制され、 CP1B
の効果は 1AAにより回復する。一方、エチレンの
前駆体である ACCは中性pH条件下で根毛形成を誘
導し、低pHあるいは 1Mの効果はACC合成酵素の
阻害剤である AVGにより阻害される。 AVGの効果
は ACCにより回復することから、低 pH→1M→エ
チレン→根毛形成の流れが推測される。

カイネチンの効果も AVGにより阻害されること
から、カイネチンもヱチレンを介して根毛形成を

誘導していると考えられる。現在、低pHによる根
毛形成誘導においてサイトカイニンが入るべき位

置を検討している。

2aJI0 
頂芽切除後の肢芽で発現する遺伝子の解析
上口(田中)美祢子、円由香、森仁志(名大.農・生化
学制御)

頂芽優勢は、植物生理学では良く知られた現象である
が、その分子機構はほとんど明らかにされていない。我々
は先に、頂芽切除後の肢芽で特異的に発現している遺伝
子の存在を示した。今回は、ノザン法と血situhybridiza -
tionにより、それらの発現様式を解析したので報告する。
頂芽切除8時間後のアラスカエンドウの肢芽から調製
したcDNAライプラリーより得られた 8個のクローンの
内、 lつは、 heatshock trans氾riptionfactor (HSF)であった
が、他はhistone、ri加悶nalpro飽in、prolinerich c巴llwall
pro包inなど複製、翻訳や細胞壁に関係するものであった。
これらのクローンについてノザン解析もしくは、 RT-
PCRを行った。その結果、 HSF以外のクローンは、すべ
て頂芽切除4-8時間後以降に発現が増大しており、
HSFの場合は、 1時間後に発現が最大となった。また、
1つの節に存在する大小4個の肢芽問での頂芽切除後の
発現の違いも観察され、このことは、頂芽と肢芽の間の
みならず、肢芽聞にも頂芽優勢の関係が存在するためと
考えられた。さらに、白dωhybridizationによりhistoneH4
の発現様式を解析したところ、頂芽切除前の肢芽ではそ
のシグナルは極めて弱いが、頂芽切除10時間後の肢芽
では、茎頂付近および葉原基にパッチ状の強いシグナル
が観察された。現在、他のクローンについてもinsitu 
hybridizationを行っており、合わせて報告する。
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2aJll 
頂芽切除後に肢芽で発現が減少するcDNAの単離

田血萱，上口(田中)美弥子，森仁志(名大・農・
生化学制御)

肢芽の成長は頂芽によって抑制されている。この

頂芽優勢という現象は、植物生理学上、古くから知

られているものであるが、その機構に関する分子レ
ベルでの解析は、ほとんどなされていない。我々は、

differential display法を用い、頂芽切除後の腕芽で発現

量の変化する遺伝子の検索を行っている。

播種後7日目のアラスカエンドウの頂芽を切除し
た後、経時的に肢芽から調製したRNAを鋳型にして
differential displayを行った。その結果、発現量に変化

の見られる遺伝子が多数検出された。今回は、その

中でも頂芽切除後、肢芽で発現量が減少、もしくは

初期に最大に達し、その後減少するものに関して報

告する。これらのクローンをノザン法により解析し

たところ、 differentialdisplayと同様の発現様式を示す

結果が得られた。また、幾っかに関してはデータペ

ースの検索により、遺伝子が同定された。

発現量の変化するクローンを更に検索し、 insitu 

hybridizationによる発現の解析結果も報告する予定で
ある。

2aJ12 
頂芽切除後の服芽の細胞周期に関する研究

志水佐江、上口(田中)美弥子、森仁志

(名大・農・生化学制御)

頂芽優勢とは頂芽が優先的に成長し、服芽の成

長が抑制される現象であるの頂芽が切除されると

服芽は細胞分裂友ぴ、細胞伸長を伴って成長を開

始すると考えられているが、この分子機構はほと

んど明らかにされていないのそこで、私たちは、

細胞分裂友び、細胞伸長に関与している遺伝子群

をクローニングし、この発現様式を解析すること

で頂芽優勢の分子機構を明らかにしたいと考えて

いるの

既知の cdc2、PCNA、cvclinA. B. 0それぞれ

の保存領域を基に、 RT-PCRによりアラスカエン

ドウの茎頂友び根の分裂組織から cDNA断片を得、

これをプローブとして、全長の cDNAをクローン

化したn 頂芽切除後の服芽におけるこれらの遺伝

子の経時的な発現様式の解析から服芽細胞は G1

あるいは Go期で停止していると考えられたn ま

た、 insitu hvbidizationの結果も合わせて報告す

るn



2pJOl 
モモ茎頂部より単醸したオーキシン結合蛋白

質(ABP19)の組織特異性および細胞内局在住

主宜盗丘h(農水省果樹試)

モモ新檎茎頂部の可溶性画分より新規のオー

キシン結合蛋白質 (ABP19)を単離した
(Plant & Cell Physiol. 34:177-183，1993)。
AB P 1 9に対するポリクローナル抗体を作
製し、ウエスタンプロット法および免疫電顕法

により同蛋白質のモモ組織における存在様式を

解析した。その結果AB P 1 9は以下のような

局在性を示した。(1 )細胞壁に局在する。

( 2 )葉や茎に特に多く存在する。(3 )根や

子葉では検出きれない。(4 )分裂組織や成長

が停止した組織よりも肥大期の組織に多く存在

する。(5 )暗所で育てた黄化芽生えでは検出

きれない。

以上の結果からABP19はきわめて組織特異
的な局在を示す細胞壁蛋白質で、組織内の存在量

は成長段階や環境の影響を受けることが明らかに

なった。

2pJ02 
免疫学的手法によるダイズ (Glycinemax ) 

オーキシン結合蛋白質の検出
1堀智子、 2石川文雄、 3小林未邦子、 1中山克己、

1岡田光正

e東邦大・理・生物分子、 2医・免疫、 3理・生物)

オーキシンは、光屈性、細胞伸長、頂芽優勢、組織の分化

など植物の生長制御に関して重要な機能をもつが、オーキシ

ンの作用の分子機構については現在でも不明な点が多い。オ

ーキシンによる生長制御のシグナル伝達経路の解明を目的と

したオーキシン結合蛋白質の探索により、現在までに s-1，3-

glucanaseやβglucosida旬、 RuBisCO等を合むいくつかの

オーキシン結合蛋白質が検出されている。

今回我々は、免疫学的手法を用いて、内在性のオーキシン

結合蛋白質の検出を試みた。抗オーキシンモノクローナル抗

体は、 1AA( indole-3-acetic acid )を BSA( bovine serum 

albumin )に架橋したものを抗原として作成した。得られた

抗体は 1AAに対する特異性が高く、類似物質との交差反応

性は低かった。これを用いてダイズ (Glycine max )中の内

在性オーキシン結合蛋白質の同定を行っているロ
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2pJ03 

膜結合型才一キシン結合タンパク質(ABP1)
の構造と機能
立韮豊臣、宮田百、長谷川宏司(筑波大・応生化)

トウモロコシ・マイクロソーム膜から単離されだ
膜結合型才一キシン結合タンパク質(ABP1)1d:、原
形質膜表面に存在するオーキシンレセプターである
と考えられている。しかレながら、 ABP1タンパク
質の機能の研究は主にトウモロコシにおいて行われ、
その他の植物における本タンパク質の役割について
の研究は殆どなされていなかった。
我々は、植物の光屈性反応を制御すると考えられ
る成長抑制物質の研究を行っており、 トウモロコシ
芽生えから、抗オーキシン活性を示す4種類のベン
ゾキサソリノン類を単離レだ(昨年度本年会で報告〉。
その後の研究で、これらのベンゾキサゾリノン類は
トウモロコシABP1タンパク質に対するオーキシン
の結合を阻害することが明らかになっ疋。さらに、
生物検定の結果より、このうちの1種の化合物は植
物種により異なる活性を示すことが明かとなった。
このため、これらの感受性の遣いがABP1タンパク
質の構造に基づくちのであるかを明らかにする目的
で、毅種類の植物からabp1遺伝子を単離レ、その
構造およびゲノム中でのコピー叡等を比較すると共
に、抗体を作成し、遺伝子産物の胃在等についても
倹討を行った。

2pJ04 
オーキシン応答遺伝子arcAの産物と相互作用す

るタンパク質の探索

五E主主主、高橋陽介、長田敏行(東京大学大学
院・理学系研究科・生物科学専攻)

分子レベルでのオーキシン作用機構解明の第一

歩として、オーキシンにより発現制御を受ける遺

伝子群を単離し、その機能及び発現制御機構を解

析している。タバコ培養細胞 BY-2株では 2，4-D

飢餓・再添加に対する反応として細胞分裂の再聞

が観察される。この系よりオーキシン応答遺伝子

arcAを単離し、構造解析よりその産物は、 Gタン

パク質 Pサブユニットに代表される構造である
WD-40リピートを持つタンパク質群のファミリー

に属する事を明らかにした。このモチーフはタン

パク質問相互作用に関与していると推測されてい

る。 arcA産物の機能を同定しオーキシン作用との

関連を明らかにする事を目的に、 arcA産物と相互

作用するタンパク質を酵母を用いた Two-hybrid
法により探索した。本大会では、単離されたク

ローンの構造及び推測される機能について報告す

る。



2pJ05 
クロモサボニン Iによるレタス根の成長促進作用
と細胞壁伸展性の増大

盤且誼二，渡辺竜五神阪盛一郎1(神戸大・自然

科学大阪市大・理・生物)

エンドウ芽生えから得られるクロモサボニン I 

(CSI)が、数種の植物の根の成長を促進する作用
があること、また、この成長促進は細胞の伸長速度

の増大によることを既に報告した。今回は、 CSI処
理により、レタス根の細胞壁の伸展性が増大するこ

とを認めたので報告する。

レタス (LactucasativaL.cv. Grand Rapids)のキl細
胞は、 3mMCSI処理により、対照 (50mM  K-MOPS， 

pH 6.7)に比べ、生重量の増加を伴いながら細長く
なるが、細胞の浸透圧は変化しなかった。このこと

は、 CSIが、根細胞への搭質の取り込みを促進して

いることを示唆している。 CSIによる成長の促進に
伴い細胞壁の伸展性が増大したが、このとき細胞壁

も薄くなった。 CSIによる細胞壁伸展性の増大は、
細胞壁の断面積の変化を補正した後にも認められる

こと、また、外液に 225mMのマニトールを加えて

成長を一時的に停止させても認められることから、

CSIの細胞壁物性に対する作用は、成長促進の結果

ではなく原因であると考えられる。

2pJ06 
成長促進物質レピジモイドの生理作用

山旦'NlIlIii¥穴井豊目召'.富回横谷香織に長笹川安司"
('神戸大・自然科学.'筑波大・応生。 3植物情報物質研究センター)

レピジモイド 1lepidimoide: sodium 2-0-rhamnopyranosyl.4-

deoxy-a -L -threo-hex-4-enopyrano引duronate) I正、ヲレス種子

が発芽時に混植したイ也の植物の下駐輸の伸長を顕著に促進きせるアレロパ

ンーの原因物質のーっとして単離・潤定された新規の二糟類である。これ

までにレピジモイドの植物界における分布、アナロダによる構造活性相関、

更に分泌の繍式について明らかにしてきた。また、レピジモイドが植物の

ンユートの成長を促進する活性を待つことも明らかにしてきたが、今回、

レピジモイドが興味ある新たt.J生理活性を有することを明らかにしたので

報告する。

表面滅菌したヒマワリ種子にレピジモイドを処理し、一週間、明条件

( 14時間日長、 25:1:1'C)で培養したところ、レピジモイド処理区のフ

ロロフィ jレ量が顕著に増加した。また、レピジモイドのアナロデ(2-0-

rl四mnopyranosyl-4-deoxy-αーL-threo-hex-4-enopyranosid-

uronic acid;ヒモゲイトウ下座軸伸長試験ではレピジモイドと同等の活

性を示す)では同程度の合成促進活性を示したが、レピジモイドのウロン

酸部分の二重結合を欠く ~IIのアナロヅ 1sodium 2-0-rhamno 

pyranosyl-4-deoxy-αーL-t h r eo-h ex -py r a n osiduro n a t e:生物検定

ではレピジモイドよりも低い活性を示す)の場合、レピジモイドの約50

0/.:7)促進活性であった。同時にサイトカイニンであるべンジルアデニン

(ιbenzylaminopurine)も処理したが.レピジモイドを上回る活性

は得られなかった。更に、レピジモイドと閉じこ糖類であるショ糖にはほ

とんど促進活性は留められ立かった。以上の結果から、このフロロフィル

合成促進作用はレピジモイドの持つ新たな生理活性であることが示唆きれ

た。また、光エネルギ 量を約48%までイ丘下させた場合 111μmolm-2 

S-1 ) でも、レピジモイド処理区のヲロロフィル量は通常の光条件下

(23μmol m-2s.1) で培養した未処理区のそれとほぼ間程度であった。

これらの結果と併せて、レピジモイドのヲロロフィル合成促進作用のヲー

ゲ yトについて得られたいくつかの知見も報告する予定である。
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2pJ07 
シロイヌナズナ種皮が分泌するレピジモイド様物

質の成長促進効果

後藤伸治，山藤誠司，長谷川宏司 1(宮城教育大，生物，

百五支，応用生物化学)

シロイヌナズナの種皮に含まれるレピジモイド (LM)様

物質の効果について，種皮の細胞に隆起構造を持たない突然

変異体との比較によって検討した。

野生型系統 (WS，Co1， La er)は，外部に突出する隆起構

造を持ち， LM様物質を含む粘質物を分泌するが，隆起構造

を持たない突然変異体 (F，ttg， tt9， g12)は，粘質物の分泌

がきわめて少なく，また， LM様活性もほとんど認められな

かった。供試系統のLM様物質に対する反応はまちまちで，

系統閲差異が見られた。座軸の成長では，伸長促進が著しい

もの (F)，中程度のもの (WS，Co1， ttg， g12) ，ほとんど反

応しないもの(Laer， tt9)などに分かれた。

成長中の植物にLM様物質を継続して与えると，葉の展開

と花成時期が早まるとともに，形成される花数，成熟時の生

重量乾燥重量，種子数などが増加した。これらの成長指標

への効果は系統によって大きく異なり，必ずしも隆起構造の

有無と対応しなかった。また， LM様物質は，個与の発達段

階の過程を促進することによって，植物体の生活環を早く終

わらせる効果を持っと考えられた。

2pJ08 
植物にも松果体ホルモンであるメラトニンは存在する

盟盤塗{t， 右高宙伊藤正貝1j2，飯郷雅之，大谷ー金子律子

原正幸，高橋秀仁，鈴木卓朗(聖マリ医大・ 1解・ 2化学，

l日大・農獣医・畜産)

脊椎動物の松果体に存在するメラトニンは，植物ホルモンの

一つであるインドール酢酸と構造が一部類似している。そこで

メラトニンというホルモンが，動物界だけでなく植物界にも存

在するのではないかと考え， RadioirnmWlOas田y，Radioreceptor 

As岨yおよび田LCを用いて検討した。ヒトや動物が食する代

表的な24種(被子植物)を選び検索したところ，メラトニンは

種により濃度は具なるものの，確かに存在した。調べた中では，

単子葉綱のイネ科の数種とショウガ科・ショウガおよび双子葉

綱のアブラナ科・カイワレダイコンやセリ科・ア・ンタパに高濃

度に存在した。また，これら植物由来のメラトニン物質は，脊

椎動物の脳や腸に存在するメラトニンレセプターに結合するこ

ともわかった。現在，光周期による反応性を調べるとともに，

広く植物界の他の種においても検索しているので，あわせて報

告したい。



2pJ09 
緑化ヒマワリ芽生えの光によって誘導される成長

抑制物質

加藤潤相津裕子小瀬村誠治山村庄亮穴井豊

昭1富田・横谷香織I，長谷川宏司1，3C筑波大・応生，
z闘志大・理工・化学?植物情報物質研究センター)

これ迄、演者らは種々の植物から光によって誘

導される成長抑制物質の探索を行い、ダイコンか

らラファヌサニン、 トウモロコシからベンゾキサ

ゾリノン類等を単離・同定してきた。ヒマワりか

らはキサントキシンやカプロラクタム等を単離・

同定してきたが、これら以外にも数種類の成長抑

制物質の存在も確認してきた。今回新たに2種類

の成長抑制物質を単離し、 NMR，MS， IR等のスペ

クトルデータから、 8・epi-xanthatin -1 s ， 5β ー

epoxide、8・epixanthatinと同定した。 8-epi司

xanthatin -1β，5β-epoxide、8-epixanthatinの光照

射に伴う消長も併せて報告する。

2pJ10 
スイカの発芽種子から放出されるアレロパシ一物質

五阜金主皇、 IJ、瀬村誠治l 、山村庄亮l 、長谷川宏司2

(植物情報物質研究センタ一、 l慶応大・理工・化学、

2筑波大・応生化)

クレス、レタス、ノヒエ、ヒモゲイトウ、アオビ、ユ等

の種子をスイカ種子と混植した場合、ヒモゲイトウとア

オビユのシュートの成長がスイカ種子によって著しく促

進されたが、クレスとレタスの成長は逆に阻害された。

ノビエの成長はスイカ種子による影響を受けなかった。

大量のスイカ種子の分泌液から、レタス下座軸の成長

を阻害する活性物質を単離し、種々のスペクトルデータ

からパニリン酸と同定した。パニリン酸を上記の各植物

に処理したところ、クレスとレタスはlOOppm以上の濃度

で成長を阻害したが、ヒモゲイトウとアオビ、ユに対して

は1O~300ppmの濃度で成長促進活性を示した。ノビエは

パニリン酸による影響を殆ど受けなかった。

これらの結果は、スイカ種子のアレロパシー活性がパ

ニリン酸に依存する可能性が高いことを示唆する。
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2pJ11 
Altersolanol類の植物細胞生育阻害作用

亙旦盟主b横山和美，山本洋一，倉田理衣奈，岡村イ申幸
八木農福山大・工薬)

Altersola nolはAlternaria属菌等数種の植物病原菌の生産
するtetrahydroanthraquinoneであるの我々はA，solaniFY-
03株よりaltersolanolA， B， Cとともに新規化合物としてD，
E及びF(1)，G， H等の関連新規anthraquinone類(2，3)を単離
したの A. solani FY-03株によるtetrahydroanthraquinone 
類の生産については光誘導であることが明らかとなった(4).，
また， 主成分であるaltersolanol Aの作用機構については
bac teria細胞を用いて検討した(5)っ本報告では植物細胞に
おけるA.solani FY-03株由来tetrahydroanthraqu inone類
の作用を検討した。

Altersolanolはタバコ(Nlcotianarustica)培養細胞の生育
を阻害した。 Altersolanolは同細胞より調製したミトコン
ドリアにおけるNADH oxidase活性を促進し， rotenone， 
antimycin， KCNなどの電子伝達阻害部位をバイパスした、
また， Altersolanolはdiaphoraseやcytochromereductase 
の電子受容体として働き， その作用はA，E心沼市心であった、
同細胞より調製したプロトプラストなどにおいて
superoxide anion の生成が認められ， 基質駿化促進作用力f
SODやcatalaseにより解除されることから， altersolanolは
superoxide生成を伴う電子放流系を形成すると推察されたハ
(1 )A. Yagi et al. (1993) Phytochemistry，立与 87. (2) N. Okamura 
et al. (1993) Phytochemistry， .H， 1005. (3) N. Okamura et al 
(1995) Phytochem istry，川 press (4) N. Okamura et al. (1993) J 
Chromatog.， ~ 418. (5) H. Haraguchi et al. (1992) Biosci 
Biotech. Biochem.，主.2..1221 

2pJ12 
ニンジン不定妊形成において高細胞密度時に蓄積する低分子性阻害
物質の性質について
小林俊弘、東克己、鎌回博(筑波大・生物)

ニンジン不定目玉誘導系では、 2.4D存在下で培養している
embryogenic cells (EC)を、 2.4Dを含まない培地に移植することに
より、不定匹を誘導することができる。この時、 ECを高細胞密度
で培養すると不定膝形成の阻害が見られる。この不定妊形成の阻害
は培地中に放出される阻害物質によるものであり、細胞増殖が阻害
されていることをすでに明らかにした。そこで、この阻害物質の生
理作用について、詳細に調べることとした。
この阻害物質が、不定佐形成の発達段階に依存して作用するか否
かを調べた。高細胞密度培養後の培地 (HCM)を、培養初期に与え
た場合に比べ、培養後期に与えた場合には、阻害の減少が見られ
た。このことから、発達した不定匹では阻害物質が作用しにくく
なっていることが考えられる。現在、球状匹、心臓型妊、魚雷型}jf
のそれぞれに対する悶害物質の作用について調べている。
次に培養中の阻害物質の蓄積について調べた。 ECを様々な細胞
密度で培養し、 3、5、10、14日目に培地のみを回収して不定佐形
成に対する効果を調べた。高細胞密度培養培地から回収したもので
は、 3日目から阻害が見られ、阻害活性は徐々に強くなった。低細
胞密度培養の場合には、培養後期に強い不定妊形成の促進が見られ
た。以上の結果から、高細胞密度培養時には阻害物質が培養期間中
継続的に放出されていることが示唆された。また、低細胞密度培養
時には、発達した不定匹から促進物質が放出されるため、阻害が見
られないと考えられる。
今後は、この不定妊形成阻害物質の精製・単離を進め、さらに詳細
に解析する予定である。



3aJOl 
エンドウのブラシノステロイド生合成突然変異体 lkbの生長の

ブラシノステロイドによる正常化盤思案誰2 野村崇人、斉藤

昭彦、竹内安智 JamesB. Reid 2 (帝京大・理工・バイオサ

イエンス， 1字大・雑草科学センター， 2タスマニア大)

エンドウの単一遺伝子突然変異体である燈性種の lkaおよび

lkbは正常の内生ジベレリンを有し、ジベレリンに反応しない.

すでに報告したように、 lkbではブラシノライドをはじめとする

すべての内生ブラシノステロイド含量が低く、 lkaにおいてはブ

ラシノライドの前駆体であるカスタステロンの蓄積が認められ

ている.本研究ではlkaおよびlkbのブラシノステロイドに対す

る反応姓を観察した.

その結果、 lkbにおいては幼植物の第3葉をブラシノライド

およびカスタステロンともに 1ngで処理することにより、その

すぐ上部の茎は野性型σ'orsdag)に匹敵する伸長を示した.また、

第4薬上部の伸長は野性型より大きくなった.この結果より、

lkbは生合成突然変異体であることが明かとなった.

一方、 lkaはl阿のブラシノライドを投与しでも野性型ほどの

伸長が見られなかった. したがって、 lkaの媛姓の原因は不明で

ある.

3aJ02 
ブラシノライドによる液胞膜AT?!.seの活性化に

よる伸長生長の促進

冨永るみ、棲井直樹(広島大学・総合科学部)

プラシノライド (2xlQ-7M)は、黄化カボチャ

下JIf軸切片の内部組織の伸長を顕著に促進した。

応力緩和法による細胞壁の力学的性質の測定の結

果、ブラシノライドは、まず内部組織の細胞墜の

弾性率を低下させ、その後表皮の細胞壁も変化さ

せることが分かった。しかし、プラシノライドは、

細胞墜多糖の糖含量、糖組成、分子量分布、細胞

壁合成に顕著な変化を引き起こさなかった。プラ

シノライドによる伸長促進作用は、カリウムイオ

ンやスクロースを加えることにより相乗的に促進

された。また、プラシノライドは、下駐軸から抽

出した液胞膜結合型H+-ATPaseを invitroで活性

化した。以上の結果は、ブラシノライドが、液胞

膜結合型H+-ATPaseを活性化し、カリウムイオン

やスクロースを液胞に取り込み、浸透圧を上昇さ

せて伸長生長させている可能性を示している。
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3aJ03 
ファレノプシス(ラン科)におけるノルエビネフィリンの局在
性の検討

直JlLー童、郎 日英¥池田和正、佐藤嘉兵、米田和夫¥
小山鍛夫(日本大・農獣医・応生、 1農)

我々は、ラン科のファレノプシス葉中のノルエビネフィリン

代謝とその花成の関連性について検討を進めている。 ファレ
ノプシス葉中には、ノルエピエンフィリンが存在し、ノルエビ

ネフィリンの分解活性が花茎の形成に従い変化することから、

花成にノルエビネフィリンが関与する事を示唆してきた。 本
研究では、植物体内でのノルエビネフィリンの生理作用をさら

に検討することを目的として、ファレノプシスの各組織におけ

るノルエビネフィリンの局在性の検討を試みたので報告する。
ファレノプシスは開花株と未開花株を用いた。 葉と根，花

茎(開花株)の各組織切片を作製し、 5%ク手ルタルアルデヒド

で固定後、 SAB法により免疫組織染色を行った。 発色は基

質にDABを用いて行った。

葉においては葉肉細胞の細胞質が染色され、ノルエビネフィ

リンは葉肉細胞の細胞質中に存在していることが示されたの
同様に、根や花茎の柔細胞の細胞質にもノルエピネフィリンの

存在が示された。 開花株と未開花株の間および同一株内の異

なる葉の聞において、ノルエビネフィリンの局在性に関しては

殆ど差が見られなかった。 一方、ノルエビネフィリン分解活

性は、花茎形成の発達段階で量的変動があることが確認されて

おり、これらの結果はノルエビネフィリンが花成に生理的役割

を果たしている可能性を示唆しているものと思われる。

3aJ04 
ファレノプシス(ラン科)の花成に伴うノルエピネフィリンの
代謝に関する検討
池血狙正、丘E 目安、内山 寛、佐藤嘉兵、米国和夫1
(日本大・農獣医・応生、強)

ファレノプシスを用い、その花成に伴うNEの関連性を明ら
かにすることを目的として、 NE投与による花成の促進効果お
よび葉中に存在するNE代謝系の検討を行った。ファレノプシ
ス葉サンプルをPCA-metabisulfite溶液でホモジナイズ後、
HPLC-ECDにより葉中カテコールアミン濃度の測定を行った。
NE分解活性は、 290nMのNEを含有する500mMリン酸緩衝
液pH6に生理食塩水により調製された葉抽出液10μlを添加
し、インキュベーションを行い、 NE減少量をHPLC-ECDによ
り測定した。 NEの花茎形成に及ぼす影響を検討するために温
室栽培を行っているファレノプシスの葉に500mg N E /100 ml 
溶液を7月下旬より 6日間塗布した後、普通栽培し、観察し
た。ファレノプシス葉にはノルエビネフィリンが含有され、花
茎の発育とともにNEの分解活性は減少した。またNEの葉へ
の塗布により、花茎形成の時期が一部の株で 1カ月早まること
が確認された。これらの事実はNEが花成に関与することを示
唆している。葉中で行われるNEに関連する代謝系の検討を行
った結果、 NE分解の最適pHは6付近に存在し、 NEの主代謝
産物がエビネフィリンであることが示された。この分解活性
は、温度依存的に増加したが、 PCAやTCA添加により除蛋白後
の葉抽出液中では活性が消失した。またゲル濃過により低分子
成分を除いた分画にこの分解活性が若干存在したが、この反応
を触媒する酵素として知られるフェニルエタノールアミンN-メ
チルトランスフエラーゼの補因子て・あるらAd-Metを添加する事
により活性の増強が見られた。ことからNE分解を行っている
物質が、粗抽出液では耐熱性をもっ上記酵素である可能性を示
唆した。



3aJ05 
アサガオの貧栄養開花及びサイクリックヌクレオチ
ドホスホジエステラーゼに対する安息香酸誘導体の
影響

車並且、篠崎真輝(京大・農・応植〉

短日植物であるアサガオのVioletは連続光下に於いても、

貧栄養、強光、低温等により花芽誘導が可能であり、これ
らの花成はフェニールプロパノイド含量と密接に関連し
ている。花成に対するフェニールプロパノイドの役割は
不明であるが、貧栄養及び強光花成時に増加するピノレ

ジノールは、サイクリックヌクレオチドホスホジエステ
ラーゼ (PDE)活性を阻害するとの報告がなされている。
そこで昨年の本会では同阻害作用を持つパパペリンがア
サガオの長日開花を促進することを報告した。
今回、我々はこうした長日開花についての解析をさら

に進め、主に貧栄養開花に関して新たな知見を得た。
実験材料としてアサガオのViolet品種を用いた。種子を
常法通りに処理し、発芽した芽生えを貧栄養培地に移植
した後、 10日目から5日間、種々の安息香酸誘導体及び
PDE阻害剤を与え、花成への影響を調べた。一方、動物由

来のPDEIこ対するこれらの物質の阻害作用も検定した。

その結果、安息香酸誘導体の幾っかで花成促進が認め
られ、さらにそのうちの幾っかにPDE阻害作用が認めら
れた。また従来よりPDE阻害剤として知られるテオフィ
リンでもパパペリン同様の花成促進が見られた。

3aJ06 
アサガオ子葉簡管液の花成制御活性

近藤正敏，重田千品，釜杢盟皇(佐賀大・農

.遺伝子工学)

茎頂培養を検定系として、短日処理したア

サガオの子葉かちの簡管液(短日簡管液)には

花成誘導活性があること、長日処理した子葉

かちの簡管液(長田町管被)には花成阻害活性

があることをすでに報告してきた。

両簡管被の誘導活性と阻害活性をイオン受

換樹脂によって分画すると、誘導活性は陰イ

オン突換樹脂に吸着し、阻害活性は陽イオン

交換樹脂に吸着した。さらに、短日簡管液の

陽イオン受換樹脂吸着画分には花成阻害活性

が、長日節管液の陰イオン吏換樹脂吸着画分

には花成誘導活性が存在することが明ちかと

なった。すなわち、飾管液中には花成誘導物

質及び花成阻害物質の両者が存在しており、

それらの量が変化することによって誘導活性

あるいは阻害活性が現われるものと思われる。
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3aJ07 
Cloning of the cDNA encoding a novel PR-Iike 
protein induced by thiocarbamate during early 
flowering phase in Asparagus seedlings. 

Dennis Yω1.2， Tomoko Abe1， Hiroshi Abe1， Akira 
Sakurai1 and Shigeo Yoshida1 (lRIKEN.2Graduate 
School of Sci. and Eng.， Saitama University) 

Early flowering in Asparagus officinalis can be induc巴d.
within 3 weeks， with exogenous application of 
carbamates and thiocarbamates. We analyzed crude 
extract of total proteins by 2 D-PAGE for possible 
involvement of specific polypeptide(s) during early 
stages of transition to floral meristem. 
An acidic protein，17 kD，was detected and its partial 
amino acid seq田 ncesdetermined to be a PR-like protein. 
For 問verse-PCR，poly(A)+ RNA from thiocarbamate-
treated seedlings were used. Analysis of amplified cDNA 
fragment confirm巴da novel PR-like protein was 
induced. When seedlings were treated with active 
carb唱mate叩 dthiocarbamate with flowering percentag巴S
of 83% and higher， concomitant high level of the novel 
PR-like protein was detected. Convers巴ly，lower level 
was observed when flowering percentages of 3% or less 
were obtained with less active carbamate and 
thiocarbamat怠 treatments.Progress is underway to 
isolate the full-length cDNA and to understand its 
function in relation to flow巴rinduction. 

3aJ08 
ミズワラビ(白，z-atopterisrichardii)の性の分化の造糊母

誘導物質と光照射による市脚について

d虫費型杢壬、蹴昭、L.II Hi ckok 1、山根久和2、山口五十
麿3、室倣!!3 (東大院・理学系・生物科学、 2生物生産セン

ター、 3東大院・農学系・応生化、 1Tenessee対

同型胞子シダ植物では、胞子の性は決定されておらず、胞

子は雌雄同体の前葉体へも、造糟器のみを有する雄性配偶

体へも分化可能である。配偶体の性を決定する要因といて、

発達した前業体が分泌する造糊麟導物質が、他の配偶体

を樹全の配偶体へと分化誘導することが知られている。

ミズワラピ (Ceratopterisrichardii)の造槻轍導物質

は現在精製中であるが、この物質による樹胡己偶体への分化

誘導が、青色光照射の影響を受けることを見出したので報告

する。暗所で生育させた原糸体は、発芽誘導後9日目におい

ても造精器誘導物質に対する感受性を保っていたが、青色光

照射(380-550 nm， 2. 0 μE m-2 s一1 30 min)によりこの感

受性が消失した。赤色光照射(620-700 nm， 2. 0μEU s l， 

30 min)ではこのような効果は観察されなかった。このこと

より、青色光照射は造糊轍導物質に対する原糸体の感到生

を消失させるととが解った。



3aJ09 
ミカヅキモの有性分裂を誘起する情報伝達物質の解析

彊杢革主関本弘之，藤伊 正(筑波大・生物理研FRP)

ミカヅキモロostenum ehrenbergiiの有性生殖過程では、+

型、一型両接合型の細胞がペアを形成した後、それぞれの細

胞が特異な分裂(有性分裂)を行い、配偶子へと分化する。

配偶子はプロトプラストを放出し、融合して接合子を形成す

るo 我々は、+型細胞の有性分裂を誘起する活性を検出した

ので報告する。

+型、一型細胞を混合し接合を誘起した後の培地を回収し、

その中でそれぞれの細胞を単独で培養したところ、+型細胞

のみが有性分裂を開始し、さらにそのいくつかがプロトプラ

ストを放出した。この活性は、両細胞を混合培養する際のー

型細胞の数に比例して上昇し、また分?必は光の存在下でのみ

見られた。さらにこの活性は、熱処理 (60'C、 20分)で著し

く低下し、 SephaιrylS-IOOHRを用いたゲルろ過により、みか

けの分子量約1万の値を示した。以上より、このミカヅキモ

のー型細胞はタンパク質性の情報伝達因子を分泌し、+型細胞

に有性分裂を行わせることが示された。
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一ゆー 一り一
和田正三 lpH13 

/f lpH14 

湯本健司 laB07 羅 烈紅 lpB15 /f lpH15 

ラT 在吉 2aB12 /f 3aDOl 

/f 2aI03 和田 洋 lpG06 
-り一

/f 2aG08 

李 根横 lpC07 !! 2aG09 
ーよー

柳 政和 3aI07 /f 2aGlO 

楊 和平 2aH06 室。 玉軍 lpH08 和田野晃 lpA13 

養王国正文 3aFlO /f lpCll 

横井修司 2aF05 ノア lpC12 

横井秀行 lpFlO 
一わ一

/f 2aC08 

横井雅幸 2pI08 若尾紀夫 2aB08 

横田明穂 laSOl 若杉達也 2aClO 

/f lpE06 /f 2aF03 

横田孝雄 3aJOl 若林和幸 lpI05 

横III 和美 2pJI1 /f lpI06 

吉岡俊人 lpJl5 /f 2aJ03 

吉川正明 lpD12 鷲尾健司 lpH04 

吉川陽子 2pIOl グ lpJOl 

吉崎克明 2pA05 渡辺 昭 lpB10 

吉崎文則 2pBll /f 2aCll 

吉沢恭子 lpJlO /f 2aD08 

吉玉国二郎 3aG02 /f 2aFOl 

吉田 泉 laAOl /f 2aI07 

吉田和市 2aS04 /f 2pI08 

/f 3aB05 /f 3aE05 

/f 3aBlO /f 3aE06 

/f 3aD08 /f 3aJ08 

必Y lpA08 渡辺克美 laD07 

/f 2aA02 渡辺圭一 laFOl 

吉田茂男 lpB09 渡部忠久 2aJ09 

/f 2pF07 渡辺久男 2aI05 

/f 3aJ07 渡辺正夫 2aHOl 

吉田 真 2pC09 渡辺正勝 lpH16 

吉田賢右 3aB07 渡辺夕子 2pH08 

吉田正人 lpJll 渡辺竜五 2pJ05 

/f 3aH12 和田 明 laA08 

吉田充輝 2aG06 和田敬四郎 laF05 

吉原照彦 laA03 グ lpEOl 

吉羽洋周 lpEOl /f 3aB08 

吉村和也 2pE07 和田晋子 2pIOl 

吉村英尚 lpDll 和田拓治 lpS06 

依田尚文 lpC07 /f 2pH04 

米倉功治 lpB02 和田 岡1 2aJ06 

米国章登 2aFll 和田 7c 2pC05 

米田和夫 3aJ03 和田雅人 2aG05 

/f 3aJ04 和田正三 lpHlO 

米山忠克 2pA12 /f lpHll 

/f lpH12 
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伊藤祥子 愛媛大・理・生物 梅田正明 東京大・分子細胞生物学研究所

伊藤伸一 名古屋大・農・生化学制御 梅基直行 キリンビーノレ(株)基盤技術研究所

伊藤整志 日本パイエノレアグロケム(株)

結城中央研究所
【え】

伊東隆夫 京都大・木質科学研究所

伊藤 寿 京都大・理・植物 江崎文一 岡山大・資源生物科学研究所

伊藤正樹 東京大・理・生物科学 榎並 勲 東京理科大・理・生物

伊藤正幸 岡山大・農・植物病理 遠藤さおり 日本製紙中央研究所

伊藤庸子 愛媛大・農・分子細胞生物 遠藤千絵 北海道農試・畑研センター・品質制御

伊藤嘉信 名古屋大・農・生化学制御 遠藤 岡U 京都大・食糧科学研究所

伊藤竜一 東京大・理・生物

稲永醇二 鹿児島大・農
【お】

稲場一日向野久美子 北海道大・理・生物科学

稲葉昌美 基礎生物学研究所 大井晶夫 東京農工大・工・生命工学

井上和仁 神奈川大・理・応用生物科学 大岡宏造 大阪大・理・生物

井上 弘 富山大・理・生物圏環境科学 大川和秋 大阪大・理・生物

井上雅裕 愛媛大・理・生物 大河 浩 名古屋大・生物分子応答研究センター

井上康則 東京理科大・理工・応用生物科学 大城 香 東海大・海洋・海洋科学

猪口雅彦 岡山理科大・理・生物化学 大住千栄子 味の素(株)中央研究所

射場 厚 九州大・理・生物 太田英史 (株)クボタ基盤技術研究所

今井亮三 理化学研究所 ホノレモン機能研究室 太田淳子 九州大・理・生物

今泉(安楽)温子 東京大・教養 太田尚孝 東京理科大・理・生物

今宿芳郎 京都大・化研 太田啓之 東京工業大・生命理工学

今関英雅 日本たばこ産業(株)遺伝育種研究所 太田喜元 近畿大・生物理工・生物工学

今西俊介 名古屋大・農・生化 太田垣聡 北海道大・農・分子生物

井村喜之 岡山大・農・植物病理 大谷憲太 大阪府立大・農・応用生物化学

入船浩平 広島大・理・遺伝子科学 大坪憲弘 農業生物資源研究所分子育種部

岩城雅代 基礎生物学研究所 大西純一 埼玉大・理・分子生物

岩崎郁子 (株)海洋パイオテクノロシー研究所 大西道人

岩崎俊介 農業生物資源研究所 大野千品 京都大・食糧科学研究所

岩崎尚彦 大阪医科大・教養・生物 大橋祐子 農業生物資源研究所

岩滝暢子 名古屋大・農・生化学制御 大場 泰

岩崎秀雄 名古屋大・理・生物 大宮あけみ 農水省・果樹試験場

岩崎行玄 福井県立大・生物資源 大森正之 東京大・教養・生物

大震俊英 生物資源総合開発利用センター

【う】
大家理哉 岡山大・資源生物科学研究所

大山勝夫 農林水産技術情報協会

呉 国江 東京大・理・生物科学 岡 穆宏 京都大・化学研究所

上岡華代 北海道教育大・函館・生物 岡 桂子 大阪府立大・農・応用生物化学

上口(田中)美弥子 名古屋大・農・生化学制御 岡真理子 大阪府立大・総合科学

上回純一 大阪府立大・総合科学 岡崎芳次 大阪医科大・教養・生物

上回貴志 東京大・分子細胞生物学研究所 岡田克彦 農業生物資源研究所機能開発部

上野 修 農業生物資源研究所・発育生理研究室 岡田清孝 京都大・理・植物

魚住信之 名古屋大・生物分子応答研究センター 岡田光正 東邦大・理・生物分子科学
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岡村昭治

岡村将人

岡本朱根

岡本繁久

岡本知明

岡本晴子

岡山繁樹

小川健一

小川隆平

小川晃男

奥原宏明

奥山英登志

刑部祐里子

小津真一郎

小関良宏

小田真由美

落合 震

小内 清

小野莞爾

小野公代

小野清美

小野高明

小野道之

小俣達男

恩回弥生

子

泰

子

男

江

一

洋

弘

浩

尚

朗

彰

潔

栄

也

浩

一

雄

二

健

美

純

美

辰

華

弘

賢

邦

隆

康

博

哲

良

明

龍

弘

江

野

江

江

原

斐

数

本

来

川

原

毛

子

岡

藤

藤

藤

藤

藤

藤

藤

田

井

ケ

ケ

貝

甲

嘉

柿

賀

掛

笠

笠

梶

菓

片

加

加

加

加

加

加

加

門

金

鍾

鐘

富山医科薬科大・薬

名古屋大・農・応用生物科学

横浜市立大・総合理学研究所

鹿児島大・教養・生物

愛媛大・農・農芸化学

東京都立大・理・生物

九州大・理・生物

京都大・理・分子植物科学

熊本工業大・応用微生物工学

名古屋大・生物分子応答研究センタ一

大阪大・蛋白質研究所

北海道大・地球環境

東京農工大・農・応用生物科学

京都大・人間・環境学

東京大・教養・生命環境

神戸大・理・生物

北海道大学・理・生物科学

岡山大・理・生物

熊本大・理・生物科学

筑波大・遺伝子実験センター

東京大・理・生物科学

理化学研究所光合成科学研究室

秋田県立農業短期大学付属生物工学研究所

名古屋大・農・応用生物科学

大阪大・蛋白質研究所

【か】

大阪大・工・物質化学

愛媛大・理・化学

大阪大・理・生物

農業生物資源研究所

森林総合研究所

東京大・教養・生物

農業生物資源研究所

拓殖大・政経

姫路工業大・理

東北大・遺伝生態研究センター

基礎生物学研究所

名古屋大・生物分子応答研究センター

名古屋大・人間情報学・生物システム論

東邦大・理・生物

京都大・理・横物

東京大・養・生物

山形大・教養・生物

東京都立大・理・生物

埼玉大・理

東京都立大・理・生物

農業生物資源研究所

樹

哲

一

一

貴

勝

子

子

金

金

金

金田剛史

金松澄雄

鎌田 博

蒲池浩之

神阪盛一郎

上中弘典

上村保麿

神谷明男

神谷勇治

賀屋秀隆

唐沢智司

川合真紀

川上直人

川北一人

川口健太郎

河口清香

川口正代司

川崎信三

川瀬芳恵

川地太平

河津 維

河野利津子

河盛阿佐子

神埼洋之

菊地裕之

菊山宗弘

岸本卓也

木須康智

北川良親

木谷重和

北野高寛

北村さやか

木下浩司

木下 哲

木下俊郎

木ノ元宏実

木場章範

木原淳一

金 臭泰

金 暗桁

木村 宏

郎 日英
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北里大・一般教育・生物

筑波大・応用生物化学

かずさ DNA 研究所遺伝子構造第 2

研究室

大阪大・理・生物

南九州大・園芸・食品工学

筑波大・生物科学

富山大・理・環境

大阪市立大・理・生物

京都府立大・農・農芸化学

東邦大・理・生物

帝京大・薬学・化学

理研フロンティア

京都大・理・植物科学

金沢大・理・生物

東京大・分子細胞生物学研究所

横浜市立大・木原生物学研究所

名古屋大・農・植物病理学

北海道農業試験場畑作研究センター

京都大・農・農芸化学

東京大・教養・生命

農水省・生物研

東京都立大・理・生物

神戸大・農・生物環境制御学

東京大・理・生物

神戸女子大・家政

関西学院大・理

(財)岩手生物工学センター

【き】

名古屋大・農・応用生物科学

放送大・生物学研究所

大阪府立大・農・応用生物化学

広島大・生物生産・酵素化学

秋田県農業短期大学附属生物工学研究所

トヨタ自動車(株) 第 1F P部バイオラボ

大阪府立大・農・応用生物化学

名古屋大・人間情報学・生物システム論

北海道大学・農・作物生理

基礎生物学研究所

九州大・理・生物

神戸女子大・家政

岡山大・農・植物病理

東北大・遺伝生態研究センター

東京大・分子細胞生物学研究所

東京大・農学生命科学・応用生命化学

熊本工業大・応用微生物工学

日本大・農獣医・応用生物



【く】
小林正樹 名古屋大・農・応用生物科学

小林正智 理化学研究所植物生活環制御研究室

草場新之助 つくば市果樹試験場栽培部 小林正美 筑波大・物質工学系

九島みどり 植物情報物質研究センター 小林 優 京都大・農・農芸化学

楠見健介 九州大・理・生物 小林善親 九州大・農・林学

沓名仲介 名古屋大・理・生物 小松節子 農業生物資源研究所

久能 均 三重大・生物資源 駒嶺 穆 日本女子大・理・物質生物科学

久保 稔 大阪大・理・生物 小森久代 九州大・理・生物

久保深雪 京都大・理・分子植物 古森美香 関西学院大・理

熊谷 忠 東北大・遺伝生態研究センター 小山 泰 関西学院大・理

熊谷友宏 熊本工業大・応用微生物工学 是枝 晋 埼玉大・理・分子生物

熊谷浩高 大阪大・理・生物 近藤孝男 名古屋大・理・生物

熊谷 史 東京大・理・植物

倉田哲也 北海道大・地球環境科学・環境分子生物
【さ】

倉田裕文 宮崎大・農・植物生産化学

倉屋芳樹 東京大・理・生物・植物生理研 西篠雄介 京都大・農・農林生物

栗山 昭 (財)環境科学総合研究所 斎藤和賞 京都大・放射線同位元素総合センター

栗山英夫 東京大・理・生物 斉藤 武 島根大・遺伝子実験施設

黒岩繁樹 広島大・総合科学 斉藤玉緒 北海道大・理・生物

黒岩常祥 東京大・理・生物科学 斎藤 力 筑波大・遺伝子実験センター

黒谷賢一 京都大・農・農林生物 斉藤美佳子 東京農工大・工・生命工学

黒田洋詩 岡山大・理・植物生理 佐伯和彦 大阪大・理・生物

桑原朋彦 筑波大・生物科学 酒井 敦 東京大・理・植物科学

酒井慎吾 筑波大・生物科学

【こ】
酒井秀徳 帝京大・理工・パイオサイエンス

榊原 均 名古屋大・農・応用生物科学

小池裕幸 姫路工業大・理・生命科学 榊原祥清 食品総合研究所分子情報解析研究室

小泉好司 東北大・理・生物 坂野勝啓 農業生物資源研究所

小板橋律子 東京大・理・生物科学 坂本 敦 基生研

肥塚信也 (株)植物工学研究所 坂本和俊 東北大・理・生物

小岩尚志 京都大・農・農芸化学 坂本 俊

小岩弘之 (財)岩手生物工学研究センター 坂本秀樹 京都大・理・植物科学

幸田泰則 北海道大・農・作物生理 桜井直樹 広島大・総合科学

河内直美 関西学院大・理 楼井 望 東北大・農・応用生物化学

河野 11領帆 東京農工大・工・生命工 桜井英博 早稲田大・教育・生物

五島直樹 広島大・理・遺伝子科学 楼木由美子 東京都立大・理・生物

小杉俊一 農水省・生物研 佐々木孝行 (株)海洋バイオテクノロジー研究所

小曽根睦 埼玉大・理・分子生物 佐々木昌生 岡山大・資源生物学研究所

小竹敬久 広島大・総合科学・自然環境コース 佐々木陽子

児玉浩明 九州大・理・生物 佐島徳武 関西学院大・理

後藤 聡 東北大・農・応用生物化学 定金 豊 岡山大・理・生物

後藤敏男 日本パイエルアグロケム(株) 佐藤 朗 新潟大・理・生物

結城中央研究所 佐藤和彦 姫路工業大・理

後藤伸治 宮城教育大・生物 佐藤公行 岡山大・理.生物

小林 晃 農業生物資源研究所・発育生理 佐藤 茂 東北大・農・環境適応生物工学

小林 輿 東京学芸大・生命科学 佐藤 忍 筑波大・生物科学

小林俊弘 筑波大・遺伝子実験センター 佐藤淳子 京都大・人間・環境学

小林直子 熊本大・理・生物科学 佐藤 豪 帯広畜産大・生物資源化学

小林裕和 静岡県立大・生活健康科学 佐藤敏生 広島大・理・生物

小林裕俊 神戸大・理・植物生理 佐藤直樹 東京学芸大・生命科学
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佐藤 豊 名古屋大・生物分子応答研究センター
【す】

佐藤良平 大阪府立大・農・応用生物化学

里淳智美 三井東圧化学(株)ライブサイエンス研究所 末吉 邦 神戸大・農

真田幸香 金沢大・理・生物 菅井真人 京都大・農・農芸化学

佐野 智 (財)地球環境産業技術研究機構植物分子生 菅井道三 富山大・理・生物

理 菅沼教生 愛知教育大・生命化学

猿山晴夫 (株)北海道グリーンバイオ研究所 菅原康剛 埼玉大・理・生体制御

津進一郎 名古屋大・理 杉浦美羽 神戸大・自然科学

津崎達也 広島大・理・遺伝子科学 杉村康知 東邦大・理・生物・生化学教室

三宮一宰 名古屋大・生物分子応答 杉山健一郎 国立環境研究所

杉山達夫 名古屋大・農・応用生物科学

【し】
杉山宗隆 東北大・理・生物

杉山立志 京都大・人間・環境学

椎名 隆 京都大・人間・環境学 須合悦子 愛媛大・理・生物

塩井祐三 東京工業大・生命理工 鈴木章弘 農水省・生物研

塩崎紀子 名古屋大・人間情報学研究科 鈴木石根 基礎生物学研究所

四方幸治 富山大・理・生物 鈴木英治 茨城大・理

鹿田貴弘 岡山理科大・理・生物化学 鈴木 馨 生命工学工業技術研究所・植物分子生物

重岡 成 近畿大・農・食品栄養科学 鈴木玄樹 京都工業大・生命理工・生態構造

七篠千津子 神戸大・理・生物 鈴木健策 東北農試・生理生態研

篠崎一雄 理研・ライブサイエンス 鈴木 同日 東北大・農・植物育種

篠崎忠治 神奈川大・理・応用生物科学 鈴木章方 山梨大・教育・生物

篠崎員輝 京都大・農・応用植物 鈴木 隆 山形大・教育

篠原健司 森林総合研究所生物機能開発部 鈴木崇紀 広島大・理・生物科学

柴岡弘郎 大阪大・理・生物 鈴木孝尚 東邦大・理・生物

柴田幸一 愛媛大・農・農芸化学 鈴木俊洋 大阪大・理・生物

柴田大輔 (株)三井業際植物パイオ研究所 鈴木晴彦 (財)新機能素子研究開発協会

柴田 均 島根大・生物資源科学 鈴木正彦 青森県グリーンバイオセンター

柴田 勝 九州大・農・林学 鈴木玲奈 東京大・理・生物

嶋田敬三 東京都立大・理・生物

嶋田崇史 大阪府立大・先端科学研究所
【せ】

嶋田知生 基礎生物学研究所

嶋田幸久 東京大・理・生物科学 瀬尾茂美 筑波大・応用生物化学

志水佐江 名古屋大・農・生化学制御 関 光 岡山大・農・応用遺伝子工学研究室

清水 力 クミアイ化学工業(株)生物科学研究所 関 原明 理研・植物分子生物

清水 源 神戸大・理・生物 関根政実 奈良先端科学技術大学院大・パイオサイエ

清水良司11 鳥取大・農 ンス

下河原浩介 京都大・歯・化学 関本弘之 理化学研究所フロンティア

庄田恵子 東京大・分子細胞生物学研究所 瀬戸山愛子 鹿児島大・理・生物

圧野邦彦 東京大・教養・生命 千徳直樹 北海道大・理・生物

庄野真理子 (株)植物工学研究所

徐 正君 秋田県立農業短大付属生物工学研究所
【そ】

白石友紀 岡山大・農

白岩善博 新潟大・理・生物 副田憲司

白浜佳苗 東京大・教養・生物 外内尚人 (株)バイオポリマーリサーチ研

沈 建仁 理化学研究所光合成科学研究室 園池公毅 東京大・理・生物科学

新免輝男 姫路工業大・理・生命 園田雅俊 名古屋大・生物分子応答研究センター

園部誠司 姫路工業大・理・生命科学

征矢野敬 岡山理科大・理・生物化学
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【た】
田畑哲之 かずさ DNA研究所

田淵 彰 大阪市立大・理・生物

平 知明 大阪府立大・農 玉井鉄宗

高市真一 日本医科大・生物 玉井直人 金沢大・理・生物

高木慎吾 大阪大・理・生物 玉井宏紀 京都大・理・植物科学

高木英典 大阪大・蛋白質研究所 玉置雅紀 名古屋大・生物分子応答研究センター

高瀬尚文 奈良先端科学技術大学院大・パイオサイエ 樽井 裕 大阪市立大・理・附属植物園

ンス

高辻博志 農業生物資源研究所機能開発部
【ち】

高梨 寿 京都大・食糧科学研究所

高根健一 香川大・生物資源科学 援 賢美 東北大・理・生物

高橋明裕 日本曹達(株)小田原研究所 陳 暖 筑波大・生物科学

高橋宏二 名古屋大・農 陳 若言 大阪市立大・理・生物

高橋哲郎 北陸先端科学技術大学院大

高橋正昭 大阪府立大・農・応用生物化学
【つ】

高橋美佐 広島大・理・遺伝子科学

高橋美智子 東京大・農学生命科学・応用生命化学 栂根一夫 静岡県立大・生活健康科学

高橋康弘 大阪大・理・生物 柘植知彦 東京大・分子細胞生物学研究所

高橋裕一郎 岡山大・理・生物 辻 英夫 神戸女子大・一般教育生物

高浜有明夫 九州歯科大 辻口佳子 大阪大・理・生物

高倍昭洋 名城大・総合研究所 角山雄一 京都大・人間・環境学

高倍鉄子 名古屋大・生物分子応答センター 津村 淳 金沢大・理・生物

高官建一郎 東京工業大・生命理工 津山孝人 九州大・農・林学

高見雄二 北海道大・地球環境科学・環境分子生物 鶴崎健一 福山大・一般教育部

滝尾 進 広島大・理・生物 鶴見絵里子 東邦大・理・生物

滝沢隆一 東京大・農学生命科学 鶴見誠二 神戸大・自然科学

瀧本 敦 京都生物研

武市営郎 農業生物資源研究所
【て】

竹内雅宣 東京大・理・生物

武居 郁 大阪大・理・生物 手島圭三 広島大・総合科学

武田幸作 東京学芸大・生物 手塚修文 名古屋大・人間情報学研究科

竹田淳子 京都大・農・農芸化学 出村 拓 東北大・理・生物

武田 徹 近畿大・農・食品栄養科学 寺内一姫 東京大・教養・生物

竹中重雄 羽衣学園短期大・家政・食物 寺島一郎 筑波大・生物科学

竹本大吾 名古屋大・農・植物病理学 寺本 進 熊本大・理・生物

田坂昌生 京都大・理・植物 寺本陽彦 京都府立大・生活科学・応用生物

田坂恭嗣 基礎生物学研究所

田沢 仁 福井工大・工・応用理化
【と】

多田幹郎 岡山大・農

田中 歩 京都大・理・植物 土井道生 九州大・理・生物

田中 修 甲南大・理・生物 遠山知子 京都大・理・植物

田中香里 北海道大・農・作物生理 時田誠二 東京都立大・理・生物

田中 浄 国立環境研究所 得字圭彦 東北大・理・生物

田中直樹 埼玉大・理・分子生物 徳富 哲 大阪府立大・先端科学研究所

田中紀史 木原生物学研究所 徳富光恵 農業生物資源研究所光合成研究室

田中義人 名城大・理工・化学 徳楽清孝 筑波大・応用生物化学

田中亮一 京都大・理・植物 戸粟敏博 キリンビーノレ(株)基盤技術研究所

谷口光隆 名古屋大・農・応用生物科学 戸田恭子 東京大・理・生物科学

谷本英一 名古屋市立大・教養・生物 富岡 厚 早稲田大・教育・生物

谷本静史 佐賀大・農・遺伝子工学 冨田英津子 鹿児島大・連合大学院
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富永るみ 広島大・総合科学 中山貴照 大阪大・理・生物

新 達也 岡山大・理 南原英司 北海道大・農・応用生命科学

豊島喜則 京都大・人間・環境学

豊田和弘 岡山大・農・植物感染病
【lこ】

虎沢慶太 愛知学院大・生物

鳥山可菜子 基礎生物学研究所 西原昌宏 (財)岩手生物工学研究センター

鳥山欽哉 東北大・農 仁木輝緒 拓殖大・工

西内 巧 九州大・理・生物

【な】
西川圭祐 大阪府立大・農・応用分子生物

西口 満 森林総合研究所・生物機能開発部

内藤 哲 北海道大・農 西崎友一郎 神戸学院大・人文

中井朋則 京都大・木質科学研究所 西津直子 東京大・農

永井玲子 大阪大・理・生物 西田生郎 東京大・理・生物科学

中馬 誠 岡山大・農 西谷和彦 鹿児島大・教養・生物

中尾まゆみ 熊本大・理・生物科学 西野 徹 大阪府立大・農・応用分子生物

中川 強 島根大・遺伝子実験施設 西浜竜一 名古屋大・理・生物

中川直樹 広島大・総合科学・自然環境コース 西村いくこ 基礎生物学研究所

中里勝芳 理化学研究所光合成科学 西村浩二 東京工業大・生命理工

中里 直 東京都立大・理・生物 西村重喜 兵庫教育大・自然系教育・生物

中津美紀 横浜市立大・理 西村幹夫 基礎生物学研究所

中島一雄 国際農林水産業研究センター 商村光雄 九州大・理・生物

中島 仁 京都大・農・林産工学 西山佳孝 基礎生物研究所

中島秀明 岡山大・理・生物 丹羽康夫 静岡県立大・生活健康科学

中嶋信美 国立環境研究所

中嶋正敏 東京大・農・農芸化学
【ね】

中島芳浩 理研・植物機能

永島賢治 東京都立大・理・生物 東京農工大・工・生命工学

永田俊文 生物資源研究所遺伝子発現調節

長田敏行 東京大・理・生物科学
【の】

長谷あきら 東京大・遺伝子

永田美世 東北大・理・生物 野口勝三 基礎生物学研究所

中西啓仁 東京大・農学生命科学・応用生命化学 野口 航 筑波大・生物科学

中野明彦 東京大・続・生物科学 野口貴文 横浜市立大・木原生物学研究所

中野雄司 理研・植物機能 野口 巧 理化学研究所光合成科学

f中野康美 東北大・農・応用生物化学 野津 彰 東京大・理・生物科学

中林一美 東京大・理・生物科学 野末一成 東京都立大・理・生物

中原昌明 神奈川大・理・応用生物科学 野原哲矢 名古屋大・理・化学

中平洋一 京都大・人間・環境学 野村崇人 帝京大・理工・パイオサイエンス

永松愛子 佐賀大・農・遺伝子工学 野村美加 名古屋大・生物分子応答研究センター

中村研三 名古屋大・農・応用生物 則武智哉 名古屋大・農・植物病理学

中村信吾 農水省・生物研

中村輝子 日本女子大・理・物資生物科学
【は】

中村敏英 名古屋大・生物学分子応答研究センター

中村 運 甲南大・理・生物 本卜 恵卿 食品総合研究所分子情報解析研究室

中村真樹 東邦大・理・生物 橋本純治 農業生物資源研究所

中村保典 農業生物資源研究所 橋本晶子 岡山大・理・生物

中村友紀 熊本大・理・生物 橋本 隆 奈良先端科学技術大学院大・パイオサイエ

中村良子 筑波大・生物 ンス

中村善行 食品総合研究所分子情報解析 橋本 徹 神戸女子大・家政

イ中本 準 埼玉大・理・分子生物 橋本博支 北海道大・地球環境科学・環境分子生物
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蓮沼仰嗣 横浜市立大・木原生物学研究所
【ふ】

長谷 昭 北海道教育大・函館・生物

長谷川宏司 筑波大・応用生物化学系 福崎信夫 熊本工業大・応用微生物工学

長谷川実加 東京学芸大・生命科学 福淳秀哉 京都大・農・農芸化学

馳津盛一郎 東京大・理・植物 福田篤徳 農業生物資源研究所

長谷俊治 大阪大・蛋白質研究所 福田俊介 東京都立大・理・生物

長谷隆司 甲南大・理・生物 福田裕穂 東京大・理・附属植物園

畑 信吾 京都大・農・農林生物 福本亮平 筑波大・生物科学

秦 恵 神戸大・理・生物 藤家香苗 愛媛大・理・生物

波多野昌二 九州大・農・食糧化学工学 藤井修平 帝塚山短大

蜂谷品子 岡山大・資源生物科学研究所 藤井真紀子 広島大・理・遺伝子科学

服部淳彦 聖マリアンナ医科大・第一解剖 藤井康代 京都大・農・バイオマス循環論

服部束穂 三重大・遺伝子実験 藤木有紀 東京大・理・生物科学

花田 智 東京都立大・理・生物 藤津久雄 京都大・理・植物

馬場恭子 京都大・人間・環境学 藤田直子 大阪府立大・農・応用植物科学

馬場啓一 京都大・木材科学研究所 藤田浩徳 東京大・教養・生命

浜崎和恵 大阪府立大・農・応用生物化学 藤田祐一 大阪大・蛋白質研究所

浜田 徹 農業生物資源研究所 藤波 周 京都大・農・農林生物学

演田達郎 九州大・理・生物 藤野介延 北海道大・農・作物生理学

漬田朋子 愛媛大・理・化学 藤巻 秀 東京大・農学生命科学・応用生命化学

早川俊彦 東北大・農・応用生物科学 藤村達人 三井東圧化学(株)ライフサイエンス研究所

林 隆久 京都大・木質科学研究所 藤原研二郎 東京大・理・生物

林 秀則 愛媛大・理・化学 藤原 徹 東京大・農・応用生命化学

林 浩昭 東京大・農学生命科学・応用生命化学 布施拓市 九州大・理・生物

林 誠 基礎生物学研究所 二村典宏 森林総合研究所・生物機能開発部

" 東京大・理・生物科学 舟本 聡 北海道大・理・生物科学

林田信明 理化学研究所 舟山幸子 筑波大・生物科学

原口博行 福山大・工 古川健一 熊本大・教育・生物

坂 佳三 関西学院大・理 古川浩二 理研・国際フロンティア・ホノレモン機能

古川聡子 都立立川短大・化学

【ひ】
l 古谷雅樹 (株)日立製作所基礎研究所

東 正一 基礎生物学研究所
【へ】

東 四郎 鹿児島大・理・生物

東山哲也 東京大・理・生物科学 別府敏夫 西東京科学大・理工・パイオサイエンス

樋口隆司 東北大・農・細胞生化学 賀 道擢 農水省・生物研

樋口達治 名古屋大・農・生物化学

肥後健一 農業生物資源研究所 分子育種部
【ほ】

久堀 徹 東京工業大・資源化学研究所

日出問純 東北大・遺伝生態研究センタ← 法忍孝子 京都大・人間・環境学

日比野隆 名城大・理工・化学 保坂秀夫 日本曹達(株)小田原研究所

日吉 徹 日本たばこ産業(株)遺伝育種研究所 星 久行 住友化学(株)農業化学品研究所

平井(横田)優美 東京大・農学生命科学・応用生命化学 星田尚司 京都大・人間・環境学

平井則子 京都大・木質科学研究所 保尊隆享 大阪市立大・理・生物

平岩昌子 基礎生物学研究所 堀 智子 東邦大・理・生物分子科学

平津栄次 大阪市立大・理・生物 堀口吾郎 九州大・理・生物

平野 篤 東京電力(株)・エネルギ一環境研究所 堀越 守 日本農薬(株)生物研究所

平野博之 国立遺伝学研究所 本城賢一 九州大・農・食糧化学工学

日渡祐二 東北大・理・生物 本庄さおり 東海大・海洋・海洋科学

春田大仁 愛媛大・理・化学
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【ま】 【み】

馬 建鋒 岡山大・資源生物科学研究所 水津直樹 筑波大・生物科学

前 忠彦 東北大・農・応用生物化学 水野暁子 日本福祉大・情報社会科学

前島正義 名古屋大・農・生物化学 水野孝一 大阪大・理・生物

前尾健一郎 名古屋大・農・生物化学 三角修己 東京学芸大・生命科学

前田静思 九州大・理・生物 溝口 正 関西学院大・理

前田真一 名古屋大・農・応用生物科学 溝口 同日 理化学研究所植物分子生物学

牧 泰史 京都大・理 溝口 寛 東京工業大・生命理工

牧迫剛志 鹿児島大・理・生物 三谷祐子 大阪市立大・理・生物

牧野 周 東北大・農・応用生物化学 光川典宏 (株)三井業際植物バイオ研究所

牧野英志 京都府立大・農・農芸化学 三橋 敏 (株)海洋バイオテクノロジー研究所

正元和盛 熊本大・教育・生物 光原一郎 農業生物資源研究所

増田 清 北海道大・農 皆川 車市 理化学研究所光合成科学

増閏隆男 京都大・農・農林生物 南 淳 鶴岡工業高専・物質工学

増田 建 東京工業大・生命理工 南 栄一 農水省・生物研

増田宏志 帯広畜産大・生物資源化学 南 善子 岡山理科大・理・生物化学

増田芳雄 帝塚山短大 皆見政好 奈良先端科学技術大学院大・バイオサイエ

増田亮一 農水省・食総研 ンス

増村威宏 京都府立大・農・生物化学 三村徹郎 一橋大・生物

町田泰則 名古屋大・理・生物 三室 守 基礎生物学研究所

松井啓祐 大阪大・理・生物 宮入祥夫 つくば市工技院・生命工学研

松井健二 山口大・農・応生化 宮城布明 果樹試験場興津支場

松浦克美 東京都立大・理・生物 三宅親弘 京都大・食糧科学研究所

松岡 健 名古屋大・農・生物化学 三宅正人 生命工学工業技術研究所

松岡 信 名古屋大・生物分子応答研究センター 宮下英明 (株)海洋パイオテクノロジー研究所

松岡正佳 熊本工業大・応用微生物工学 宮地重遠 (株)海洋パイオテクノロジー研究所

松尾友明 鹿児島大.農 宮本健助 大阪府立大・総合科学

松尾広信 岡山大・農・植物感染病

松尾道憲 京都大・食糧科学研究所
【む】

松崎雅広 広島大・理・生物科学

松永悦子 日本製紙中央研究所 武藤尚志 名古屋大・生物分子応答研究センター

松永幸大 東京大・理・生物科学 武藤智恵子 東京大・教養・生物

松永 是 東京農工大・工・物質生物工学 村井耕二 石川県農業短大農業資源研究所

松原 央 岡山理科大・理 村上 悟 神奈川大・理・応用生物科学

松村 健 (株)北海道グリーンバイオ研究所 村上泰弘 岡山大・農・植物病理学研究室

松村智裕 大阪大・蛋白質研究所 村田 隆 東京大・教養・生命環境科学

松本英明 岡山大・資源生物科学研究所 村田祐二 大阪府立大・農・応用生物化学

間藤 徹 京都大・農・農芸化学 村田善則 大阪府立大・農

円 由香 名古屋大・農・生化学制御 村田芳行 岡山大・農・細胞生理

真鍋勝司 横浜市立大・理 村中俊哉 住友化学・生命研

真野純一 京都大・食糧科学研究所 村元靖典 名古屋大・生物分子応答研究センター

真野昌二 基礎生物学研究所

豆塚弘毅 日本農薬(株)生物研究所
【も】

真柳浩太 理化学研究所光合成科学

園山恭之進 東京学芸大・生命科学 毛利 宏 島根大・生物資源科学・生物化学

丸山 忍 東京都立大・理・生物 元木章裕 東レリサーチセンター

盛 有子 東京農工大・農・応用生物科学

森 泉 名古屋大・生物分子応答研究センター

森 敏 東京大・農学生命科学・応用生命化学
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森 仁志 名古屋大・農・生化学制御
【ゆ】

森JII 弘道 広島大・理・遺伝子科学

森田重人 京都大・理・植物学教室 楊 和平 筑波大・生物

【や】 【よ】

八木史郎 鹿児島大・農 横井修司 東北大・農・植物育種

矢崎芳明 農業生物資源研究所 横田明穂 (財)地球環境産業技術研究機構

保谷 泉 トヨタ自動車(株) 第1F P部バイオラボ 横田 智 森林総合研究所生理機能研究室

保田 浩 帯広畜産大・生物資源化学 横田孝雄 帝京大・理工・バイオサイエンス

安田ゐう子 京都パストウール研究所 横谷(富田)香織 筑波大・応用生物化学

八ツ橋寛子 宮崎大・教育・生物 吉崎文則 東邦大・理・生物・生化学教室

柳 瑞帆 東京大・理・生物科学 吉玉国二郎 熊本大・理・生物科学

矢野 明 生命工学工業技術研究所分子生物部 吉田和市 京都大・理・植物

矢野伸一 大阪工業技術研究所 吉田和正 森林総合研究所・生物機能開発部

山内靖雄 神戸大・農 吉田茂男 理研・植物機能

山内喜朗 京都大・理・植物 吉田 真 東京都立大・理・生物

山形裕土 神戸大・農・生物機能化学 吉田正人 名古屋大・農・生物材料物理学

山口淳二 名古屋大・生物分子応答センター 吉原照彦 北海道大・農・生物機能化学

山口信次郎 東京大・農学生命科学・応用生命化学 依田尚文 京都大・農・農芸化学

山口武志 農業生物資源研究所 米田章登 京都大・人間・環境学

山口博隆 東京大・農学生命科学・応用生命化学 米山忠克 農業研究センター

山口峰生 筑波大学・生物科学

山崎健一 名古屋大・農・生化学制御
【ら】

山崎淳也 東邦大・理・生物

山崎照之 神戸大・農・生物機能化学 羅 烈紅 筑波大・生物科学

山崎秀雄 琉球大・理・生物

山下 貌 筑波大・生物科学
【り】

山下広哲 鹿児島大・理・生物

山下博史 京都府立大・生活科学・応用生物 肇リ 玉軍 大阪市立大・理・附属植物園

山田恭司 富山大・理・生物

山田小須弥 神戸大・自然科学
【れ】

山田茂裕 日本たばこ産業(株)遺伝育種研究所

山田隆文 東京工業大・生命理工 レ・パン・ホア 広島大・総合科学

山田裕之 金沢大・理・生物

山田晃弘 北海道東海大・工
【わ】

山中健生 日大・理工・工業化学

山根久和 東京大・生物生産工学研究センター 若林和幸 大阪市立大・理・生物

山根由裕 姫路工大・理・生命科学 鷲尾健司 北海道大・地球環境科学・環境分子生物学

山本(豊田)章子 三重大・遺伝子実験施設 和田敬四郎 金沢大・理・生物

山本 勇 広島大・理・生物科学 和田雅人 筑波大・生物科学

山本興太郎 北海道大・地球環境科学 和田正三 東京都立大・理・生物

山本直樹 農業生物資源研究所 和田 洋 東京大・教養・生物

山本 宏 基礎生物学研究所 渡辺 昭 東京大・理・生物科学

山本浩之 名古屋大・農・応用生物 渡辺正勝 基礎生物学研究所培養育成

山本 泰 岡山大・理・生物 渡辺幹夫 株式会社エー・ティー・アイ.

山本洋子 岡山大・資源生物科学研究所 和田野晃 大阪府立大・農・応用生物化学

山本良一 帝塚山短大

山谷知行 東北大・農・応用生物化学
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日本植物生理学会1996年度年会委員長

鹿児島大学理学部: 東 四郎

日本植物生理学会1996年度年会準備委員会

鹿児島大学理学部: 阿部美紀子

内海俊樹

教養部: 西谷和彦

岡本繁久

農学部:堀口 毅

稲永醇二

松尾友明

八木史郎

渡部由香

日本植物生理学会1996年度年会および

第36回シンポジウム講演要旨集

発行日:1996年3月20日

発行者:日本植物生理学会年会鹿児島大会準備委員会

干890鹿児島市郡元ト21-35鹿児島大学理学部

印刷所:中西印刷働干602京都市上京区下立売通小川東入



日本植物生理学会1996年度年会の開催にあたり，多くの企業， 団

体から広告掲載，展示，協賛参加，寄付等のご援助を頂きました.

ご協力まことに有り難うございました. ここにお名前を掲載し感謝

申し上げます，

中西印刷株式会社

宝酒造株式会社

株式会社テクノ

株式会社講談社

株式会社培風館

和光純薬工業株式会社

株式会社秀潤社

薩摩酒造株式会社

日農生研株式会社

宝来化学薬品株式会社

アッベ科学株式会社

日本たばこ産業株式会社

東ソー株式会社

日製産業株式会社

J T B鹿児島支庖

タイテック株式会社

旭光通商株式会社

南西糖業株式会社

小正醸造株式会社

原田学園看護専門学校

日本ノ〈イエルアグロケム株式会社

日本ノ〈イオラッドラボラトリーズ株式会社

ユーエイチ・アイシステムズ株式会社

株式会社パーキンエルマージャパン

アプライドバイオシステムズ

株式会社エー・ティー・アイ

ファルマシアバイオテク株式会社

財団法人鹿児島観光コンベンション協会

( 3月 6日現在順不同〉



TaKaRa 
BEACONTM 
蛍光偏光度測定システム

五営~111:*度をJI!lJËすdうことで
物質溜の街互炉原を

pmolレベノルでヅアノルタイムにそニタヅング
-Prolein 

y-Antigen 

Protein-Protein 
B正Aに《芳、4

tt二二 | 
•••• 

...m盟盤密醤
爽雑酵素の高感度検出が可能

プロッテインクの必要なしにDNAハイブリダイゼーションを測定
ゲルシフトアツセイより簡便にDNA-タンパク質の結合を確認 etc'" : 

BEACON専用キット
BEACON Protease Activity Detection Kit 
TaKaRa Code VP2010 200回

BEACON RNase Activity Detection Assay 
T aKaRa Code VP2115 100固

このシステムはPANVERA社製です。

ぬ酬
E

宝酒造株式会社 For Immediate nK政1.1卜
information ・・nr:rコ|
use BioTechNet .， r 1圃曹亘l
address below. =JAPAN= I 

btnOOOOo 

東京事務所ハイオ販売課 大阪支底ハイオ販売課

TEL.03-3271-8553 FAX.03-3271-7282 TEL.06.374.1685 FAX.06-374.5457 

百陶陥テクニカルサポートライン

TaKaRa製品の妓術的な ζ質問に専門の係かま手応えきせていたたきます

TEL0775-65-6974 FAX.0775-65.6965 

Z020 



EP91q013 
汎用液クロスシステムで使える

田園周開園圃岡田盟園開・E・・岡

TSKgelSuperシリーズがラインアッフoff

超高速高性能2ミクロン逆相カラム

-高性能 5ミクロン ODS4.6mmI.D. x 15cmカラムを超える分離能です。
(5 cmカラム/8，000段以上、 10cmカラム/16，000段以上)

・超高速:分析時間は 1分ないし 5分です。
・汎用性:汎用 HPLCシステムが使用できます。(使用流速は1-3ml/min)
圃省溶媒:従来の 2分の l以下です。

・高感度:従来の 2倍以上の感度が得られます。

園選択性:オクチル、フェニルタイプは、保持力、選択性がODSと異なります。

・用 途:医薬品の分析、品質管理、食品の分析、検査、ペプチドタンパク質の分離など

.抗てんかん薬(錠剤)の分離

2 

1.カフェイン

2.安息香酸
3.フェノ，りレビタール
4. フェニトイン

4 

カラムー TSKgelSuper-ODS(4.6mmI.D. X 10cm) 

溶離液・ A:50mM NaHpO.(pH2.5)/acetonitrile =80/20 

B: 50mM NaHp04 (pH2. 5) /acetonitrile =30/70 

Omin(B: 0%)， 5min(B: 100%) (リニアグラジエント)
流速・ 1.5ml/min

温度:40
0

C 

検 出:UV(210nm) (UVセルはヒートシンク除去)

試料:錠剤抽出液(漉過)、 5μ|

.不整脈治療薬の分離

(A) 2 

2 

1.プロカインアミド

2. Nーアセチルプロカインアミド
3.キニジン
4.キニーネ
5.ジソピラミド
(各20μg/m1，5μ1) 

5 

5 

4min 

カラム:(A) TSKgel Super-Octyl (4. 6mml. D. X 10cm) 

(B)TSKgel Super-Phenyl(4.6mmI.D. X 10cm) 

溶離液:20mM NaH，P04(pH2.5)/アセトニトリル=90/10
流速:1.0ml/min 温度:40

0

C 検出:UV(254nm) 

*高感度、省溶媒ffJには、セミミクロカラム (TSKgelODS-80Ts、TSKgelODS-120T) もございます。

。東ソー株式会社
科学計測事業部

東京本社合(03)3275-11 01 干104東京都中央区京橋3-2-4仙台支后 ft(022) 266-2341 

大阪支后包(06)344-3857 名古屋支后 ft(052)21ト5730 つくば営業所 ft(0298)55-8166 

山口営業所会(0834)63-9888 福岡支后 ft(凹2)7日1-04日l徳島営業所宮(0886)64-6865 
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これからは手軽にスピーがいこリカレタイム分析!

生体分子園相互作用解析装置

IAsys 

IAsysキュベ、ットシステムは、革新的な光センサーを採用、

ラベリングや面倒な前処理なしで、

特定の生体分子問の反応過程をモニターできるリアルタイム解析が可能です。

解析パラメータ

.Kinetic Constant 

・濃度測定

.エピ卜ープ・マッピンク

・結合パターン

・介子標識

固相化法

〈固相化用官能基〉 くノ可インテヤンクツ

.一級アミン・・ ー ・0・・・・・ •• ….......・抗原一抗体

.チオール基…・一 ........・ E・ 一一・ー・-・ホルモンー受容体

.アルデヒド基 ....ー・ーー ..............・ドラッグー受容体

・ビオチン/ス卜レプトアビジン… …-・酵素ー補助因子/基質/阻害剤

・捕捉用抗体・ー一一 ..............・受容体一微生物/細胞

....・核酸一結合タンパク質

ー・DNA/RNA-CDNA

・タンパク質ータンパク質

お問い合わせは一一一一一一 一一 一一一

日製産業株式会社
科学機器営業本部・担当中島

本社〒105東京都港区西新橋1-24-14 電話東京(03)3504-7211(ダイヤルイン)
事業所札幌(日11)221-7241 仙台(022)264-2211 筑波(日目的問一7391 北関東(0486)53-2341 

千葉(0472)47-4151 償浜(045)45ト5151 新潟(025)241-3011 北陸(0764)24-3386 
名古屋(052)583-5841 京都(075)241-15日1大阪(06)366-2551 四国(日日7日)62-3391 
九州(092)72ト3501 沖縄(098日)7日-1311

西関東(0426)43一日日日日
豊田(日565)28-5191 
広島(日82)221-4514 
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植物生長調節因子

ES冒:f!l

院

6・Benzylam i no-2-(2・hydroxyethylami

6-Benzylamino-2-(2・hydroxyethylami

6-BA-3-s-D-glucoside 

6-BA-7-s幽 D-glucoside

6・BA・9-s・D-glucoside

cis-Zeatin 

trans-Zeatin-9-s-D-glucoside 

(士)ーDihydrozeatin

Dihydrozeatin Riboside 

岡 原
Gibberellin A3 

Gibberellin A4 

和光純薬工業株式会社

N6_(2-lsopentenyl) adenosine 

Isopentenylamine・HCI
Kinetin 

Maleic Acid Hydrazide 

2-Methylthio幽6・chloropurine

2-Methylthio-6・chloropurine-

• 2Na 

9-s-D圃 riboside

*資料をご請求下さい。

本 社大阪市中央区道修町三丁目 1番 2号
干541 電話大阪(06)203-3741(代表)

東京支庖東京都中央区日本橋本町四丁目 5番13号
〒103 電話東京(03)3270-8571(代表)

出張所 福嗣・広島・名古屋・横浜・大宮・筑波・仙台・札幌



素敵な時間を。 デjJ7L???F券

美味なる時間を。…レストランお食事券

感動の時間を。……

実績と信頼で旅を

JTB.旅行券
ナイズトゲップ

トータルにクリエートするJTB

JTB鹿児島支庖

鹿児島市東千石町会12 干892

(Kフラットビル2F)

TEし 099(226)1515・(227)5205



æ6_~!t ... 虜をシεzレーションす多
人間環境制御計測システム
本システムは、温度-20-+45'C:t1 'c、湿度
30%-80%RH:t3%RH (但し+20-+40'Cに
おいて)の範囲の生気象環境がシミュレーシ

ヨンできるように配慮されており、温度、湿

度、気流、人工降雨、人工降雪(雪の結品)

照閉、送風、運動負荷装置等の運転制御しな

がら、もう一方では被験者情報、生体情報を

テレメーターシステム(機器を介して)によ

り計測制御装置のCPUに転送してリアルタイ
ムに同時計測することができます。また、梅

雨時などに空調装置の冷却コイル等の氷結を

未然に防ぐように配慮されています。

資料請求・お問い合わせは

ABBE SCIENCE COMPANY.， L TD. 

q旦5少7'jJ却Fべ、
本社
干160東京都新宿区大京町29番地
TEL(03)3359-0361 FAX(03)3341-7913 
千葉曽業所 TEL(043)273-1175 
甲府営業所 TEL(0552)43-2451 
八王子営業所 TEL(0426)45-4866 

自然の恵みをより豊かにするために。
「確力、さ」を追求・..バイエルの農薬

.モンハイム

キ直物防疫センター

(ドイツ)

'"イエルの植物防疫世界三大研究開発拠点、

ための植物防疫は、今や地球全体の問題であり、常に世界的視野に立つ

立、ドイツのバイエル、アメリカのマイノレスとともに世界におけるバイエノレの三大研究開

ーっとして、ますます重要な役割を担っています。

新しい時代のニーズにあった夢の殺虫剤
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-ユニークな殺虫作用で好評/
日本バイエルアクロケム株式会社
東京都港区高輪4-10-8 <!!!>l08 



e講談社の自然科学専門書
怪発生学の基本的事項をもれなく解説

物 発生学一植物バイオの基礎ー

5.5.ボジュワニ・ S.P.パトナガ著/足立泰ニ・丸橋亘訳

A5・22.2頁・定価4，500円(税込)

園芸学，育種学などでの晶種改良・増殖・遺伝子組換えの実験的基礎となる腔発生学の基本的事項

をもれなく解説。植物のバイオテクノロジーを目指す若い学生，とくに園芸学・植物遺伝・育種学・

応用生物工学・園芸繁殖学・資源生物学を学ぼうとする者にとっては必須である。

主な内容:1.研究小史 2.花 3.小胞子嚢蔚壁/胞子形成組織 4.雄性配偶体 栄養細胞および雄原細胞
の形成/精細胞の形成/成熟花粉の内的体制/細胞質的形質の遺伝/花粉壁/花粉壁の特徴 5.大胞子嚢 区珠の
タイプ/珠皮/珠心/大胞子形成 6.雌性配偶体 庖嚢の型/成熟した怪嚢/区嚢の吸器的行動/怪嚢の栄養 7. 
受粉蔚の裂関/花粉の移送/人工受粉 8.受精 花粉の発芽と花粉管の成長/重複受精 9.匹乳 JIT:;乳の発達/
区乳の細胞学/腔乳の機能/形態形成 10.匪 接合子/怪発生/前厄/腔柄/異常な形状/怪の栄養 11.多匪性
多区性の原因/多怪性の実験的誘発/多底性の実用的な価値 12.アポミクシス 栄養生殖/アyゲモスパーミー(無
融合種子形成)/アポスポリー(無胞子生殖)/アポミクシスの原因 13.種子 種子の発達/生理・生化学 14.実
験発生学と応用発生学 植物組織培養法/半数体の作出/怪培養/珠心の培養/怪珠と種子の培養/子房培養/果実

肥大に対する幼種子の影響/単為結実/生殖過程を利用した形質転換

東京都文京区音羽2-12-21 
振替東京8-3930 園圏困

包囲盟.・

〒 102

東京都千代田区

:hJ~南 4-3-12

T E L (03) 3262-5256 

振替00140-7-44725

植物ホルモン
ハンドブック全2巻
高橋信孝，増田芳雄共編

A5判上巻 672頁定価 9270円(干 450円)

下巻448頁定価 7210円(干 380円)

セット価格定価 14832円 (〒 520円)
植物ホルモンの化学，生理，生化学および農業・

園芸への応用など研究成果の概要と主要な文献を

整理してまとめた。 1-_巻で、は総論およびジべレリ

ン，オーキシン，サイトカイニンについて，その

研究状況を紹介。 ド巻では，アブシジン酸，エチ

レン，ブラシノステロイドおよび、天然植物生長調

節物質，除草剤，横物化学調節弗jについて，化，、λ
生合成と代謝，イ同体から分子レベル迄の生理作用

等を主要な文献と共にまとめた。

〈主要目次〉

上巻一一
1章植物ホルモンとは 2 }:i:ジべレリン←研究のJff史
/化学/生合成と代謝/生河一作用 3章オーキシン

研究の歴史/化学/生合成と代謝/午理作用 4章

サイトカイニン 研究の腰a/化学/生合成と代謝/
生理作用

一一下巻一一

5章アブシジン駿一研究の歴史/化学/生合成と代謝

/生理作用 6章エチレン 研究の歴史/升工合成/生
理作用 7章ブラシノステロイド 研究の歴史/化学
/生合成と代謝/生理作刑 8主主械物ホルモンの相互
作用 9章天然植物成長調節物質ージャスモン酸/ポ
リアミン/植物起源の植物成長調節物質/微生物起源

の植物成長調節物質 10章除草剤と植物化学調節斉rJ
除草剤の生埋作用/植物成長調節剤

編集部告03(3235)3701
販売部ft03 (5395) 3624 

化学英語の基礎
=和英・英和用例辞典
野崎亨著 A5・176頁定価 2472円(〒 310)
著者によって厳選された，化学論文でよく用いられる

基本的な語句や英熟語を合んだ用例英文と語もJに対応

した有l訳をス7 ー卜にまとめた。英和・和英辞典的に使

える充実した索引により，英作文や和訳の上j主に最適。

糖鎖の科学入門
岩瀬仁勇・大西正健・木曽 民
平林義雄・山本憲二 共著

A5・224頁定価 2987円(〒 310)
第3の分子生物学として注目されている糖鎖について，

糖の結合の仕方・多線性などの基本から，受精・制胞

認識などの生命現象ゃがん・免疫の作用などの病態に

どのように関与しているかといった応用まで解説。

「

植物細胞壁と多糖類
桜井直樹，山本良一，加藤陽治共著

A5・272頁定価 390日円 (〒 38日円)
細胞壁の利用法，役害1]，成分等の基礎概念から応用ま

て、を細胞壁の主成分である多糖類と絡ませて意欲的に

解説。さらに多糖類研究の実験例等も具体的に紹介し

ている。関連分野の学生や研究者の参考書に好適。



⑮2225?fnωator M-36 
学術と産業に貢献します
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型名

温度制御範囲

温度制御精度

温度最小単位

温度調節器

安全器

燭伴モタ

燭持方式

回転援幅

制御回転数

タイマー

振動テーブル寸法

外形寸法

重量

価格

適用容器

マイクロチューブ

マイクロタイタープレート

M・36

室温+5 -60.C 

:tOTC以内
OTC 

UP/DOWN入力 PID制御

高温安全器、過電流保護

DCモタ

旋回規持式

2.0mm 

二段切り換え式

300-1000r/min (LOW. RANGE) 

-2500r/min (HIGH. RANGE) 

運転用60分タイマー

270X102mm (外寸)

310 X 195 X 190Hmm 

約 6kg 

￥198，000 (※容器ホルダーは含みません)

EM-1040 |￥10，000 

EM-1036 |￥10，000 

EM・0836 |￥ 2，700 

96穴用X2枚架

本機は極微量試料を使った酵素反応、イムノアッセイ等を恒

温下で撹件しつつ行う事を可能にし、反応の促進、均一化に

より、短時間で再現性の良い結果を得ることができます。

さらに、極小の試験管、マイクロタイタープレート等を装着

でき、多数の微量試料を用いた実験や検査を同時に行うこと

ができる最新機器です。

.表示価格は消費税を含みません。

ヲイテ~9株式会祉
本社・〒343埼玉県越谷市西方2693-1

日製産業(梼

新製品のお問い合わせは

九州TSC. 干813福岡市東区多々良ト11-15

TEL. 092-682・1341れ;)FAX.662・1283

分光光度計，ガスクロ，液クロ，赤外分光，遠心機，糖度計，

粒度分布測定器，旋光計， PHメーター，塩分計，イオンメーター，

電導度計，微量水分計，滴定装置，水質検査器，公害側定器，工業計器

ヤマト科学(株)

実験室設備，純水製造装置，乾燥器，恒温器，ファーメンター，天秤，

ウォーターパス，視湿度計，密度計，ケルダ一分祈祷

-・圃圃

株式会社 ア ク ノ
鹿児島市小松原2丁目11番8号

TEL 099-266-0008 FAX 099-266・0385
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ワープロ・データベース フロッピー・磁気テープが印刷へ直結

中西印刷株式会社
取締役社長中西隆太郎

京都本社 602京都市上京区下立売通小川東入ル

|待望の新刊 「植物細胞工学シリース]第4号は実験プ口卜コール I

-イネ・シロイヌナズ.ナの昂-の実験テクニyクのすべてを紹介f

モデル植物の実験プロトコール(欄)
ーイネ・ 5iftロイヌナズナ編ー
【監修]島本 功(奈良先端科学技術大学院大学バイオサイ工ンス研究科)

岡田清孝(京都大学理学部)

.インターナショナル判.約230ページ.予価3，600円
.内容予定
巻頭カラーページ

遺伝子地図，目で見る形態学

秀潤社

3.遺伝学的手法

4.形質転換法と細胞学的手法

5.分子生物学的手法

6.種子・情報の入手法と入手先リスト

苧106 東寮都港区西麻布4・15-21 第6興和ビルア楢
TEし03-3409-6121 (代表) FAX.03-5485-7715 


